
関西電力株式会社 ,

高浜発電所第 1号機―

使用前検査成績書 :

要領書番 号 :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :i-10

命細Z年 9月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名  i関 西電力株式会社薦浜発電所第 1号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3猿査期日  自々 約 2年 す 角 だ 日

至令純 2準 9月 23日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査案力箇者   検査辞藤強果一覧表のとおり

6検査結果   (検 査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査言己録

成績書管理番号 :卜 10
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検査申講書番号

(申請年月擦)

関原発第299号 (平成28年 10月 7日 )

関原発第484号 (平成30年 3月 20日 )

関原発第46号 (平成 3・ 0年 4月 20日 )

関原発第202毒 (平成 30年 7月 4昌 )

関原発第259号 (平成30年 8月 20日 )

関原発舞415号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 504号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第512号 (平成31年 2月 6日 )

関原発第582号 (平成31年 3月 18磨 )

関原発第 3号 (平成31年 4月 4日 )

関原発第68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24日 )

轟目原発第294号 (2o19年 8月 23日 )

関原発第473号 (2020年 二月23日 )

闘原発第510号 (2020年 1月 ,1日 )

関原発第542号 (2020年 ?月 2o日 )

闘原発第609号 (2020年 3月 24日 )

闘原尭第 20号 (2020年 4月  7日 )

関原発第286号 (2020年 8月 21日 )

成績書管理番号 ::-10

検査申請∵覧表

上記以降の変更を検査申講書の変更事請により確認し表中に追記する。

Z



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 10″

″

特記事項

再 t

検査立会責任者 印

〆
耳

夕

,Sク ギ /主
任 技 術 者

原子力施設検査官 印

原子力検査官

労 八

検査結果

ヽ

氏

検査年月日

沖釉 Z年

t月 だ 日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
1   共通事項

成績書管理番号:卜と0

検査年月劇 :猪巧砕 Z年 す 月 /d日

検査場所:関西電力株式会社蔑浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事み買 確:認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査中講書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Θ―

検査 をする工事のエ

程、期日及び場所が嘩I

講書 どお りであるこ

と。

記録確認 Qヽ 一

工事計画の認可番 Fュ
本の

記載が適 切で ある こ

と。

記録確認 ⑤―
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添付資料 3-1

関西電力株式会社蔑浜発電所第 1号機 使用講検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 i卜 10

検査年月目:埒荘砕2年 f月 /゛ 白

検査場所 :関西電力株式会社高浜舞電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

中講者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q―

必要な図画等が準r丼奪されていること。 図函等確認 Q!―
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有して与ゝ

ること。

記録確認 ⑧―

υ
爾 鰻∋,一

う



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :1-:0

検査年月日 :今や z年 、声 月 ノご 鳳

検 査 場 所 :関酉電力株式会社高浜寿電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉格総施設

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循乗設備

主配管  別添 との大線枠内の範理

検査項目 半け定基準 検査結果 検査方法

耐圧検査、漏えい検査

設備及び機器が工事計櫛iに従い製作

され、据偶
・けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

負
⑩

⑩

構考

・記録確認は、工事計画に基づき嘱1講者が行つた試験 '検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 ITl-1-0107
う霞視で確認した範伊置:添付資料 3-3参照

る



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

!(立会検査)

成績書管理番号 :Ⅲ 10

模査年月日 :浴癖 2年 す 月 テ3 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

原子炉格納施設

放射性物質濃度制御設備及【パ

可燃性ガス濃度制御設備並び

に格納容器再循策設備

主配管 (μl添 1参照)

雨ヽ手圧検査、

漏えい検査
別添 3参照 五

基
目視

備考

※ :別添 2の鯨に囲について確認

?



関西電力株式会社高浜発電所第 1署機

検査用計器一覧表

添付資料 8-4

使用前検査記録

成績書管理番号 :1-10

検査年月露 z年 √ 月/θ 日

備考管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月耐

有効期社長
検査用旨す器検査項麟

正

を,アЯノP、 P

2ク彦′,♭、P
圧力計

面ヽす圧検査.

漏えい検査

岳
t)

をフイ″tえ入ア
2つ2ρ、ど、″

圧力計
麟圧検査、

漏えい検査

ルズ千傘泡

号



質更な と

廷な し奮霊な 与

035     12S

質 更な と

名

変 更 前

最高使用 最高使用

圧  力fR 嘆外  径 序  冬材  母  名

(HPa) (t) (雌 , (H)

岳03     2.3    SS41

X
=.〕

    Sヽ41
0.015  1i5

30〔 l

砕

蛮 ミ 後

最高使用景高使用

l士   力温   度井 推 厚   さ材  ,

放
射
亀
物
冨
温
度
Ｍ
御
講
蠅
及
び

可
燃
桂
ガ
ス
貌
康
制
い
載
碇
笠
ぴ
ｌｉ
静
れ
暮
掛
再
饉
鼠
激
慌

砕・

アニュラス

出「
〕触台魚

併気厨

取番点

一・二
´

ヽ
一

放
射
佐
拘́
宙
誼
度
綱
御
敵
傭
及
び

可
燃
性
ガ
ス
晨
度
親
御
識
偏
並
び
に
構
れ
容
器
再
衛
Π
讃
編

H3

S00
″

葛

-0 変更な し

500

)( 4.3

/
4.S

嗣
／

鰤

さS41

(主il)既 二
`計

画鉢に置畿がないため記韓7)a正化を行う=記嶺内容は、設計園井による争

〔注2)′ム`l体慎

1注3)入 爾と出口の甲任が発なる守であるF

(注1)蛍火事故等時におIす る使用崎の住

(とう)本設ぬは既存 の設 t的 であ る f

遭
郭

岸
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水圧、気歴

区分

気圧

備考     .                     
｀

※it重大事故等時における使用時の値

※2:最高使用圧力
※iX l.0(0.033MPaX l.0歳 0,035Mpa)以 上

※3:別添 2の C部 (別添 1:要目表 E動 ?範囲について穂認

漏えい検査睡カ

MPa

沙Ⅲρ゙ どθ

保持時間

分

//

耐圧検査圧カ

MPa※ 2

″,∂ r゙θ

最高使用履カ

MPa

0, 035※ I

検査対象

アニュラス出日取含点～

排気筒取合点
※9

ｕ
こ
離魏
い



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 10

一Ｎ

.特記事項

なし

検査立会責任者 印

ギAつ ンと

'オ

Cラ 主住技術者

原子力検査官 印

糀毀鼠 と

検査結果

R

検査年月日

↑れ2年

7月 25日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :卜 10

検査年月厨:令ムl]2年 9 月 Zす 白

検 査 場 所 :F,尋 西電力株式会社高浜発電所

検査崩確認事項

使用前検査申請書の確認                             …

確認事項 確認方法 確認結果 構考

本検査に係る使用荷々検

査申請書 (変更中請を

含む。)が準備されてい

ることJ

記録確認 唾動。二

検 査 をす る工事 のエ

程、鶏田及び場所が申

講書 どお りで ある こ

と。

記録確認 ③た

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 Q―

13



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :卜 iO

検査年月田:徽 之年 ? 月 2S歯

検 査 み身所 I関西亀力株式会牽と高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

黎請者の品質記録が準備されていること. 記録確認 Q―
必要な図画等が準備されていること。 図画等確認 ①―

検査用費ヨ

'器

が校廷されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲.測定精度を有してい

ること.

記録確認 Q■

系統構成が完了していることこ
立会/

鰤 ⑧た

IZキ



関西電力株式会社島
~浜

発電所第 1号機｀
(一号検査)

添付資料8-2

使用前検査記録

成績書管理番号:卜 10

検査年月日:今る 2年 ?月 Z↑ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

i原子炉格納施設

原子炉格納容器本体

機器搬協入爾

エアロック

原子炉格納容器配管貫通郡及び電気配線貫通郡

圧力低減設備その1也の安全設備 (格 J伯角容器安全設備)

別添 と参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

耐圧検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計藤iに従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合する帯ぅので

あること。

ヽ

我
目視

備考

。記録確認は、正事尉ヨ十画に基づき中講者が行ちた試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認験査成績書の翻 il番号 iTl-1-≧ 005

Tと 一と一0316

Tと -1-0317         .

IS



工事計軍本文(原規規発第1606140号 (平成23年6月 10日 認可))

男
'!▼

魚1 (1/43)

ぐ争本己Z49R21_R)

原子炉格納施設

加鷹水型夢音竃用原 干炉胞設に係るものにあつては、次の事項

1 原子炉格納容器に係る次の事項

(1)零子炉格納容器本体の名称、種類、最高使用圧力、最高使用温度、設計漏えい率、主

要寸法、―材料及び個数

(注 1)記織の逝正化を行 う。既工事計画書には I内圧 0.26と 外圧 ―Jと 記載

(注2)重大事故等時における使用時の値

(注3)記載の適正化を行 う。路工事計画:書には「%/dayJと 記載

(注4)公称値          
′

(注5)記裁の適正化を行 う。既工事計画書には「下部鏡中央部内半径 1と 記載

(注6)記載の道正化を行 う。既工事蔵卜画書には「下部鏡すみの丸みの内半径」と記載

(注7)疑工事計画書に記戦がないため記載の速F化を行う。記載内容は、昭下「45年1月 21昌 付け
45公第2736号 にて認可されたI事計画の資料2-1「辱子炉格納容器板厚および補強板等の

計算審どによる。

(注8)記奪兌の適正化を行う。既工事計画書には「全高,と 記栽  ―

変 更 前 変 更 後

名 称 原子炉格納容器
変更なし

種 類 上部半盛、下部さら形鏡田簡形

最 高 使 用 歴 カ 腰 a 0.261(革〔
'

賓 民 な し

0.30S(進 す

最 高 使 用 温 度 ℃ 122 変 更な し

138(事止2,

設 計 漏 え ぃ 率
(注 3,

%/d

主
要
寸
法

胴 内 径 mm

上 部 鏡 板 内 半 径 mm

下部鏡板中央部内半径 ('+¢
m14

ド部鏡板FPlの 丸み半径 く
'10

讃

“

胴 板 厚 さ mm

上 部 鏡 板 厚 さ 肥 B

下 部 鏡 板 厚 さ mm

高 さ (綻
8)

lllm

材 料

個 数 ▲ (雄 10,

16



丹ll添 と (2/43)

輪魚Z養負R2ξ a)

(注9)記載の酒正イヒを行 う。既工事計画書には
'ASTM ASIS Cr.70A300(JFS S849相

当材)」

と記載

(注 iC)既工事計遷i審に記栽がないため記戦の適正化を行う。識載内容t=、 設計露書による。

lq



別添 1(3/43)

(令☆巴Z4q R2j_R)

(注 1)

(注2)

(注3)

(注4)

(注 5)

(注6)

(注 7)

(注3)

(2)機器搬出八何のネ称、最高使用歴力、最高使用温度、主要 十法、材料及び個数

記載の適正化を行 う。既工事計画書の「種類1の記栽を削除

既工事計画書に記戦がないため記載の適だ化を行 う。記載内容は既工事計画書「原子炉

格納容器」の記載による。

重大事故等時における使用時の値            (
記載の適正化を行う。既工事計画書には「胴内径」と記載

公称依   
´

記載の適正化を行う。班工事計卜画書には 嘔 」 (単位 :m)と 記栽

既f工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、昭和4S年 4月 21鰤 付け

45公第2736号 にて認可された工事計画の資料2-3「 エアロツクぉょび機器搬入口応力解析

書」による。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には r胴板厚」と記載

(注9)記載の適正化を行 う。号廷工事言抒画書には と記載。なお、昭和45

年4月 21日 付け45公第2736号にて認可された工事占卜画の資料2-3「 ■アHツ クおよび機器

搬八日応力解析書」にて、最小板厚‐ の部材を解析条件に考慮していないため、既工

事計画書の「

“

lの記載を測除

(注 10)記栽の適正化を行 う。既工事計画書には「首板板厚」と記載

変 更 前

機 器搬 入 Π 硝・
)

0,261(■・2う

変 更 後

名 称

最 高 使 用 圧 力
|

MPa

変更なし

変 夏 な し

o_aos(言 a)

最 高 使 用 温 度 ℃ 122(と を
'

変更な し

138て注3)

主
要
寸
法

内 宿置(注 4) mm

変更なし

1同    長 さ :nln

ふ た 内 半 径 mm

胴 板 厚 さ く産3)
mm

ふ た 板 厚 さ 〔逮め
I:iml

材 料

個 数 1

le



別添 1(4/43)

く資洒雨Zttqttz`邑 )

(3)エ ィロノクの名称、最高使用圧力、蒟覧高使用温度、主要寸法、材料及び個数

(注 1)記載の適正化を行 う。既工事計画書の「種類JP記載を削除

(注2)既工事計画書に記載がないため記載の道正化を行 う。
~記

載内容は既i事計画書「原子炉

格納容器」の記載による。

(注3)重大事故等時における使用時の値         
′

(注4)記栽の適正化を行 う。既工事計画書には「胴内径」と記載

(注5)公称値

(注6)口孝こ戦の適正化を行う。既工事謝・回書には ″■B (単位 :m)と 記載

(注7)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「B  (単位 :m)と 記載

(注8)記載の適正化を行 う。既工事計画書には r灯∃板厚」と記載       :
(注9)班工事計画きに記載がないため記載の適正化を行 う。記栽内容は、昭和45年 4月 2と 日付け

45公第2736号にて認可された工事計画の資料2-3「エアロンクおよび機器搬入口応力解析

書 1に よる。

(注 10)記載の道正化を行 う。既工事辞卜画書には「扉板厚」と記載

(注 11)記載の適正化を行 うも既工事計画書には
'各

IJと 記載

変 更 前

通常用及び非常用エアロック (注 n

0.261(注雀,

変 更 後

名 称

最 高 使 用 圧 力
|

MPa

変更なし

父 民 な し

0_30S(漉 3)

最 高 使 用 温 度 ℃ 122(注分 変更な し

188(澁 3)

主
要
寸
法

手入l 径
(速 4)

印譴

変更なし

胴    長   .さ mm

胴 板 厚 さ (注 0) mm

と ぴ ら 厚 さ (注 拘,
籠m

材 料

個 数 通常用 1、 非常用 とは11)

lq



材   μ
厚   さ長   さ

主要 十法 (哺)

外  怪

構  成

変更なし

彙薦使用

温  度

(℃ )

変更な し

188

変更なじ

変更なし

0.305

猿l葛使用

圧  カ

(HPれ )

変更なし

憎 孜種 類

変 更 後

貫通部

変更な し  ‐

さ厚
料材

長   さ

主要寸族 (傾口)

帯  戚

スリープ

避  槙

真通戯管

最高使用

温  度

(■ )

122

122

最高校周

E  カ

lttPれ)

0.2St

0.24

個 数

1

種類

員通部

変 更 前

質通部

200

原子炉格納施設

(4'原子炉持納容器逮笹貫通郎及び荘気配線貫通部の名称又は質通部番矛、種類、倶数t験萬使用圧力、最高使用撤震、構減t主要寸法及び材料
a 燃料移送管質通郎

(注 1)瞬 工事計画書に記載がないため罷戦の道正化を行 う.

】
０

(注 2,

(注 8,

(練 4)

〈滋S,

(注 6)

(注 7)

(注 8)

暁工事計画書に記破がないため程検の通正化を行う,記磯内容は、阻工事針画書に記様の原子炉格納寄器の乗腐使用匠力の値

斑工事計画書に舘載がないため配載め通正化を行う。館戯内容は、既工事計画書に譜゛の原子炉構納容秘の最高使用l二猿の領

祀載の適正化を行うt既二事計画書には         と,こ常

既工事計顔書に記鞍がないため記破の適正化を行う4記韓内容は、設計1議 書による。

公称

“五人事敬等時における使用時の値

記較の連正化を行うf班工事計画書には「StlS27■Piと 盤載

ら
お
射
や夢Ｎ崎じ

選
郭
岸
（く
さ
じ



し 凰定式爵ユ管質通部

】
一

変 史 後

材   料

変更なし

変更なし

変更オ し

主要寸 法 (コLれ)

長  き 1  厚  さ外  雀
特  威

疑高使用

屋  カ

(HPa)

最高使用

激  虔

(℃ )

変更なし

138

′譲!更 なし 1企・更な し

変更なし

138

変更なし 1変更4し

変更な し

138

変更なし 変更ナFし

変更なし

0 305

変更な し

0.305

個 数

変更をし

変史な し

変更なし

種類
貫通都

番 号

変  更 前

材   料

主要寸法 (田昴)

外  径 1長  さ 1 癖  さ
構   成

ス′―プ

難  板

質通霊管

スリープ

基  榎

貫通起・皆

スリーア

路I 様

質通祀管

最高使用

l且  度

(℃ )

122

】22

よ22

1爆お使用

機数 1圧  ノ」

(IPII〉

3     0.261

1     0.26と

0.261

貫通部
権 燕

番 号

387

388

402

611

質逸部

8B

質通部

88

貸通部

3Z5

S27
患30

澄
郭
畔
（く
畠
）

６
♂
Ｎ室
鴛
街
翌



憂 更 後

材  料

査史なし

変更な し

主要寸法 (m)

長 さ 摩   き外   笹
棒  威

最高l吏用

,I  カ

(MPa)

最高使ザ鴨

温  度

(℃ )

変更なし

i38

変更なし

変更なし 変更′ょし

変更なし

138

変更なし

変更なし 1変更なし
十

変更なと

0_30S

変更なし

0_30S

伯 数

査史なし

査質なし

種 類
貫通部

番 督^

224

227

賓 Rl 前

材  料

主要十法 (IEIE)

外  径 1長  さ |「 ュ  き
構  成

スリープ

増   板

質通配管

メ リープ

綿  板

賞通醒管

最高住月

温  度

(で )

122

200

200

122

200

200

駐病使用

憫牧 1圧   カ

| (HPa)

0 26i

172

|

|

|

| 0 261

128

貫通郡

1,1

種類

10B

歯通 濡

交通粛i

番 号

224

227

Ｎ
ト

遭
郭
岸
令
＼
金
）

（⇔〈ＢＮぶ
ね郷Ｎいい）



変 更 後

主要寸法 (lBI口 )

1材 料
長  さ  犀  さ

変更なし

査吏なし

構   成

最高使用 1最高使用

鷹  ん 1巌  度

(MPa).(℃ )

変更なし

138

査更なし 蛮更なし

変更なし

138

質真な し

変更なし 変 更4 し

変更なし

0.305

査吏な し

0.80S

個数

査質な し

変更なし

種 類
賞通れ

番 号

229

憂 只 前

材  料

主要寸携 (wnⅢ

外 径 長  さ
1 

厚  さ
構  成

スリープ

端  頼

質通配笹

スプープ

端   板

質通配管

最高使用

温  度

(そう

122

40

122

160

150

1最高獲局

個駐 F ノJ

I(Va)

0.261

|| (滞
と,1を 1

0.98

0、 261

I

117_2

糧 嶽

228
4B

資通

3B

貞通部

賞逓 部

弓・

229

芍
”

遭
郭
μ
含
澪
こ

６
分
Ｎ
君
”
駕
鉾
こ



択

変 更 後

荘要寸携 (ね。)

材
外 径 長 さ 厚 さ

査kな し

変更な し

変更なし

構  成

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

i38

変更なし

変更なし

変更なし

ユ38

変更なし

変更なし

蛮更なし

138

変更なし

変更なと

段高使用

圧  カ

(MPむ )

褒更なし

0.305

′濃!質 な

変更なし

0.305

責更なし

変更なし

(ど :

0,305

変更なし

個 数

蛮翼な し

盆夏なし

蛮翼な し

種類
質通部

碁 培・

'安: 更 前

材  料

主要す法 (口!ェ)

長   さ 輝
‐
  さ外  径

構   成

ス リープ

端  傾

資通配管

スツープ

璃  板

賞通爵J管

スリープ

培  振

質通建管

最高使用

逮  度

〈℃)

122

291

7_送
4呻

|

291

122

291

291

122

291

291

最高使用

E  ヵ

(MPと む

0.261

0 261

437

0 281

7.48

個数

!

種類

28

質,こ蔀

3/4B

貫通部

3メ4B

賞通部

質通郎

番 号

230

2律 1

232

遭
募
Ｆ
Ｏ
ド
じ

ら
ど
ヽ
”夢Ｎ潔
）



主終寸法 (nH,

材  料
厚   さ

構  成

変更な し

変更なし

変更なし

変更なし

138

変更な し

変更な し

138

変更な し

疑高使用

温  度

(で )

変更な し

変更なし

変更な し

138

変更なし

査更なし

蚕更なし

0 303

変更なし

0,305

変更なし

0.30も

最高使用

圧  カ

(HP4)

′変更なし

変更なし

変更なし

摘散種 類

変 更 後

賞逝部

香

変更なし

変更なじ

変更な し

主要十法 (m)

さ長
材   料

厚   さ

帯  成

スリープ

端   傾

賞通配管

ス サープ

'鶴

 板

賞逓配管

ス リープ

娘   標

賞通配管

最高使用

!ユ  度

(℃ )

291

122

291

:50

最高使用

,f  カ

(HPa)

0.261

7_48

0.261

1,9

0 261

よ7_2

担敬

1

種類

質透 郎

3/4B

変 更 前

貫雄部

昼 今

23

貰 通 部

18

員通菩B

254

Ｎ
”

ｕ
工
欝
卵
牌　
（
中〇
＼
ヽ
∞
）

ら
含
Ｎ事
奮
銚
じ



杓
“

材
さ

料
ア早

主要寸 法 ("破 )

構  成

変更なし

変更なし

変更なし

蛮質なし

138

最高使用

担  度

(℃ )

変更な し

交`更なし

138

ツ
喪:電:な し

(付
`,138

変更なし

138

変更な し

lSI

盗員な し

lSI

変更なし

0 305

奥・更なし

0.30,

変更なし

0_30S

最高使用

圧  カ

くIPB〉

変更なし

変更なし

1.2

蛮賞なし

1.2

慣散稜鞭

変更なし

変更なし

変 更 後

査世なし

号

寅通書離

257

外   径
料材

長  さ 1  厚  さ

主要寸法 (田市)

構  駐

ス リープ

基  板

貫逓配警

スリープ

鶴   懐

貪通理管

ス リープ

〕出 板

質通醸管

最高撻用

温  度

(℃ )

122

織高使用

圧  カ

(暉
“

)

0.261

4.0

0,261

0.98

0、 261

0.98

担 数

(直 1,

l

種 環

貫通部

12B

賞遜部

変 更 前

貪通蔚I

号碁

2ユニ
:8

貫通部

256

257

避
募
一
含
洋晋
じ

谷
盆
Ｎ
癬
露

銚
９



トザ
ー0

変 更 後

主要寸法 (籠D)

1材
外 径 長 さ 厚   き

変更なし

変更を し

変更な し

構  成

最高使用

程  度

(℃ )

変更な し

138

変更なし

変更な し

変更な し

138

変更なし

変更 な し

変更なし

i38

変更な し

最高使用

l平_  カ

(HP4)

変更なし

0.305

変更なし

変更なし

0、 30も

変更なし

変更なし

o.aos

変更なし

個数

変更を し

変更なし

変史なし

種 類
質通部

番 号

変 更 前

材  料

=晏
十法 (儘薔)

長 さ 厚   さ外   径

構  成

スサープ

増   板

貫通建管

ネ ツーダ

捕   榎

責適碍管

スプープ

基  板

員通配管

趣
高棋
写

|

(‖と, I

最高使用

Y甚  度

(4)

122

0.261

200

200

122

1?0

179

122

93

17.2

0 261

0,7

0.26'

18,思

担 数

た

l

種類

108

貫瀬 部

28

貫通部
259

260
2B

質通那

貫過郎

碁 号

258

遺
蘇
”
（ドく
島
）

＄

参

性
が
”
駕

明
こ



泌

変 更 後

主要寸法 (輌コ,

材
外  径 長   さ 厚 さ

'変 更なし

藤更なし

交更なし

構  成

最高使用

温  度

(℃ )

養更なし

138

変史なし

変更なし

変更な し

138

蛮棄な し

変更なし

変更なし

138

変更な し

変更な じ

最扇使用

症  カ

(IP4)

変更なし

0.303

変更なし

変更なし

0 303

変更なし

変更なし

0.305

変更なし

個数

変更′tし

蛮吏な し

変更なし

種 類
貫通蔀

番 昔

263

変 更 前

材  料

主要寸法 (m昴 )

長  さ   厚  き外  後
帯  成

ス リープ

端  榎

貰通蔵管

スンープ

蟻   板

賞通配管

スリープ

端  績

貫通配管

景商■と用

注  度

(℃ )

122

iSa

trIヱナ
iSO

【,よ こl

122

150

こ50

ユ2z

200

200

最高使用

lt  カ

(HPむ 〕

0 261

172

0.261

,7.2

【1ヽ常

0.26と

(どユI卜 11

17.2

偵数

1

種類

33
2じ I

貫通 郎

3B
262

賞通部

103

質通吉ll

賞通部

番 号

263

芭
二
鍬
卵
一　
（卜∞
＼
ヽ
∞
）

＄
営
Ｎ♯
遷

員
こ



ヽ
や

交` 受 後

主要寸法 (籠m)

材 料
厚 さ

変更
'tし

変 真 な し

変更なし

帯  威

最高使用

注  度

(℃ )

変更なし

138

変更なし

変更なし

13S

変更なし

変更なし

変更なし

138

A・更なし

変更なし

最高使用

圧  カ

(P“ )

歯更なし

0,305

変更なし

変更なじ

0、 305

変更なし

段!更 ない

0.305

変更なし

個数

査文′たし

套史なし

変更なし

種 類
貫通部

碁 号

277

友` 更 前

主要寸法 (臣m)

材 料
長 さ 厚 さ

構  成

スリープ

娼  板

真通建お占

ス リープ

蟻  板

貫遁配管

スリープ

錦   板

賞通E管

最高使用

温  度

(で )

122

es

122

130

150

I鬱 2

200

200

最高使用

圧  カ

(HPと う

0.261

18.8

0.26よ

1↑.2

0,261

(▲
`と

ば

4,A

個数

1

(li t

種
=負

2B

貫通貧■
2TS

38

粛逓
27は

部

iZB

質通郎
必77

賞透部

番 号

澄
郭
中
含
ミ
畠
）

（↓
抄
Ｎ式
ｎ
ｐ
Ｎ
的
藤
）



働
０

変 更 後

主要寸 法 (h珀 )

1材
外   笹 長   さ 厚 汽

変更なし

玄更なし

変更なし

帯  成

最高使用

温  度

(t〕

変更なし

18B

変更なし

変更なし

i3日

変更なし

変更なし

変更なし

188

喪更なし

最高複局

圧  カ

(HPっ )

変更なし

0.30S

変更なし

変更なし

0.305

変更なし

変更なし

0 80S

変更なし

個数

瑛`:質 なし

変更をし

変更なし

種 類
貫適都

善 ■

変 頂  前

材  料

主要す法 (ma)

厚   さ長   さ外  牲
構   成

ス リープ

増  幅

質鴻醒督

スツープ

娼  板

質逓ほ管

スリープ

増  懐

賞過隠管

最 I島使用

温  度

(℃ )

122

122

122

291

291

122

9B

景 1騎使用

圧  カ

(IPむ )

0.261

0.24

0,261

?^48

0.261

0.98

個数

l

l

種類

3/48

貪通仰埠

2B

Я通郎

3B

貫通部

貴過部

番 弓・

278

279

280

遭
郭
岸
（洋く
ヽ
じ

６
含
Ｎ
料
や
脅
め
い
）



働

変 更 後

主ユ善寸法 (籠 1,'

打
外   径 長   さ 丁子

変更な し

変 更 な し

′変更なと

構  成

最高使用

!E  度

〈℃)

変更な し

(■ ,
,18

変更な し

変 更な し

138

変更な し

変更なし

X38

変更な 与

最高使用

圧  カ

(HP4)

変更なし

8i305

′濃!更 なし

変更 な し

0 305

査更なと

変更なし

0 30S

変更なし

個 数

変更なし

変更なし

変更なと

種 類
質通部

,F 号

変 更 肺

材  料

主要寸法 (●n)

長  さ   厚  さ外   企
構   成

ネツープ

端   板

賛通配皆

スリープ

端   板

賞通虚曽

ス)―プ

縮   頼

真通理者

最扇使用

温  度

(℃ )

122

95

122

9S

122

95

殿高使用

正  カ

(HFと )

0.261

07

0 261

180_

0 2(,1

13.B

個数

,

賞通部

番 粘
種 露1

IB

貫透部
281

3/48

貫通部

28

質通部

282

2お 3

説
こ
欝卵
洋　
（岸⇔
＼
いヽ
）

（↓
参
Ｎ事
蛉
か
”
崎
ｐ
）



働
肖

変 更 後

主 蟹寸 法 (lH口 |)

外  径 長   さ 厚 さ

変更′Fし

′盗吏なし

変更なし

構  成

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

138

査貫な し

変更なし

変更な し

ユ38

変更なし

変更な し

138

変更なし

変更な し

最高使用

圧 カ

(HPe)

変更なし

0.306

変更なし

交更なし

0.303

査更なし

変更なし

0,30S

変更なし

個 数

査受′をし

蛮史なし

変更な し

種 類
貫趣 部

程 号

変 更 前

材  料

キ姜寸桜 〈歯n'

長 さ 厚   き外  獲

構   成

スリープ

麹  板

質通磯管

スツープ

縮  板

貫通配守

ス リープ

靖  板

貫通E管

最高使用

温  度

(℃ )

12盟

291

122

95

122

200

200

最高使用

圧  カ

(蟹P“ )

0.261

7.48

0 26i

980.

0.261

4.1

個数

虫

種 類

|

|

3/48

貧通郎
284

3B

質通部
285

211

貫題部

貫通蔚l

善

286

選
琳
【
（μく
ヽ
こ

か◆
♂
画
が
力
で
明
脚
）



科
さ外

成構

厚   さ長径

キ要寸法 (mm)

変〕〔′「 し

変更なし

変更なし

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

138

変更なし

138

変更なし

疑お使 ,捌

圧  メ」

(HPむ )

変更な し

査貫を し変更なし

変更な し

188

0,803

な し

変更なし

0.305

変更なし

伽数種 類
真通部

番 号

■`更なし

変更な し

変更なし

変更な し

変更な し

0.305

材  料
さ兵 厚   さ

‡聾寸法 (mけ

外  径
帯  成

賞通戯 ^ど
'

スリープ

婦   標

スリープ

靖  標

貫逓記管

貫通虚管

最高使用

温  度

(℃ )

スサープ

最高使用

「と  カ

(HP“ )

|

嗣  (虚J
O、 261 i 122

|

18.3

0 261

抄J教

^

1

変  更 後変  更  苗

種斯

部

号

適貫
　
番

貫通 郎

aB

233
38

賞過部

8B

貧通轟
289

し
い

逹
郭
μ
（
一く
ヽ
こ

ハ
か
ひ
Ｎ
♯
沖
郵
Ｎ
沼
）



傷
〈

後 更 後

=要
寸法 (Л庄)

本|
厚 き

変更なし

変更なし

変更なし

構  成

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

188

変更なし

査質な し

138

変更なし

査Xな し

変 更 な し

AヽⅢ

131'

変更な し

最高使用

圧  カ

(IPと )

変更な し

0、 803

変更なし

変更な し

0.305

査質な し

変更なと
(aィ

0.30S

変更なし

個業

変更な し

変更なし

変更なし

種 類
貫通部

番 号

801

変 更 前

主要す法 (田れ)

材   料
長  さ   ,ュ

‐
  き

格  成

ス リープ

館  核

貫通配曽

スメープ

靖  |む 1

貫逓建管

ス リープ

端   榎

賞透醒管

景漁:使用

温  度

(そ )

122

50

122

170

171,

122

95

最高使用

に  カ

(MP4)

0 261

980,

0.261

(,■ 21嗚

0,7

0.2SI

980

悧掠

I

種類

290
3/43
貫通舗

3/4B

賞通部

301
38

貢逓部

貫通部

番 号

29,

瀬
一一一ミ
知
事　
（一０
＼
ヽ
∝
）

ハｋヴ（働Ｎ甫，われ聘吟
薗）



∝
崎

密 更 後

幸姿 甘法 (Ⅲ偏)

材
井   径 長   さ 浄 さ

科

変更な し

変更な し

変更なし

構   成

段お使用

温  度

(峰〉

変更なし

188

変更な し

変更な し

138

変更な し

138

愛更な し

138

蛮更な し

最高収:用

圧 .カ

(HP4)

変更なし

0.305

変更なし

変更なし

0,305

蛮更なし

じ′98

変更なし

0 80S

変更なし

倒微

変更なし

察`:更 なし

蛮史なし

種 類
質適部

昏 今

321

変 更 前

材  料

主要す法 (コm)

長 き 厚   さ外  径
構   成

ス プープ

端   板

質通醸管

スサープ

増  板

貫通戯皆

ス リープ

路  板

貫通配管

最高使用

温  度

(℃ )

12を

95

122

50

122

9S

段萬使用

屋  カ

(MP4)

0 261

0,98

0 26ユ

0 83

■26`

0_98

個 数

」

貰進部

昏 子
権森

8B

粛速部

3Z8
2B

賞通部

329
6B

貫通蔀

326

澄
郭
一
奮
ミ
島
）

（◆
含
Ｎ
【
ゎ
郵
【
彎
田
）



”
い

歪́ 更 後

主要寸法 (Hェ)

科
厚 さ

企更なし

変更なし

変 更 な し

構  成

景高使用

五  度

(℃〕

変更なし

,38

変更なし

′変更なし

査えな し

138

変更なし

138

変更な し

く
'生

■

138

資 更 な 1フ

変更な し

最高使用

圧  カ

(MP4)

変更なし

0.305

変更なし

魔更なし

0 303

査〔なし

0 98

虚更なし

0.305

変更なし

個数

蛮貞なし

382 変更なし

変更なし

構敷
質通部

善 号

変 更 前

主要寸法 (am)

材 料
長 厚 さ

構  成

ス リープ

端  槙

質通虚瞥

ス′―プ

第  板

貰通起督

スメープ

端   板

貫通おユ管

最高使用

温  度

(℃ )

122

843

843

122

60

122

313

318

最高使用

魅  カ

(H,コ 〕

0.261

172

0!261

83

0.261

17.2

徊数

l

1

1

種類

3/48

貫通熟

2B

負通部

48

賞通 郊

質趣部

番 号

33と

33を

3S3

遭
郭
序
含
く
島
）

（◇
公
Ｎ
癖
ｐ
ｐ
【
彎
麟
）



変 更 後

学要寸!と・ く柿 )

1材
外 後 長   さ 摩   さ

変更をし

変更をし

構  成

最高使用

n 康

(℃ )

変更なし

18B

変更なし

変更なし

査員なし

ユ38

査質な し

最 高使 用

圧   カ

(腑P,)

変更なし

0 303

変更なし

変更なし

0.30S

変更なし

個 数

変更なし

変更なし

種 類
賞過都

番 号

変 更 前

材  料

主要甘法 (am)

長 さ 犀   さ外  軽
構  成

スリープ

増  板

質通母管

スクープ

堪  
‐
根

貫通に管

最高使用

温  度

∝ )

(■可

122

150

150

422

122

最高使用

圧  力

(MP猾 )

(に■

0.261

49

0.261

0_24

a数

L

1

種類

3/4B

貫通部

3,4B
X2

質通郎

質通部

香 始

354

355

働
↓

導
こ
慧硲
卜　
（や
］
＼
ヽ
い
）

（↓
抄
Ｎ
♯
わ
φ
Ｎ
劣
匹
）



¢
ψ

査 更 後

守 要寸 法 (陣譲ユ

1材
外   優 長   さ 厚 さ

変更ナくし

変更なし

変更なし

構  成

身高使用

嵐  皮

(℃ )

変更をし

138

蛮吏なし

変更な し

133

変更なし

変更 な し

(■ 1

X38

変更なし

変更なし

最高使用

圧  カ

(HP“ 〉

変更なし

0,305

褒更なし

変更なし

0.305

査更なし

確:更 なし

0.30こ

変更なし

担数

蛮史な し

変更なし

変更な し

種 類
寅通部

符 号

変 更 前

材  料

荘尋とす法 (れ■)

長 さ外   径
構   成

ス リープ

培  板

質通建管

スリープ

鵜   板

賞通配管

ムリープ

鞘  核

糞通母督

厳お彼廊

温  度

(℃ )

IをZ

65

122

'20

122

360

360

最高使用

ぼ  カ

(MP3)

0 261

0.98

0 261

07

01261

]? 2

個数

l

l

1

種類

IR

算通 部
377

2B

通部
380

貫

】/88
首通部

貞通部

善 号

381

渡
郭
】
含
く
島
）

（↓
含
Ｎ
が
お
卵
Ｎ
労
匹
）



修
や

交 質 後

主要寸法 ("輌 )

長 さ

|

材  料
17  さ

AI更 なし

変更なし

変更なし

構  成

最高使用

凛  度

(℃ )

変更なし

138

変更な し

蛮Xな し

変更なし

i38

変更なじ

変更なし

138

変更な し

最おl吏用

圧  カ

(HP3)

変更なし

0,305

査更なし

変貞なし

0.305

変更なし

変更なし

0.30S

変更なし

個数

変史な し

変更なし

′変更なし

種 類
貫通部

碁 身

変 更 議

主要寸子と (IBm)

料
長  さ   厚  さ

俗  慮

‐ムリープ

増  槙

貫通祀替

ヌジープ

端   様

貫通配管

ネ ツープ

娼  板

資過配曽

盈再l吏 用

温  度

(℃ )

122

360

380

122

9S

122

122

投高棋鳥

庄  カ

(4,必 )

0.261

,72

0.261

0_98

0 261

0 21

倒 数

t

l

貫遁郎

番 号
種ヂ月

|

3/48

質適部
38Z

患B
383

質通部

455

1 1/4R
X2

員通部

避
郭
ド
（ぎ
ド
じ

ａ
（籐
Ｎ
わ部
Ｎ寵
）



▲
０

変 更 後

十要す法 (n,n)

外 儀 長   さ 摩 さ
材

蛮史なし

変更なし

変更なし

構  成

最高使用

1量  度

く℃)

変更な し

138

変更なし

変更なし

138

査虻なし

変更な し

変更なし

138

変更な し

最高使用

圧  カ

(HP`)

変更なし

0.306

変更なし

変更なし

0.30S

変 更 な し

変更なし

0.305

変更なし

個蹴

査史な し

変更なし

変更なし

種猟
責通部

碁 身
材  料

主要寸法 (れm)

長  さ 1  厚  さ外  後
構  載

ス ツープ

'常

  板

質適配管

スザープ

端  板

貨通盈管

ス ツープ

端   傾

費通配昔

景局使用

l亀  度

(で )

122

93

122

860

380

122

122

最高使用

F十_  カ

(諧 Pと〕

0 261

980.

0.261

1イ.2

0,261

0.24

倒数

〔「森ti,

I

1

種 頚

88

頁適部

3/48

負迫部

386
3/4B

粛通部

貫通甜,

番 辱・

384

aAF

滋
鶉
μ
Ｏ
く
島
）

Ｓ
ヂ
Ｎド
つ
コ
丼
じ



ふ
一

変 更 後

=要
寸法 (m)

料
厚 さ

変更なし

変更なし

変更なし

構  成

最高使用

温  度

(℃ )

蚕更なし

138

変更なし

変更なじ

と38

変更な し

変更な し

ユ&8

ツ変更なし

変更な し

最高慰Ⅲ用

魔  カ

(HP4)

套更なし

0.305

変Чなし

変更な し

0.305

変更なし

変史
‐
なし

0.305

変更なし

個 数

査吏なし

変更なし

460 変更なし

種 類
賞通郎

番 サ

変 更 前

=要
寸法 (EE)

さ
|

材 料
長 チ写 き

構  成

ス リープ

増   板

貫通諷管

スサープ

〕招  板

女迫R警

ネツープ

靖  板

賞通配管

最高使用

温  度

(℃ )

122

51

122

122

122

iS0

130

最高使用

げ  カ

(貯
“
〕

0.261

0.86

0 261

0.24

(に■
0.261

2.1

←J数

(■ 1,

1

1

種類

6B

貫通郎

3/48

貫通部

6B

質逓那

貫通部

番 号

401

404

450

選
募
岸
含
く
島
）

（◇
ひ
Ｎ♯
ｎ
藝
Ｎ
”
”
）



Λ
Ⅳ

変 更 後

主要 寸 濃 (贔れ)

材 料
長   さ 厚 さ

変更なし

変更なし

変更なし

構  成

最高使用

機  皮

(℃ )

変更なし

138

変更な し

変更な し

変更な し

138

変更なと

変更なし

138

蓋更なし

最高性鳥

圧  カ

(MP4)

変更なし

0.303

変更なし

変更なし

0,30S

変更なし

変更な し

0.30S

変更なし

“

l弦

45ユ 変更准し

変 更 な し

変更な し

種類
真通部

善 号

変 更 前

材  料

、主要寸澁 (的)

鍵  さ   ,f  さ外   径
構  成

ス リ
=プ

端  板

資通颯皆

スサープ

'需

 板

貫通避営

スサープ

違  板

貫通理笹

景高使用

,敏  度

(■ )

122

150

k50

122

とヽ■)

51

122

Si

最高使用

に  カ

(敵Pと )

0,2Si

l

21

0 261

860.

0.261

(正とュ,】

0、 86

個数糧 最

6B

貫過部

3/18
X3

員通部

68

賞逓部
453

賞通部

善 号

451

452

選
郭
静
含
ミ
ヽ
じ

（◇
含

Ｎ
掌
や
ｐ
挑
匹
）



小
”

変 更 後

主要 寸法 (H跡 )

1 材 料
外   径 長   さ 厚 さ

変更なし

賓電なし

変更な し

構  成

景薦使用

温  度

(℃ )

変更なし

133

査更なし

査質な し

変更なし

138

変更なと

変更なし

査更なし

ユ38

褒夏なし

変更なし

最高棟用

江   カ

(HP4)

変 更 な し

く〔t'

0.30S

変更なし

変更なし

0.30る

変更なし

変更なし

0.305

変更なし

担数

A｀更雅し

蛮更なし

変更なし

種 類
女通部

善 号

457

477

178

変 更 前

材  料

主要 寸法 (ぉa)

長 さ 厚 さ外  径
構   成

ス リエプ

蟷  板

質通虚管

スリープ

錦   板

貫適配管

〔■,

ス リー プ

増  板

賓簸祀管

最高使用

了亀  度

(℃〉

X22

IS0

150

え22

150

150

(は1

122

150

150

最お使用

庄  カ

(HP(1)

8,261

21

0.261

2.1

0_261

2、 1

,ヨ数

1

i

(盛 tl

1

穣 顎

38
45T

貫通串

88

貰通部
477

1愚

貫通郎

賞通部

昏 壮

178

選
募
眸
（解
苫
じ

（◇
♂
Ｎ
璃
蛉
φ
肖
狩
ｅ



卜
（

変 誕 後

主要 寸 亨去 (H風)

!材
外 笹 長   さ 犀   さ

変更なし

獲氏なし

資貞なし

構   成

最高使用

温  度

(℃〉

変更な し

138

変更な し

138

変更な し

laa

変更なし

変更なし

変更なし

i38

変 更 な し

最高使用

に  カ

(И l〕J)

交R′rし

0 80S

変更なし

0.30S

変更なし

0,31)5

変更なし

′A更 なし

0.305

変更なし

個 数

密質なし

481 変更なし

資吏なし

種 類
貫遜部

善 号

179

変 更 前

材   料

=要
寸法 (1口 B)

長  さ   厚  さ外   径

,て 高使用 イ

温  度 ―毎

(持)|

放

スリープ

122   工__………………

増  板

122 負通配管

122・科スメーリ

ISa  l端   槙

160 ■ 質追出管

スリープ

122

増  板

122 貰通 記 曽

最識,使用

圧  カ

(XPコ〕

0,261

0 24

0_261

2 1

0.26t

C. 24

個数

2

種 類

lB

粛通部

6B

直通部

488

賞通部

質通部

号

4T9

481

454

480

澄
郭
中
命
く
金
）

＄

♂
Ｎ
♯
ｐ
脅
η
じ



（
彎

変 更 前 変 更 後

材  料

変更なし

J38

変更なし

|

|

変更なし
|

査 史な

13思

変更をし

変更な し

=要
寸携 (襲■)

輝   き長   さ界  径

最高使用

温  度

(℃ )

格 成

最高性用

屋  カ

(IPil)

変更なし

0.305

変更なし

変更なし

01305

変更なし

変更′rし

, 306

変更なし

材 料
賞逸郎

号
種類 個数

番

変更なし _

変更なし

変更な し

主要寸tと (曲〕

外  径
毎   威

ズ リープ

堪  板

質通E管

スメープ

靖  板

贄通寃督

スリープ

端  板

賞通朧管

最1,1使用

温  度

(℃ )

12″

122

122

(こと,

RZZ

122

122

最高使用

圧  カ

(選Pと〉

0.26た

0.24

0.261

0.24

0 261

240

損数

l

1

種 類

12B

貫通部

:2B

A遊 酪

12雹

賞通郎

貫通郎

番 予

438

489

460

遭
郭
一
含
く
農
）

（
↓
少
Ｎ
式
や
拶
品

醇
）



べ
併

変 更 後

半要寸法 (“4'

外 掻 長 さ 厚   さ

変更なし

変更なし

変 更 な し

構  成

最高使用

濃  度

(℃ )

変更なし

138

査史なし

査災なし

138

変更な し

変電な し

,38

蛮質な し

最高使用

五   カ

(HPむ )

変更なし

0,305

変 更 な し

変更なし

0.30S

査史なし

賛吏なし

0.30S

査Xな し

個 数

変更なし

裏':史 なし

′4:質なし

種 類
賞通都

番 号

変 更 前

材  料

主要寸法 (れ,l

長  さ   厚  さ外   径
構  成

スプープ

端  板

質 通 配智

スリープ

端   傾

貰通m管

ス リープ

端   板

質通韓皆

最高使用

温  ィ史

(℃ )

i2″

122

122

lZZ

122

122

瑠f:島 使用

鷹  カ

(MPと ,

0_261

0 24

0_261

0.24

0.261

0 2■

機 数

1

1

種類

12B
475

頁通 部

128
476

員 ,範 蔀

38

質通 部

貫洒郎

番 号

a27

遭
郭
洋
含
く
島
）

ら
含
Ｎぶ
ｎ
Ｊ
昂
”
）



変 更 後

材   料

変質なし

変更なし

変更な し

主要寸法 (お n)

丁早  さ長   さ外   径

構   成

景商使用

Y良  度

く℃)

変 更 な し

(お 0)

1串奉

変更なし
('と ,

188

変更なし

(''じ

138

最高使用

圧  カ

(IP4)

変更なし

0,305

変更なし

0 30S

変更な し

0.303

個数

変更なし

変更な し

変 更 な し

種 類
質通部

番 号

変 更 前

材  料

主要寸法 (mm)

厚   さ長   さ外   後
構   成

ス ツープ

伊B止板

ス サープ

:41に 板

ス メープ

開止板

織蕩使用

退  直

(℃ )

12之

122

0 261 122

最高使用

廷  カ

(電Pと)

0 26:

0.26`

個数

1

3

貫通辞

。1種類
す

|

掛

認i哺
375 1貫 過 ,導

378  1

本
ヽ

{注 1)公称値

(注2)班 上事計歯l書 に■様がないため配様の通五化を行 う。記職内容は、設計図書による
`

(注と)績大事故等時におIす る使用時の複

(注 4)環工事計画書に記載がないため記韓の道正化を行 う。

(注5)疑工事計画音に鯉取がないため記載の適正化を行 うv鸞戦内容は、環正事針函書に卍城て
')原

子炉格納零器ο)最高使用五カの慎

(注 6〕 既工事計画妻に記載がないため紀球の適正イヒを行 う。寵韓ぬ容は、既工事計画奮に寓巳機の原 子炉格納容善の最高使用温度の値

イ注7)記韓の適正化を行 う′競工事計画書には         と記載

(注8)既 1:事 計画書に記載がないため記城の適正化を4=う 。記様内容な、昭和lS年 5月 6日 付け菌工機第18号 にて軽徴変更届 :当 した二事計画密ク)添付図面第2図 f責通部スリープおよび補鍛板寸法囲J

(注9)賞〕重巳管については、原子炉冷却系縮施設のうち奈熟除去設備及び原子炉冷却系籠穂祓のうち非常用炉心お却設備その他原子炉注水段博と兼
"け(注 10)紀 1戌 の適正化を行 う。既工事計画書には「SUS32こ lP」 と轟Ё職

(注 Rl)S,単 1立に換算 したもの(あ る.

による。

い
工欝卵
干　
（い的
＼
ヽ
∞
）
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営
Ｎ
す
Ｏ
ｐ
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埒
Ｄ
）



(逮 12)

(注 :3)

(津 14)

(森 15)

ttti6)

(澁 1子〉

t,ila)

(津 19)

(どと20)

t注 21,

(注 22)

舞通戯管については、原子か
~辞

郵縣続臨役のうち余熱徐去機構を兼翔 _                    ´

JIS Gこ 118 SGV4'tB当 4,

質轟配磐については、諫手炉冷理幕構塩様のうち非常用伊心綸却設特その憾原手伸速水設備及び計調綱梅黙続増段♂)う ちほう難滋入韓鶴を有する段悌と兼用

確球の憑歳化を行う。弱工事計蒟書には「SuS27路 P」 と出機        、    _    ｀

賞過虚管については、隠キ炉移却系統癌縦のうち露子伊輸機冷却段構と療用

質る已管については、原子
'戸

催紳施縦のうち涯力幡球設備そ♂〉色の食登裁管 (格納審魯安全織鶴)と兼用             ́  ′

員通認管については,計翔制御黒続湛殺のう勇鶴得用空気裁白と鎌用

質逢B管についてlま ,原子
'F構

却語続遠織のうち井奮踊,戸心お郵繊備その機原子
'戸

波ホ戯韓及び原子
'F善

舶落設のうち正力極減繊0そ の強,〉安全餃伸 (格納騨器安全脱常)と 濠翔

盟なの適道化を行う。瞬工事計観書には「AT剖 ■646 Cr.=0(罰 V49相当)Jと 程患

既工事針膏書に霊機がないため確感の増韮化を行う。盤段内容は、昭和47年9月 26R付け47公第6032号にて盛再されたこ事計目の書毒欝料2「格納審器書貫通する管一舞衰】とこよる。

責逓B管については、静爵購書慕儀連段と歳用

ヽ
ψ

瀬
轟苺猾
騨
　
（い
∞
＼
掛
い
）

争
嘗

【
が
”
駕
労
じ



c 仲構式とl智 負通錦

ヘ

科材
さ厚

|

長   さ

主要寸法

構  成

友ヤ史なし

変更なし

最高使用

濾  夜

(で )

変更な し

138

変更なし

138

後
・
貝なし

188

変更な し

138

変更なし

0.303

殿高使用

五  カ

(HPと )

変 更 な し

:工Ⅲ

O.30岳

変更なし

0.303

変更なし

0.305

個数種類

変更なし́

変更なし

変 更 後

賞通部

号姿

15,

】52

材  料
長  さ   l旱   さ

主要すと くan)

外  径
構   成

ネリープ

神構雑手

端  頼
(ス ンープ
取付)

短  管

端  板
(豪1誉

取付)

質通起
'金

蒸リープ

伸縮継手

鵜  板
(ネ ツープ
取付〕

蟻  板
(配誉
取付 )

短  η子

貫 ,る己 管

最高使用

温  度

(■ )

122

122

1ツ Z
(■

',

Ⅲ22

最高使用

圧  カ

(HP」 ,

0 261

0_24

0 を01

0.24

tB数

1

種 類

変 更 前

真通部

番 号

貫通部
I

15鍬
:48

員過蔀

道
郭
声
含
ミ
島
）

（◇

潤占あ
那Ｎ竹醇）



畜

材
さ厚長   さ外   笹

主要寸法 (コm)

操  減

変更なし

蛮更なし

最高使用

lR  度

(℃ )

変更なし

138

変更なし

138

変更な し

変更なし

138

隻
｀
更なし

0,305

藤更なし

0.30S

最高使用

圧  カ

(攣ど)

変更なし

変更なし

0_30S

個数種類

査更なし

変更なし

173

変 更 後

質通部

卓巨 号
材  料

摩   さ長   さ

主要寸法 (nれ)

外  径
構  成

ス リープ

仲構継手

娘  板
(ス リープ
取付)

増  頼
(醍管
取付)

角ュ  管

貫通魁替

ネヅープ

伸描盤手

錦  槙
(ス リープ
取付)

端  槙
(配管
取付〕

短   管

賞通醒管

景高使用

温  度

(℃ )

122

122

12″

疑痕使用

圧  カ

(MPと )

0.261

0.24

0 201

9.24

捌 数

l

種 類

負通部

】48

変 更 講

碁

貫過部

13息
14B

質通郵

173

遭
琳
卜
０
く
心じ

♂

肖卜μ力卵Ｎ４砂）



料中オ
さ厚長   さ

主要寸法 (贔
『

)

同左

帯  成

蛮質なし

スリープ

仲補織手

板

(熙 管
取付)

熟

熟  域
(ス リープ
取付)

燻   管

質通砲管

変更なし

351

変受なと

138

最高使用

l量   度

(で 〕

変更なし

86】

変更な し

13R

変更なし

tSi

変更なし

3Sl

査史な し

0.305

最 高使 用

ザエ  カ

(監P■)

会:更 4し

8.0

雲ヽ更なし

0,305

′企Чなし

310

個 数種 類

資吏なし

変更なし

|

|

賞通部

孝番
科材

長  さ   厚  さ

主要寸法 (am)

外  任

貫逓配管

ス ンープ

短   管

質通配管

椅   成

伸兼継手

スジエア

鶯  紅
(ス メープ
取付)

増  板
(配管
取付〕

短   皆

仲繕経手

錦  板
(ス ツープ
取付)

燃  額
(配管
取付)

最高使用

温  度

(℃ )

122

最高使用

圧  カ

(弘P4〕

0.261

7.48

偶数

1

種類

質通 部

30B

変 更 後
′塗 吏 前

貫通部

番 号

122

3 261

291

7.48

308

質通郎

352

特
一

*

れ
甚
登
卵
岸　
（∝
ω
＼
ふ
∞
）

卜
〓
Ｎ泌
）

本原規規収第 1610071号 2-19(令和元年9月 18日 )にて確認



さ
料材

厚

キ聾寸法 (:卜 !!真 )

構  成

間 左

変更なし

ス ′―プ 同左

神繕継手

蛤  板
(ス リープ
取付)

振

麟
勁

蟷

貫通配管

観   管

変更なし

138

褒史′Fし

861

熾高使デ職

1■  度

〈篭)

変更な し

'変更な し

138

どal

変更な し

査吏なし

351

351

魔更なし

0 303

最高校局

屋  カ

(MPむ )

ae R′′し

8.0

査丈なし

0 305

変更なし

8,0

個 数種 類

変更なし

変更をし

変 更 後

貫通部

碁 矛さ長
材  料

厚   さ

主要 寸携 (m)

構  虚

敷蕊使用

温  度

(℃ )

ネツー122

伸構継手

230

煙   管

焙  慎
(ス リrブ
取付 )

娼  ぼ
(配管
取付)

貫題n管

スメープ

仲構継手

122

貫通配誉

230

2二〇

Z30

煙   管

増  飯
(ス リープ
取付)

増  傾
(配 管
取付 )

最高使用

圧  カ

〈HP“ )

0 261

0 261

イ143

?_4t`

奪窮数種類

2

168

質過鶴

変 更 前

責逓廓1

番 号

226

嚇
脂

*

聯
一
郭

一

潤革紳ぶ】庁鰤）

*原規規収第1610071号  2■9(令和元年9月 18日 )にて確認



(途 1)暁 I事常1隣i春 に記載がないため記載の通達イとを行 ,っ

t注2)襲 IttBI画 器に記載がないため記域の適砥fと を行う。驚命内容は、既五事計i霞 きに記載のl承子伊格納密器の歳高使用FE力 のは

く注3)既工事計画書に隠載がないため籠載σ,適廷化を行う。驚球内容は、発五事計厨書に報峨
`')1票

子炉格納容勝ク)最 :馬俊ヂil温 度の使

(注 1'譴学あ達正イとを行う。既工事計画毒1こ 憶         と霊蒙

1注6)公称愧

(波6)既 it事ヨ十固書に記載がないため糀韓の適遷化を行う。報載内容は、捜計爾春によると

t注7)起 戦 の 適 正 化 を行 う。 雖 ■ ■計 懸 書 に 1宝 「ASTtt A51G Gr 7む A300及 び SUS27HPJと 紀 歳

〔注8)重大手敏筆時における偵痢時の強

(逮9)誕破の透重化を行う。疑工事針酉きには「べ凍―ズ.と 路破                                                                  I
t注 10,環 工事計画書に記強諄1な いため舘敬の適正化を行う。館韓内容は、昭和47年 8月 26日 付け47公癖6032号にて解可された五事針厨善の雄付資料2-l「安全澁入再編環蔵管、内部スブレ再循禁腱管鶴れ容器員逓部機

療講欝書1によるこ                             ´

(注 H】 鵞豪の適置1と を行う。疑■4計画書に塔『銘S27CS,と 祀喩

(注 Ⅲ2)厭と破の適正化を行う。とモエ事計画書には lSぃ 2猾 lP」 と,息職               ド
`

(注 13)号F工事計画書に種白Rが ないため會d段の題正化を行う。鵞磯内容は、蠣和46年5月 6日 付け関工発第18考にて軽微贅質届出した工率H+面 密の鴻付因面第2園 r質通冑いスサープおよび構機械寸族基,」 ;こ よる.

(注 14)質逓戯管ほついては、f泉 子炉玲郵纂塩建設のうち主泰気 ,主構水破備と兼用

(渡 え6)疑工事十百番にR線がないため絶載す)造正fИ を行う。霊豪内容は、昭続4748角 26自 付け47公第6032身にて離可された正事計画書t′,添付職母Z-2「■燕気警格納容器声透趣強震計算書Jに よるレ
1注 16)SGV130報 甍                                                                                、

そ注17)凝五事針画をに甜載がないため鷲韓の通正 1ヒ を行う。羅職内容I求 ,昭和47年8月 26日 付け17公 第6ё a2身 にて,8可 された五亭針画書の添付賛科歩8i主給水督帯納容器賞通部強度計第書Jによる。

(注 !患)貫通氏l管 については,腺子炉冷却纂続進設′》うち非常用炉心冷却散備その他原子炉旗水縦綸と求翔

銹
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お
卜
”
が
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じ

選
謀
出
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卜
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原― l魁
加圧水型発電用原子炉娘段に保るものにあって1■ 次

―
1 原子炉格納容器に保る次の事項

(4)原子炉格納容解翌鷲賣通臨及工韓 質通部のお称叉l韓 憮 悩嵐 最高使用圧力、最萬使用温度、鞠は 主要寸法及び材料
d 鰤

投

― 月

重  度

⑬

類 なし
鱒

l認

最高使用

屋  カ

曽 3)

交買なし

α筋
変更なし

主要 1ヽ法 (囃l

|

|

さ
科

厚  さ

変 更 後

構  F貴蔽  餓
長径

螂

番 号

類 なし

幾   (ml

路

燭
12甲

貴通蔀

最高使用

個数 温  度正  カ

くれ〉 (℃)

材  料
軍  さ長  さ外  径

変 更 前

帯  成

2 1 0,あ i

貫通都

番 号

と
こ
艶卵
ド　
（”Ｃ
＼
ふ
∞
）

＄
ゴ
Ｎ
奮
Ｎ津
）



軸

温  度

⑬

変更なし

138

最―
圧  カ

け al

類 なじ
l凛

a鰤
変更なし

材  料
厚  き長  さ外  径

構  成繭  餓

難 m

蛮 更 後

齢

番 号

変更なし

変 更 前

ス リ

成構

〕22261α25

勅― 用

温  度

⑬
外 径1長 さ1 厚 さ 材 Ⅲ

難 伯。

的摩

朗

』
盟
硼
鶴
鰯
蝸
醐
銀
翻
誦
５７７
踏

咀
臥
戦
磁
」
鶴、戦
靴
罰、戦
敬
聡

帥 |

番 号
― 敵  服  カ

1 6Fa)

嚇
崎

鴻
」
鶯卵
学　
（卜
Φ
＼
ふ
ф
）

（ёむ
爵
♯
ｎ
郭商町醇）



類 ′Fじ

変更なし

138

変更なし

α弱

スリープ

臨主慎

変 更 前 変 更 後

貫通都

番 号
櫛●轄1馨

|

主要寸法 (勲l
攀   (甑m)

構  成
外  径 1長 さ

打  科
貫通都

番 号
簡 酸 特  威

外  径 1費  さ
材  料厚  さ

厚  さ

ス

弼
翻
観
観
酪
団
報

阻
蠍
吐
砒
戦
靴
吼

ぽ 14  0261 122 変更なし 類 なし
貫酌

ス ヅ
睦

Gr 6

及び
ス り― プ 随

詢
鴻
競
新
翻
凱

霰
(げ, 変更なし 変更なし

6     0.261      理 変更なし

螂 a305 138

題
嗣
観

ピ
予備

3  &261   12 変更なし

貫通部

変更なし

最離 用

温  度

(1〔 ,〉

変更なし

α00S

触

癌  力

的

*

僚

(注1)公韓櫨

(注21-浄 願 01こ記載がないため記球の適道化を行う◆記段内衛 ま、設幹国時による。

l言3)重大れ饗事事こおけるt毒用時の値

僧蛉 既工事ヨ併画報二記載がないた向u炒〕適正化を行う。麟 内容は 鞠 竿7月 3日 付け7食声詢 573耕こで轟可されたI事叶画の添付資料I-2「原弾 貫通部の強船 算れ による。
(注5)プ江率彗←購 lこ詞帥捻いため戯 の適正fとを行うと

避
郭
〕
全
く
島
）

Ｓ
ひ
Ｎ♯
遷
Ｎュ
）

*原規規収第 1610071号 2-20(令和元年5月 17日 、9月 19日 )にて確認



(遺発)H調駐η嶽 イとをイ予う。 聴 輔 朧 こltt rz馘 田3 と氏瀾虚

(連1)既工事計画鞠こ書繭 1ないため罷歳♂癌 正化を行う。記載内容lk既玉弱 :酷こ盟喩の原弾 高使用霞力の饉       ‐    ´

む動 既正事計画部と総喩がないため確職の選腱fヒを行う。鵜申内容は、既亜軸 勲 原弾 最離 用温度の値

1細
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と餓
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(遼 16)證中の運正化を行う。難 寄 躙 とは                 と酌破
l滋 17)既と事,価稗こ翻戦がないため盟確¢瀬 ETヒ竜f行 う。Юれ眸鶴虫 昭和4卸月3(l自付け関工路第爵弓1とて届出|れた工事計画の添制麟団W園 中田曲踪リープお本び輸機慎甘法図 ∽劇申請第I漁分機 3園l」 による1
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工事計画不文 (関原発第121号 (平成30年5月 24日 )にて軽ば変更届出)原子炉格納施設

(4)原 T‐ 炉格納本器島昔貫通部及び電気配線貫通部の名称叉は質通部番号、種類、個数、最高使用圧力、最高校月1温度、棒成、主要寸法及び材料
b.固定式霊管貫通部
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`

■関西竃力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領 書番 号 :原規規収第 161007i号 99

成績書管理番号 IⅢ…11

令純Z年 9月

原子力規制委員会



使用飾検査成績書

威綴審管理番号 i4五 -11

1発電所名  , 掛目西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

8検査ヌ翻厨 自玲箱支年9月 23日

螢牟糸r2年 1角ど4日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施著   検査織暴一覧表のとおり

6検査驚書桑   〕検査議曽桑一覧表のとおり'

7添付資料    使用前ぬ負'査記簿t

ｒ
Ｉ
Ｆ



検査申請書番号

(申請年月目)'

関原発第299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成 30年 3月 20園 )

関原発第46号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第202号 (平成 30年 7月 4用 )

開原発第259号 (平成 30年 8月 20,1)

関原発第415号 (平成30年 12月 5層 )

関原発第504号 (平成 81年 2月 1臓 )

関原発第512号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第582号 (平成 31年 3月 18日 )

閥原発第 3号 (平成31年 4月 4日 )

関原発第68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (20ユ r´9年 c月 24日 )

藤原発第204号 (2019年 8月 23風 )

関原発第4″ 8号 (2020年 1月 23露 )

関原発第510号 (2020年 二月31日 )

開原尭第542号 (2020年 2月 26日 )

関原発第609号 (2020年 3月 24日 )

闘原発第 20号 (2020年 4月  7日 )

関原発第236号 (2020年 8月 21目 )

成績書管理番号 :1-と と

検査申請一覧表・

上記以降の変更を検査中講書の変更申請により確認じ表中に追記する。

Z



検査結果一覧表

成績書管理番号 11-11

ψ

特記事項

独し

検査立会責任者 印

岸 代々 ‐″‐クー苧 /.主任技術者

原子力検査官 印

枠歓試と

検査結果

甍

検査年月日

↑籠2年

7月 互身日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 il… 11

検査年月日:令奈d21手 字 月 圭熟 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用講検査申講書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用講検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ①―

検査をする工事のエ

程、期日及び場所が申

請書どお りで あるこ

と。

記録権認 ⑧―

工事計画の認可番号の

記織が適切で あるこ

と。

記録確認

4



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(二号検査)

成索貞書管理番号 il-1麦

検査年月き:命籠

=年
 字 月 i褒1 日

検 査 場 所 1,関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 十篤考

申請者の品質記録力1準備されていること。 記録石盗認 ①‐

必要な図面等が準備されていること。 隠藤1‐等確認 ①・T

検査用計器が校正されており有効翔限内である

こと及び必要な測定麓子瓢、測定精度を有してい

ること.

記録確認 良・○

系統構成が完了していること。
立会/1

記録確認
良・0

ξ



添付資料 3‐ 2

関西篭力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

1  娘査:角 目 :今組 F曇

樫

幸

号

肯 |すェ

と

言

検 査 場 所 :開西電ガど株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

・原子炉冷却系統施設                                 .
‐次冷却材の循環設備、主黙気・主給水設備、余熱除去設備、非常用炉心冷却設備その他原子炉

注水設備、原子炉補機冷却設備、蒸気タービンの附属設備

・原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設r薄 )、 放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス

濃度制御設備並びに絡納容器再循環設備    ′

・放射線管理施設

換気設備

主魔管の支持構造物    別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

外観検査

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

設備及び機器が工事講師1と従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており.技術基準に適合するもので

あること。

R

構考

◆記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成兼虞書の識別番号 :Tと 〒1-0219

Tと こと-1914
・               Tと 一ユー1914(そ の 2)

Tl-1-1915

。日視で確認した範躍 :添付資料 3-3参照

る



添付資料3-3

関洒電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(工号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :1-11

検査年月風 :今窺 2年 ?月 Zふ 日

検 査 場 所 :関西盤力株式会社高浜発電所

機査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 '検査結果 検査方法

原子炉冷却系統施設

一次冷却材の循環設備

余熱除去設備

非常用炉心冷却設備その他

原子炉注水設備

放射線管理施設

換気設備

外観験査

組立て及び据付け

状態を確認する検

査

コ及 目視

備考 :検査対象設奪驚のうち、目視により確認した支持構造物は以下のとおり

'  P― CF-21B-007、 P一 CF-218工 008A、 MK二 RHH-501、

MK一 RHH二 38、 P一 AC-28G-010、 P一 ACr28G一 016、

DSl-005

7



別添1(1ノ

“

〉

施設区分 設皓区分 サポート番号 サポート番骨
配曽口母

(3)
検套日

r次冷却材の循環設備

加睡器～弁(lMOV-8000A.B〕
入ロレジューサ(GX3う

MK“RCH-24 G

袖 嘉
qA4色

MK=RCH-2e 6

M(― RC臓-37N e

MК―RCH-25 8

MК―RCH-58N… 1 6

MK―RCHヽ8N-2 8

MK―RC置-5GR-1 8

箭К―RCH-5eR-2 6

MK―RCR… 69R 6

M〕(‐RC‖-61負 6

MK‐RGH― CCR 6

128余機除去ライン用管台～弁
(lMOV-8702A,3)

P司CF-218「 001 12

P→F-248-002 モ2

P,CF…21B-003 12

P→F-21B渕随 12

p― CF‐21E-00BA 12

P―CF-2耳 B-0053 12

P―CF-21B… 007 12 今為2年
qnス,1薦 F-219-008A 12

P‐GF■2〔 B-008B 12

P―CF…218-010A 12

P―CF-21日,0108 12

P―CF-21B-009 12

MK―RHH-501 ,2 怖 X4?織報
MKttHコ 602 12

4蘊泰
q亀ユ奏a

P―CF-218-011 12

P‐ CF-2将 B-012 12

柄κ―RH‖…25 12

MK―RHH… 2C 12

MK―RttH-510 Ⅲ2

MK―RH‖…51織 12

MK―RH‖-519

MK‐RHH-320 12

4B― 次冷却系スプレライン用曽
台～加こ器

Mlく ―RCH-137 4

P― CG-2ヽ A―019 4

Mlく―RCH― r43 4

原子β冷却系統麓設

a



(2/4)

施設区分 設構区分 サポート番骨 サポートを尋 配管目径
(8)

検を日

原子攀冷簿
'『

ュ縦施設

一次冷却材の管環設備

Ⅲ3-次冷却系スプレライン用管
台～加駐器

,― CF-21A-038 4

今か子各
9虫Zく監

P―CF-21A-039 4

期K― RCH… 155 4

胡K―RCHい 158 4

MK―RC情-102 4

弁(lV=8948A、 B,C)～ 12B安全
滋入系ライン用曽台

SIA村-4N 12

室蒸気・主綸水設備

弁(lFW-382A、 9,C)～ 補助給
氷配管合流点

AFW-009いと 4

P―IF-1',く -07-1 4

A即 009N 4

PネIF-17K-14,1 4

A即-007N 4

AFW-006R 4

AFW-005R 4

A即 -004像 4

A即 003N 4

A即―∞2R 4

A脚-001R 4

構細容器貫近部PEN,225、

251、 352～ 主蒸気難管分岐点
弁(lMS-627A、 B、 C〉行き

MS舞ゆ172N 30

MSH-157N―A 80

MS辟-157N… 8 30

MSH-45 30

MS情 -53N―A 30

MSH-53N― B 30

胡S情 44 30

MSH-54A 憩o

MSH-5ヽ N 30

MSH-41N―A 30

→ヽSトト4:N…B 38

MSH-182R-1 30

MSH-182R-2 30

綱SH-37N 30

雛SH-38N―A 30

胡SH-38N―E gO

Ms‖―IS4卜 1 30

MS‖…1患3N 30

M,(一 MSH-39 30

9



(3/46)

施設区分 設備区分 サポr卜番号 サポート番号
配管口径

(B〉
機査困

原子炉冷却系織施設 主蒸気・生緒水設備
格納審等R通部PEN'225、

251、 こ52～主森気配管分岐点
弁(lMSヽ 27A、 日、C)行告

MS昨38N一 モ 30

今組Z各

守RZく色

MS‖-30N… 2 30

MK―MS昨30 30

MSH-3SN 30

MSH-1022N 30

MSH-188S 30

MSH-189R 90

MSH-1036N 30

朗SH-179R 30

MSH― ,016R―A 30

MSH 101GR―E 30

MSHコ 〔こ 00

椰SH-143-1 30

MSH-146-2 30

MSH一 1017N 30

制SH-1018R― A 30

MSH-1018R―B 30

柄SH-1018負‐ 30

MSH-101つ R―A 80

紹S障…1019R― E 30

MS卜■1019FttC ac

MS博-1928R 30

MS揖…ll)29R 30

MSH-188R 90

MS‖-1030N 80

MSH-2,N―A 30

MSH-27N―日 30

MS‖-1031N 30

MS卜 l-1032手子A 30

MSH-1032R―B 30

MSH-13 30

MS■…148N=A 30

MS‖-148N―B SC

頼SH-1033R― A 30

MS樹-1033R―B 30

MSH■ 1033R… C 30

19



(4/誓心)

施設区分 設備区分 サポート番号 サポート番号
配管日経

(B)
検套日

主議気・主給水設備

格撤害器貫通部
'電

N‖225.

251、 352～主燕気配管分岐点
弁(lMS-527A、 B、 C)行き

MS樹一孝034N 30

印紳Z各

守盈4R

MS障“〔47N-1 30

麟S‖…147N-2 30

ⅢIS‖-1042R 80

細SH-1043R 30

MS樹-1,S 30

MSH… letN 30

MSI卜 奪044N 30

～
4S‖-192N 30

磁SM-25N 30

細SH… 194R-1 80

鮒SH-194R-2 80

MS‖-191SR―A 30

MSH-1045R―e 30

MS猟…1045R― C 30

MSH-23-竜 30

MSH-23-2 38

MS‖ -150-1 30

MSH-150-2 30

MSH-0 30

MS旧…1046費とA 30

MSH― モ048R―B 30

MSH-1048負■ 30

MSH… 1047N… 1 38

MStti047N-2 30

主藤気配管分岐点 弁(lMS―

52,A、 B、 C)各き～弁てモ構S‐

S37A、 0、 C)

MSH-1020N 30

い涯K―MS‖-1010R 30

MSH― t4 30

MSH-1021R 30

MSH-1038R―A gO

MSH… 1095R― E 30

MSH― ほ2 ec

MS情-11 30

MSH-24 30

MSH-187N― | 30

研SH-187N-2 30

原子炉冷却桑統施設

子|



(S/46)

施設区分 設常区分 サポート番号 サポート手号
配笛口径

(3)
検査日

原子炉冷却系統施設 主燕気・主給水設備

主熱気配管分岐点 弁(増 MS―

527A.日 、C)行き,弁(lMS―
537A、 B、 C)

MSHこ と0 30

伸 泰
q孔猛4&

MSH-195N-1 30

MSH-19SN-2 30

MS臓―S 30

弁(導 即 -320AⅢ  8、 0)～補助給
水配管含流点

MK―即 H-lSlR 16

MI(― FW辟―ほ37R 16

M(―即 H… 電C4R ,G

MK― FW昨 3CS 16

MK―FW杵 88 18

補助給水配管合瀧点～格納容
器貫途部PEN,220、 2SO.3Sと

即 樹-192N 16

FWH■7S 18

則 H-58N 14

即 卜 59N 16

即 H… 180R 16

FW03-800-i 16

蒸気発生器A、 B、 C下流レ
ジュー,(32X90)～格納容器貫
通部PEN学 225、 251～ 352

MS‖-70N-1 30

MS‖-72N-1 30

MSH-72N-2 30

MK―MSH-92-1 30

MK―MS‖一e2-2 80

MSH-93N 30

MSH-1048N=こ 30

MsH-1048N「2 30

MSH…34N-1 39

MS‖-90N-1 30

MI(―MS樹…91-1 30

MSH… 1049N-1 30

MSH-1049N-2 30

MSH…98N-2 30

格納容器貫通部PEN導 22S、

260、 351～ 蒸気発生器A、 日、C

Mやく―即 ‖―〔24 16

即 卜4-123N 16

FWH-109N-1 16

FWH-100N-2 ,C

MK― FW‖-192 lG

FWH…98N 18

FWH-103N卜 1 18

12



(b/ムイと〉

施設区分 設備区分 サポ,卜番号 サポートを号
配管日経

(B)
検査ロ

主蕪気・主惜水殿僻

主恭気配管分岐森 弁(lAS―
108A、 3〉行き～魂(lAS-108A↓
B〉

澪H―MSH… 801 む

令紳Z名

脅亀24亀

孝士 MSH-2801 6

t‖―MSH-2802 C

lH―れsH-2803A G

lH―MSH-28038 8

,洋MSH… eo2

1‖…晰SH-2804 6

で「時 1-801 G

1‖―MSH-830 6

1樹―MSH… 34C 6

lH―MSH-804 6

主蒸気配管分岐点 弁く可MS―
四 A、 B、 C)行き～弁くlMS―
520At B、 C)

MS辟3奪 lN 8

MSH-1015N 8

MSH-305 a

MSH-30G 8

MS昨812N 8

Mκ一MS'卜303 8

MKttS+304 3

MS‖ -8:患N 8

MS持…1041N 8

MК―柱4S村-301 8

MК―MS‖-302 8

余緞除去設備
格納客器貫通部PCN4227,277
～余熱除去ポンプ入ロラインと
め合茂点

MK―RHH-40 12

MK―RMH-42 12

MK―R‖ H… 87 12

MК―RttH-80 12

MI(―RHH-44 12

員HH-580N 12

節t(― R‖ H-104 :ユ

田 昨 531N 12

MK―RHH卜53 12

MК―RH樹―モi3 二2

MK― RttH… 116 12

MK―寂瞬H― t17 12

MK■RHH-118 12

RHHr532N 12

原子炉冷却系統瓶般

|う



(7/マあ〉

施設区分 設常区分 サポートを号 サポートを号
配告Ξl径

(3)
検査日

余緯除去設備

格納審器貫通部PEN4227、 277
～余熱除去ポンブ入ロラインと
の合流点

R‖‖…500N 12

命緯Z毎

9亀Z4色

MIく“RHH-123 12

RHH卜534N 12

MK―RHH… 58 12

MK―RHH-124 12

MК中R村杵 125 12

余触除去ポンプ入回ラインとの
合流点～余熱除去ポンプA、 B

MK―RHH-91 14

RHH卜S28N 14

MK―RHH-47 14

RHH-527N 14

RHH卜520N i4

MК―RH州-48 14

MK―RH‖-39 14

RH‖ -535N 14

RH‖―SacN 14

MK―RHH-62 t4

RHH-537N 竜4

RttH-598N 14

RHH-500N 14

RttH-540N 14

朋κ―RHH― G8 14

M,(― R瞬瞬-99 14 怖 コ R23A

套糾4鰐呼轍
Mt(― RttH-45 r4

命緯Z4
守白Z今ミ

柄К―RHH-80 14

余隷除去ポンプA、 B出 ロレ
ジューサ(10X8)～余熱除去クー
ラA、 B

MK中田 H-132 tO

朗
'(―

RHH-135 10

MК―RHH… 136 10

鮒K―RH辟 137 tO

MK―RHH-138 ro

MK―RHH-141 iC

MK―RHH一 151 :0

RHH…152N 10

MК一RH無-154 10

弁《lHCV… 603A)～ 高温銀Ⅲ注入
配管分岐点

MK一 代‖H-180 10

MK―RHH-178 10

Mlく―R偶旧-179 10

原子炉冷節器統施設

14



(伊 /7も )

施設区分 設備区分 サポート番号 サポート番号
配管口怪

(B)
検産掛

原子炉冷却系統施設 余熟除去餃苗

弁(lHCreceA〉～商胤翻注入
配管分岐点

MK―RHH-180A 10

令綿Z名

守R承武

MК―R‖‖-180B 10

MK―RH昨 181 10

R‖H-524N 10

MK一 SIトト45 10

MК―Siトト
'S

10

MK…S川…77 10

弁(lHCV-8038)″菖濃伸l逮入
配管分岐点

Mκ―RHH-172 再0

MКいR州指-171 10

MK― R封情-1こ3 10

MK一負HH-195 10

MK―RHH… 186 10

MK―RH‖…167 Ⅲ0

弁(lMOV-8702A、 8〉 ～弁
(1制 OV-8701A、 日)

P勺CF-21B刊 14 12

MK―RHH-22 12

MK― R瞬‖-23 12

P―CF-213-015 12

P―CF-2:B― 01e 12

MK―RttH-7A こ2

MK―R‖H-7B ほ2

鮒K―RHH-24 モ2

MK―RHH-505 12

MK― RH卜l-509 12

MK一RH件521N 12

MK…RH‖-512 12

MK―RHH-543 12

MK―RHH-5モ 4 ほ2

MК―R‖H-51S 12

MI(―負HH-30 12

Mκ‐RHH-17 モ2

節K― R‖情-31 12

MK―RHH-32 12

MK一RHH-517 12

MK一RHH-198 12

鮒K―RH‖-199 12

MK―RHH=510A 12

i3



(7/ィと,

施設区分 設構区分 サポート番号 サポート番号 配管El経
・

(a)
検養日

原子炉冷却系統施設

余熱除去設備

弁(lMOV-8702A、 Bう ～弁
tttMOV-870:A、 8〉

MK―RHH-5iS日 12

今組Z井

9RZ4a

MX… RHH-518A 12

MI(―RHH-519a 12

高温側注入配管分岐点～弁

“

MOV…83】 BA、 B)

S璃-402N 10

MK―SI卜G2 10

MK― SIH―e3-2 10

MK―SttH-63-1 10

MK―SI‖-80 10

MK― SI‖-5C 10

MК―SI←卜57 10

MК一S出―G4 10

MK― SI‖-55 10

師К一SI卜卜S2 10

Mi(― SI昨53 iO

RH‖-541N 10

MK― SI卜←50 10

St‖-424N 19

稲K―Sl‖ -31 10

RHH一譜2N 10

MK―SH-47 10

MK…SI‖-48 HC

MK―S出 -49 10

MК―S騨-30 10

高温隠注八配管分岐庶～弁
t,MOV-9817A、 a〉  |

MK―S璃 -48 10

MX―SIH-39 10

MK一 SH-04 10

MK―S麻 -8G 10

MK'SHい G7 10

MK―SI博-40 10

SiH-417N tO

JI常用炉心冷筆設備その他療
子炉注水設備

燃料取管用水タンク～弁
(1期OV■400A、 B〉

P―AF-28W― l)03 14

ρ“AC-28G-001 14

P―AC-28G-002A 14

pとAC-28G-0028 14

弁(lV-892G,～ 弁(lLCV…Ⅲ15D、
B〉

P―AF…28W-021 9

P―AF-28W-022 8

|あ



(1'/平ι)

市色♂〔区分 設備区分 サポート番号 サポート番号
配管固径

(8〉
検査ロ

原子炉冷却系統施設
非常用炉心冷節散倍その他原

子炉注水Vて常

弁(lMOV―

“

1lA.8)～弁
(1ヽtOV-8812A、 日)

MK一 SIH―G 14

令純Z峯

?為24且

MK―SI繊 -20 14

MK―SIH-15 14

Mκ―S】H-12 14

MК―SIH=25 4ヽ

燃料取管鳥水タンク～弁(lV―

3958)

,―AF…28W-00モ 14

P―AF-28W-002 14

弁(lMOV-38,8A、 B)～格納容
器貫通部PEN静263、 224

R‖ H―S22R 10

RHHr523R 10

SI情-78R 10

弁(lMOV-981'A.8〉下流分岐
漁～弁(1朋 OV-8819)

R‖ H― S2SN 10

RHH-528R 10

格納容零■通郎PEN4263、 224
～弁(lV-8071A、 B)下 流分岐点

Mκ一SiH-119 10

MK―SIH-101 帯O

弁(lV-8971A、 日)下流分岐点～
弁(lV-9973At C)及 び弁(lV…

8972A、 9)を経て弁(lV-8978B〉

MK一SIH-128 e

SIH… 227いと 6

Mκ―S騨-143 S

MK―SIH-149 e

MK― Siトト120R G

MK―SIH-14壕 6

MK…SIH-120 6

MK― SIトト10G G

SIH…297N a

MK一SIH-176 8

MК―SII卜 174 G

MK―SI樹-173 6

洒K―S出押47 G

MK― SI‖…130 e

Mlく―SiH-170 8

MK― SI瞬-lG7 G

SI卜十二むOR 6

SIH… 224A G

弁(lV-8935A、 8)上流分岐点～
弁(lV-3935A、 B)

M!く―Si樹-182 6

SIH-221A こ

MK… SIH-188 G

アキュムレータA、 B、 C～弁
(lMOV-8803A、 B、 C)

SIA播-45R 12

子守



(11/鈷 )

施設区分 設偉区分 サポート番号 サポ…Ⅲ番号
配智口径

(3)
検套日

非常用炉心冷却設備その他原
子炉注水設備

弁て,MOV-3803A、 a、 C)～ 弁
(lV-8056A.e、 C〉

SIAHttGR 12

今組Z魯

q碍二4&

弁 (要 V与 89SSA.B、 C〉 ～ 弁 (lV一

8948A、 B、 C〉

SIAH-53N 12

SIAH… 14S 12

SIAH-lSN 12

SIA‖ -52N 手2

SIAttG7N ほ2

B内部スプレクーラ出日配管分
岐点弁(lMOV-874こ )抒き～弁
(lMOV-8746)～ E余熱除去クー
ラ出日配管合茂点

AM-1-2A 8

AM一 -ヽ46R e

AM-1-50R G

AM-1-47R 6

AM-1-48R 3

AM…奪-49R 8

AM― t-37R 6

AM-1-じR 0

AM― ほ-41R 6

A酢 1-8R e

AM-1-43N G

AM-1-9R 6

AM―ほ-1lR 6

AM… 1-12R G

AM-1-14R 8

AM-1-tA e

AM-1-16R G

AM― E-18R こ

AM― ,-20R 6

AM-1‐■4繊 8

AM-1-2tR 8

A昨 1-23R S

AM… 1-25R G

A節…1-45N 8

AM-1-27R G

A節-1-28R e

A節…1-29R 8

AM-1-38R e

AM-1-32R a

燃1〔奪取替用水タンク出口
岐 点

代警低屋注水ポンプ

P―AC-28G-998 8

原子炉冷却系統施設

18



(12/・守る
'

施設区分 設備区分 サポート番号 サポート番号
配菅口経

(a)
検奎ロ

原子炉冷御系統施設
非常局炉心冷却設擦その他原

子炉猿沐設常

P―AC-28G-004 8

冷組2持

常孔4亀

P―AC-28G対 OS 8

P―AC-286-008 8

P―AC-28G-007 8

P―AC… 20C-008 B

p―AC-28H― OOモ 10

p―AC-28置-002 19

P―AC-2日H-003 10

P―AA-28樹-004 10

P―Aハー28樹-00S :0

P―AA-28H…008 10

p―AA-28H-007 10

P―AA―節 H―∞8 10

p―AA-28昨 009 10

P―AA-28M-078 10

P―AA-28M-079 10

P―AA-28M―080 tO

P―AA-28M-081 竜8

P―AA-28M―C82 ほ6

P―AA-28M-988 10

P―AA-28M… 084

P―AA…28M-086 e

P―AC-28田-010 10

p―AC…28H-011 10

p―AO-28昨 012 10

P―AC-28H-013 10

P'AC-20H-044 導O

P―AC-28旧 -018 モC

P―AC-23H-0▼ G 10

p―AC-28“卜017 1 10

,一AC-28情 -0モ B 10

ρ―AC-28H― Cie EO

P―AC-28H― 020 手0

P― AAい 28H… 921 10

P―AA-28H―C22 tO

P―AA… 28H…823 10

lq



(lЬ 湛雀争)

施設区分 設常区分 サポT卜番号 サポート種骨 配管園笹
(8)

検査日

原子炉冷却系統施設
非常用炉心冷却設備その他原

子押滋ネ設備

p―AA-28H-024 iC

令純と各
｀

彎RZ4ミ

P―AA-28H-025 iC

,一AA-28К-167 iC

P―AA・28KitC8 10

P―AA-28К -189 10

'―

AA-28К-170 10

P―AA-23К -171 10

P―AA-28K-172 こ

P―IB-280‐C51 14

P― l日ド28G― OS2 14

P…B…28C―じ53 14

PJB… 28G-054 10

P―□-28G―OS5 :0

P-lB-28Q‐058 10

P→B-28G-057 10

P-lB-28G-058 二●

、P-lB-28G―OSe C

卜 IB-28G-040 14

P―B-286-04] 14

P-18-28G-042 14

P―la…28G-043 14

p―IB-2BG-0“ 14

P-13-28G-045 14

P―13-28G-040 14

P―IB-28G-047 14

P-lB―郎Gi048 14

P…IB-2eC-049 竜4

p―IB…28G-050 14

P…B…28G刊27 14

,―lB-23G-028 14

P…IB…23G-029 14

p―B…23G-030 14

ρ―D-28G-03奪 i4

P―lB…23Q-03e 14

p―B…28G… 037 韓4

P―B-28G…038 :4

ZO



(14/イと)

施設区分 設備区分 サポート番号 サポート番号
配管口経

(a〉
検査ロ

原子炉冷紳系統施設
非常用炉心冷却設備その他原

子炉注水設曽 
｀

タンク出口

び恒設

p…18-286-099 :4

命組芝各
守乱4白

P―AC-28G-023 14

P―AC-28G一 024 14

P―AC-28G-025 :4

P▼AC-286と 02S 14

P―AC-28G-000 14

P一AC-28G― Cモ O 14 ↑急lZ4亀 R2おa

P―AC-28G-014 t4

↑純嘉
qR24a

P―AC… 28G― 012 14

P―AC-28G― Oモ 3 14

P―AC-280-0竜 4 :4

許 AC-28G― Of5 14

P― AC-280-0モ G 14 命籠Z″4q氏ュぅ已

P― AC中28G-917 モ4

袖 嘉
守亀Z4亀

P―AC-28G-018 竜4

P―AC-29G-019 14

P―ACと 28G―020 ほ4

P―AC-28G-021 14

P―AC-28G-022 奪4

原子炉下部キヤビテイ注水ポシ
プ～A内部スプレクーラ出日配
管含流点

P―AA… 281く一奪03 14

P―AAコ 2et《―ro4 14

P“AA'28K― 奪95 14

P―AA-28Ki108 14

P―AA-28K一 電07 14

P― AA… 28K-108 14

P―AA-28K-109 14

P― AA-281( 110 14

,一AA-28K― 奪11 14

'―

AA… 28К =;電 2 14

'―

AA-281(-113 14

p―AA-28K-114 14

p―AA-28K… 115 14

P―AA-28K-116 14

p―AA-28K… 117 14

P―AA-28K-118 f4

P―AA-28K-119 14

21



(1｀ /イも)

瓶設盛分 設備区分 サポート番寺 サポート番号
配管口経

(a)
検査ロ

非常用炉心冷節設備その他原
子炉注水設備

原子炉F部キャど脅 注水ポン
プ～A内部スプレクーラ出園霊
曽合流点

P―AA-28K-120 4

↑,`ll Z各

常RZ4亀

P―AA-23K―
'21

4

P―AA-23K― t22 4

P―AA…23K… 128 4

p―AA-23K-124 4

p…AA-28К-125 4

,一AA-28К-12G 4

'…

AC-28К-127 む

,―AC-28K… 128 6

'―

AC-281(-129 C

p●AC-28KJ 30 8

'一

AD-28K-140 8

P―AD-23K-14挿 8

P―AD-28К-142 6

V―AD-28(-143 0

V…AO-28t(-144 8

'…

A9-28K-145 6

P―AD-28K-146 6

P―AD-20X-147 6

P―AD-28K-148 e

ほ設代替電虚注水ポンプ～B内
部スプレクーラ出口翻管台流点

,―AA-28M-001 a

P―AA-29鮒 -002 3

P…AA-28胡 -003 a

P一AA-2BM-004 6

,―AA,28M-005 6

P―AA=28M-000 6

P―AA-28M→ 07 6

P―AA-28M-00B 8

P―AA-28M-000 6

P=AA-28M-010 0

P―AA-28M-9手 i C

P―AA-23M― O:2

P―AA-28M013 d

Jう一A^…28M014 9

2-AA-23M-015 奪

p―AA-28M-016 3

原子炉冷却系績施設

Z2



(16/46)

施設区分 設建区分 サポ上卜番号 サポート番号
重堂口畳

(B〉
検査a

非常用炉心冷却設緯その他原
子炉注水設備

ほ設代曽低屋注水ポンプ～8内
部スプレク→ 出爾配管合流点

P―AA-28M― C17 6

命組24
常R24亀

p―AA…28M-018 6

P―AA…28M… 019 6

P―AA-28M-020 C

'―

AA…28M―021 6

P一AA-28M-022 6

,一AA-28M-028 8

P―AA-28M-024 e

β―AA-2,M-025 C

P―AA-23M・ 02C 8

P―AA-2BM-027 S

P―AA-28M… 028 8

P―AA-28M-020 3

P―AA…28M-030 6

P一AA-28M'031 C

PとAA…28M-032 C

P―AC-28辟036 e

P―AC-28M-037 8

P―AC…23M-038 G

P―AC-28M-039 0

P―AC-28M-040 e

P―AC-23M-04こ 6

P―AC-28M-042 6

p―AC-28M-043 G

'‐

AC-28M-044 S

P―AD-28M-045 6

P―AD-28M-048 0

P―AO-28M刊47 6

P―AD-28M-048 6

P'AD…28M-040 e

P―AD‐28Mコ50 6

P一A9-28M― 05咤 8

V―AD-28M-052 8

V― AD-28M… 063 6

p…AD-28M-054 3

P―AD-28M-055 6

23



(1守 /てと)

施設区分 設備区分 サポート番号 サポート番号 配管口盤
(3)

検査困

原子炉冷却系統施般
非常用炉心冷却設備その他原

子炉滋水設常

ほ設代書低歴注水ポンプ～B内
古8スプレクーラ出口配管合流点

P―AD…28M-05G 6

今細Z持

9Rtta

P―AD…28M‐OS7 0

P―AD-20M■ 58 0

P―AD-28M-050 6

可搬式代替低圧注水ライン接続
回～恒設代替任圧注水ポンプ
畠日配管合流点

P=AC-23と -058 e

P―AC-28と-054 6

'「

AA-28L-OSS 8

P―AA-28LtteO S

'工
洋 28L-061 も

P―AA-28L-002 C

P一AA-28L-003 0

P―AA-23と-OG4 6

P―AA…28と-005 0

P,AA-28と -03G e

P―AD=28と-042 6

P―AO-28と -043 8

p―AO-28と-0“ 8

,―AD-28と-045 6

p― AD-28と―C4G S

p一AD-28と-04' e

P―AD-28L-048 6

P―AD-28L-049 C

'■

AD-28と―OSO G

P―AO-28L―051 6

P―AD-28L→52 e

,―AG-28L-030 感

'…

AG-28L-081 C

P―AG-2BL■32 C

P―AG-29ヒー033 G

P一AF-28L-034 0

,=AⅢや28と-035 8

P…AF-28Lい 036 6

P… AF～28と-037 G

P…AF-28L-038 6

P―AF-28L… 039 6

p―AF-28L040 e

2耳4



(は4)
施設区分 設備区分 サポート番号 サポート番号 配管日径

(B)
検奎a

原子炉冷類系統施設
非常用炉心冷却設僅その他原

子炉注水設備

可様式代書に圧遠ホライン接続
営～憾設代管低臣注水ポンプ
出日配曽合流点

P―AF-28と -041 S

r争な出z偽
?RZく色

P―AG…28と-020 C

p―AG…28L-021 e

p―AG-28L-022 6

P―AG-28L-023 |

,AG…28L-024 6

P―AG-23L-025 6

P―AG…28と-026 6

P―AG-28と -027 8

P―AG-28L…028 C

P―AG…29L-029 8

P―A‖■28転-OOモ 6

P―AH-28L-002 G

P―AHr28L報 3 6

P一AH… 23L―O04 C

P―AH-28L-00S G

P喧AH■28L-914 G

P―AH■ 28L-01S G

P―AH-28t-016 S

P―AHr28L-017 G

P―A‖-28と-018 6

P―AG-28L-019 S

p…AG-28L-039 G

P―AG-29L-000 3

P―AG…28と…991 8

P一AG-28L-002 0

P―AC-28と-098 C

P―AG-28と-004 G

P―AC-28七-095 6

P―AG■28t-00G 0

P―AG-28L刊 97 G

P,AG-28L-098 G

P…AG-28L‐099 8

P一AG-28と-100 G

P―AG-28L-101 G

P―AG-28と -102 9

25



(博 /でム)

施設盛分 設備区分 サポート番号 サポート番号 逍管口怪
(B)

検査ロ

夢ド着用炉
~心

冷却脱構その他原
子炉巌水設常

可借歳代笹に圧注水ライン犠続
口～値設代替低屋遠水ポンプ
出霞配管合流漁

P―AC-28L-103 6

衛紳Z≒

守R4色

P―AG-28L… 104

P―AG-28L-10S 8

P―AG-28Lわ 10C 8

P―AG 28と,t07 8

P―FH-28L-007 e

P―F‖ -28L-008 6

P―出 -28L…000 S

P―FH-23と-074 G

P―FH-28L-075 8

P… F封-28と -076 8

P―FH-23と-077 S

P― F‖-28と -078 8

P…FH-2aと-079 8

P―FH-28と―030 C

P― F情-28と―C81 e

'"A肝

-28L-082 G

p―AH「23L-OB3 C

,一Aロト28L-084 6

P‐AH卜28L085 C

P―A許28L-086 6

P一AHr28L-087 6

P―A‖卜28七<188 0

内部スプレクーラ出爾テストライ
ン分岐点～弁(lMOV=6499A、
9)～ 燃料取管用水タンク

P―AD-28K-168 4

P―AD-28K-102 4

p喧AD-28К-199 4

P,AD-28KP,64 4

Ae917-CSS 001<a卜 802 4

AB9,7-CSS-001-電 )― B03 4

A39,7-CSS-00卜 ④-804 4

SC村-7 4

SC‖―B 4

SCH-9 4

SCH-10 4

SCH-11 4

SCH-12 4

原子炉冷却系統施設

鬼心



(2ο/イも;

施設区分 設備区分 サポート番尋 サポート番号
百己管爾経

(B)
機奎ロ

原子炉冷却系統施設
非常用炉心冷部設備その池鷹

子炉注水設備

州部スプレクーラ出ロテストライ
ン分岐点～弁 (ヽ 胡OV-0198A、
日)～燃料取曽用水タンタ

AB9.7-CSS-001<D-305 4

抑 為
守乳4且

ABe7=Css― oo1908 4

,いAF…19A―OS 4

P一AF…19A-04 4

P AF-19A→ 5 4

P―AF… 19A-06 4

E13-pL16 4

E,3-P-17 4

Ei3-P-15 4

El(■ P-14 4

E13-p_0 4

ほ13-P-18 4

EⅢ 3-P-19 4

E12-PiS 4

E12-P-6 4

E20-P-1 お

E20-P-1-4 4

F13‐ P"7 4

P―ADi28(-151 4

,一AD-28κ-152 4

'一

AD-28K-133 4

V―AD-28,(-154 4

V…AD-28'(-155 4

P―AD-28Kい ISe 4

PいAD-28,(― iS' 4

P―AD-28K-158 4

P…AO-28K― ,59 4

P―AD-28,(― Ⅲ60 4

P…AO-28K―モG二 4

p―ADと 28M-070 4

P一AD-28M-071 4

V一AD-28M刊 72 4

V―AD=28M-9'3 4

p―AD-28M… 074 4

P…▲O-28M…075 4

p一AD-28M-076 4

ヱ?



(21/,Tち )

施設区分 毅常区分 サポート番与 サポート番号
配管霞経

(a)
検査日

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設はその他原
子炉注水冒質常

内部スプレクーラ出ロテストライ
ン分岐点～(lMOV…849CAt B)

～盤料取替用水タンク

P―AF…28W-0▼ 8 4

今れ2名

守亀24且

P―AF-28Wい019 4

p―AF-28W-020 4

'一

AF-23W―01G 4

P…AF-28W…017 4

観水タンタプ霞―配管接続a″
弁(lCW-301)～ 復水タンク

WXXH-1 e

WXXH-2 e

原子炉補機冷却設備

1次系冷却水クーラA.e、 C～供
備母管1次系冷却水クーラA.
B、 C分岐漁

P―lB…28F-081 モG

p-8-28U二 〇〇〇 16

,一B-28υ -01奪 16

や―B-28U-010 16

,いB…28U-000 16

Piに…28U-012 16

F IE… 28じ-013 16

供給母管1次系冷却水クーラA
分岐点～供給母管ほ友系冷却水
クーラC分岐点

P―F-28呻 14 20

Pいに-28じ-015 20

P―E…28U"01S 20

P―E-28じ-017 20

1次系機器冷却水戻り母管合茂
藤格納審器循環冷暖房ユニット
風り″Cヘッダ票け合流点

P―F-20F-048 16

t次系冷去瞬求クーラA、 C八ロラ
イン合流点～1次系冷却水クー
ラB上流レジューサ(20X16)

P―IE…28U-909 20

'―

iE-20U-010 20

,―:E=28け―∞8 20

P―IE-28じいOC7 20

P…13-28け -008 20

P― IB…28υ-005 20

1次系冷報水ク→ A、 C入臼ラ
イン合流点～ほ友系冷却水ク‐

ラAⅢ C       I

P―IB…28け―C04 lC

P―B-28U-007 lG

す争(lMOV-3299〕待格納客器寅
題謝PEN'353

P…CG-28U-00a 4

p―CS-23U-0こ O 4

P―CG-28U-011 4

| 女́系冷却水タンク連絡配管権
饒黙～弁(lV-5約 SA、 B〉

P―AG-28u―C31 4

P,IG‐23U-023 4

P一AG-28U-032 4

P―AG-28U-038 4

P…lG-28υ -024 4

弁(lMOV-5160B〉 ～1次系機器
冷却水戻り母管合流点格紳容
器循環冷暖房ユニット票リ

D19-P-29-803 12

2浄



(22/響き〉

施設区分 設常区分 サポート番号 サポート番号
韓管園径

(a)
検曇日

編子炉冷卸系統施設 原子炉補機冷却設備

弁(lMOV-5180B)～ 1友系機器
P―AF-28F-100 12

令舘2無

9乳Z4亀

甲翻燿重人口A、 日系～獅7K紙
俄母管Aヘッダレジューサ(36X
30,及び海水供給母管Bヘッダ分
il彦 奮

P-1日-28Z― 士I奪 38

海水供給母管ハヘッダレジユー
サ(36X30)～海水供ヤ金母管8
ヘッダ分岐点

P-8-28Z 005 30

P―lB… 28Z-112 30

海水供給母管分岐森～1次系冷
却水クーラA、 B、 C

卜 IB-28Z― ほ13 24

P―IB-282-1モ 4 24

P一B…282-004 24

P…IB…28Z… 115 24

P―IB-28F-032 24

F-1日…28Z=毎 16 30

P-1巳■23Z-117 24

,次系冷却水クーラA、 B、 C～海
水漢り母管分岐点A、 B、 C

p-lB…28Z-007 24

海水戻り母管分岐点A～落水震
り母曽合茂点

P―IS-28Z-008 36

P,IB-28Z-118 38

中樹建選出口(理設部を除く)～
置外放出蟷

p―T8-282-006 96

P―T8-282-1モ 9 86

S,-4-2-12-3 24

Bヽ 次系冷却水クーラ入口配管
分岐庶(補機冷却海水伸l)～ Bl

次系冷却水クーラ出口配管合読
点(原子炉補機冷却水側)及び
B喀 攻桑冷却水クーラ海水供給
接続コ

P―B-29F-072 8

円 B-28F-0,8 8

P―B-28F-074 8

,-13-28F-0,3 3

P=IB…29F-070 8

P―IB-28F-077 8

PJB…23F-078 8

P…lB-28F-079 8

P“IB-28F-080 B

B売てん/高圧滋入ポン`プ海水
タトネ用ホース下流甘Rl取合点～
E夕事放出歳鵬

'―

AF…28'-09藍 4

P…OF-28F-089 4

P-OF-28F-990 4

格納容器宜通部PEN♯ 257歯 口
配管分岐点～屋外放盛端

P―AF-28F-086 B

P…AF-28F-037A 8

P一AF-28F-0378 8

P―AF-28F-038 8

,一AF-28F-039 8

P―AF-28F-040 8

P―AF-28'-041 8

=q



(23ノ4)
施設区分 設備区分 サポート番号 サポート番号 配管口径

(B)
横査日

原子炉韓機冷却設備

格納容器貫五部PEN辞之57出 霞
配管分岐点～屋外触出靖

P―AF-28F-042 8

徽 ■各
学乳4亀

P―AF-20F-048 8

P…AF-28F-044 9

P―AF-28F-046 8

P一AF-28F― 047 8

p…AF-29F-048 e

P―AF-28F-049 8

P―AF-28F― OSO B

p―AF-28F-051 8

P―AF-28F― C52 8

p―AF‐28F― CS3 8

P―AF-28F― OS4 8

P―AF■28F-655

P―AF-28F― OSG

ρ―AF-28F-057 e

P―AF-28F-058 8

P―AF-28F-038 8

P…AF-28F― OSO 8

P―AFセ 8F-061 B

P―AF-28F-OS2 8

P―AF-28F-063 8

P―AF-2eF-084 8

P―AF-28F065 8

P…AF-28F-966 8

P一AF｀28F-007 8

P―AF・28F-008 8

P―AF-28F-069 8

P―AF-28F-070 8

P“OF-28F―C71 8

Aと 、Ab海水ストレーす海水供給
接続目～Aa、 Aむ海水ストレーナ

SttW-3澪 10

SHW-92 10

PS一A 10

燕気タービンの附属設備
往水タンク～ターどン動補助給
水ポンプ

APSH-1-1 10

APSH-la 10

APS‖…2 10

APSH… 3 10

原子炉冷韓系統施設

SC)



( 璃・/〒と
'

施設区分 設備区分 サポート番号 サポート番号
配管田軽

(B≫
検全ロ

原子炉冷却系統施設 慕気タービンの附属設倍

複水タンク～タービン馳補助緒
水ポンプ

APSH-4 10

撫塩
9代

ユ4懲

APSH-5

APS‖ -6

tO

10

APSH卜7 10

APSH-8 tO

APSH…9 10

APSH-10 10

A,SH卜 1la-1 iO

APSЦ-11 10

APSH-19 奪O

APS‖ -28 ほ0

APSH-20 10

APSH-30 10

ApsH 31 10

APSHとつ2 10

APS樹 -33 選0

APSH-34 10

APS‖ -34-1 10

APSH-3S 10

APSH卜86 ,C

APSH…37 10

APSH…3a 8ヽ

ApsH卜98 10

Aps樹-39 10

APS樹-40

APSHJl-1 10

ApsHぃ41 モC

1-AFW-OS 10

竜一AFW 03A 10

1-A即-04 10

1指―AFW-04 1 19

複ホタンク～雀水タンク襲口記
管分岐点

APSH-14-1

APSH… 14a 10

APSH― 手ё 10

APSH-16 10

APS樹-17 10

31



てお46)

施設区分 設備区分 サポート番号 サ琴―卜番号
配管口径

(B〉
検と日

原子炉冷却系統施設 蒸気タービンの附呂搬常

復水タンク～復水タンク豊口配
管分離点

APSH-13 ,0

令なQえ名
q島 4亀

APSH-19 10

APS昨 20 10

APS昨 21 10

ApsH_22 10

APSH-23 10

APSH-24心 ~1 10

APSH卜 24 10

APSH-43 選O

再卜 APS昨48-1 10

1瞬―Aps‖ _43-2 10

APS州―

“

10

APSⅢ卜4S 10

APSH-4G 10

APS出 7 10

ApsH_48 10

A'SH-49 10

lH―APSH-48-1 10

弁(ほ 即 -650A、 B、 C)及び弁
(iFW-556A、 B、 C)下流合満点
～弁(lFW-582A、 B、 C〉

,― IF-28K-018A 4

P―IF… 17K-01 4

p■F― イ7,(-02

群 ―之aX 012N 4

出 F-28K-01lN 4

P‐lF-23i(-010R 4

'…

lF-28K-000N 4

P―IF-28(-008R 4

P―lF-28祇-020R 4

P―F-28K―019N 4

P■F-28K-018R 4

P-lF-28K=0嗜 7R 4

P,IF… 28K-0髯 6N 4

P,IF-28K■15R 4

P…F-28K対 14貫 4

P,IF-28K―007A 4

P― IF…28K-008R 4

P― IF-23κ-005R 4

32



(2渉/46)

施設区分 設備区分 サポート番号 サポート番号
配皆口径

(B)
検奎a

原子炉冷都系統施設 恭気タービンの略属設備

弁(lFW 550A、 日,C)及び 弁
〔,FWi55SA、 3.C〉T流合流点
～弁(lFW-502A、 B、 C)

P-lF-28K-004R 4

令細Z名

9為獄凰

'い

IF-28K-003R 4

P-lF-28K-O02R 4

P―IF-28K―O01R 4

弁(lAS-108A、 6)～タービン助
補助給水ポンプ

tttMSH-859A G

lH―MSH-3593 G

奪情―MSH-838 8

〔H―MSH-831A 8

こH―MSH-86ta 6

lH―MSH-805 G

1肘―MSH-80S 6

lH,MSH-860 e

颯トトMSH-88SA G

4昨MS‖-888B 6

1‖―MS‖―B89 0

1■―MS博…ea4 む

lH―研S昨880A む

Hヽ‐MSH-880B 8

lH―MSH-869 8

モH―MS‖-965 8

tH―館S封-868 G

,H―MSH-867 0

1‖…師S情-968 C

lH―MSH-312 8

1‖―爾SH-313 6

MK―MSH-115 6

lH―MSH-814A 6

1‖ 師SH卜8148 e

M(―MSH-13, G

M'(一 MS‖-192 6

MX一MSH-101 8

M(―MSH-116 G

MIく =MSH-1竜 7 G

MK― MSH― 綽aA 8

MK…MSH“ 118B G

AnK=MSH― t02 6

SS



(27/マち〉

施設区分 設備区分 サポート番尋 サポート番号
配管口径

く3)
検査日

原子炉冷却系統施設 蒸気夕…ビンの附鷹設備
弁(lAS-103A,8)～ ター言ン勁
補助給水約 プ

鯛K―MS猟―奪33A G

命ぶワ毎
守乱黙亀

MK― MS糟-133B

MK…MSH― 103

8

6

MK一MSH-124 0

MК―MSH-128 6

MK―MSH-119 8

MK―MSH-120 C

MK―MSH-127 G

MК―MSH-100 C

朗К―MSH-107 S

lH一MS情い2806 S

‖-1-手 8

H-1-2 e

IHわ研SH…907A S

lⅢ卜MSH-907B e

H―之 G

H-4 8

H-3 e

昨 11 色

‖…10 e

lH―鮒SH→ ltA G

lH―MSH-91lB 6

卜 6 a

封-5 8

H-7 e

網 G

MK― MS慣-184 G

MI(一 MS‖-165 G

原子炉格會れ施設
圧力軽減設備その他の安全設

備(構袖審器安全設備)

白郎スプレクーラ駐日配管合流
薫～弁(lMOV-640SA.8)

P―AD-28K-149 Ⅲ2

P…AO…28K-150 12

外部遠へtヽ螢貫通部～特線容
器寅通部PEN#457、 477及び
PCN‖ 450～ 4Sl,478,481上茂分
岐点

1-SPH-414R 8

1-SPH-41SR 8

一ヽSPIヽ -416臓 3

1-SP情“4重 7R 8

1-SP情 -418R 8

竜―SP昨4:9N 8

34



(2は/当睦)

施設区分 設備亀分 サポート番号 サポート番号
配管日経

(8)
検奎日

際手炉格納施設
圧力低減設備その他の安全殿

常(格触審器安全設備)

外部重へい盛真通都～格納審
器貫通部PEN牌57.477及び
PEN,450.451、 478、 481上流分
岐点        

｀

t―SPH-420R 8

令鶴Z声4
守韓4色

1-SPH-421S 8

1「SPH-422R 8

1-SPH-423薇 B

1-SP‖■24R B

1-sPtti42SR 8

1,SPH-423R 8

1-SPH-427A 8

1-SP‖ -53GR 8

1-SPH-401S 8

1-SPHJ02N 8

1“SPH-403R a

1-SPH卜 404N 8

1-SP‖ -405R 8

1-SP円06S 8

!― S'ⅢH07R 8

1-Sp‖ -408R 8

1-SPH■00R 3

1-SPH-410R 8

再一SPH-41lR 8

1-SP封 -412R 8

1-Sp‖ -413R B

1-SPH-4S2R 8

1…SRH-45SR 8

1-S,H-434A 8

1-SPH-535R 8

1-SPH 587N 8

1-SPH-429S G

1-SP樹 -430R G

モーS'HJ3!N 8

1-SPH-432ほ S

,一SPH-433R 4

穏―SPH-434R 8

1-SPH-435R 8

1-SP‖」38R 8

1-SPⅢ…487R 8

S`



(ア守/イあ〉

施設区分 設備区分 サポート番号 サポート番号
配管口径

(3)
検査日

屋力低減設構その他の安全設
備く格納害器安全設備)

外部逮へい壁貫通都～格納審
器ミ通部PEN■457、 477風ぴ
PEN‖450.451、 478、 481上流分
岐点

1▼ SP樹 -438R G

令蘊Z各

守為Z4R

1-SP‖-439A 6

4…SPH卜45SS 6

1-SPH■ 57R C

1-SP情-458N 8

1-SPH59R

1-S,H-4SO代 8

1-SPH-46TR 6

1-SPH 462R 8

1-SPH-4C3N 3

1-S,H-414R 0

1-SPH… 465R 8

,―SPH-468R 8

1-SPH-4G7景 6

モーSPH卜408R 8

1-SPH-489N G

1-SPH-470R 8

1-SP情 -472S 8

1-S,Hi473N 8

1-SP情 -474R 8

奪―SPH-475R 8

1-SPH-478R 8

,いSP樹-477R 8

】"SP樹■78R 8

1-SP‖■79R 8

貫一SP‖-480R 8

1-SPHJ3BR 8

1-SpH-482R 8

1-SpH-483R 8

:―SP樹‐434R 8

1-SPH卜 485N 8

1-SpH-488R 8

1-SpH-487R 8

1-Sl)H-488R 8

1-S,H-489R 8

,一SPH-490R 8

原子炉格納施設

3と



(39/4)

施設区分 設常区分 サポート番号 サポート番号
配管口径

(3)
検査日

原子炉格納施設
圧力低減設衛その性の安全設

備(格納暮畢安全設備)

外部進へい壁賞遺部～格納審
器貴通部

'EN445'Ⅲ

477及び
PEN1450、 451、 478、 481上流分
岐汽

1-SPH-491R 8

◆蓋dZ名
守R4亀

1-SPH-402R 8

1-SPHヽ 03役 8

1-SPH… 404R 8

将iSpH_495R 8

1-SpH-498R 3

1=S'Hi497N a

t―SP樹-498R 8

i―SPH-499R B

f,SPH卜 500N 8

1-SPH卜 S01A B

1-SPH-533R 8

｀ こ―SPH― S19R 8

1-SPH-520R 8

1-SP瞬 -521R 3

E―SPH-522R 8

1-SPH-529N 8

1-SPH-524R 8

モーSPH-5?5R 8

t―SPH-520A

1-SPH― C34R 8

格納客器貫通部PEN牟457、 477
～内部スプリングヘッダlA、 2A、

13、 2日前オリフィス

SPH-248 8

SPH卜249 8

SpH…2SO 8

SPH卜 251 8

lヽK― S,昨21G 9

MК―SPH-244 8

Ml(― SP賦…245 9

M'(― SPH-220 8

SP昨 246 8

格納審器貫題とユPEN‖ 450、

451、 47g、

“

咤上流分岐点 ～構
締審器質通部PEN#450、 451、

478、 481

1-S,H-44モ R e

1-SPH-442N

1-SPH-443R G

1,SPH-444S G

,一SPH-445R 6

i一SPH-446R S

S9



(31/ィと)

施設区分 設備区分 サポート番号 サポート番号
配管口径

(B)
検空口

原子炉格納施設
圧力低減設備その他の安全設

備く格納害語安全設備)

格納審器貫通部
'EN,450、45,、 478、 43!上流分岐点 ～格

綸審器貫通部PEN解 50、 451、

478、 481

1-SPH一鶴7R e

命れヱ無
守負Ztta

1-sPH卜 448R 6

t―SPH-440R 6

1-SPH-450R 8

1-S,四もlR 6

1-S,H… 518R G

,一SPH-528S 6

H一S'H-528N 0

4-SPH-530R こ

重―S'H卜S1lN 8

1-SPH-332R a

1,S,H卜 504S 8

1-SPH-505R 8

1-SP‖―SOSN 8

|― SpⅢ卜SC7R 8

1-SPH-508R 6

1-SI〕 H―SOeR 8

t―S,H-510R 0

,―SPH-011R 3

:―SPH-512R 6

1-SPH-513N 0

|―SPH=尋 モ4R G

r  t―SPH-515R G

モーSPH-5,6A 8

内部スプリングヘッダlA、 2A、

4A、 18.2B、 48講オリフイス'内
部スプレリングヘッダ(lA、 2^、

4A、 18(2B、 4B〉

MK―SP横 -2モ 9b G

SPHi2523 e

SP‖ -252b じ

MK… SPH…205b 8

S,W57 8

MK― SP押 -211 8

SP情-247a 8

SPH-247b 8

SP樹 -258 6

内部スプレリングヘッダ(lA、

2A、 4A、 1日、2B、 4B〉

柄t(― SPH-154-1 S

SP‖-300…
1 G

MK一 SPH― i34-2 C

a9



(32/マム)

施設区分 設備屋分 サポート番号 サポート善号 配管口径
(日 )

検査倒

屋力ほ減設備その他の安全設
備(格納審器安全β長備〉

内部スプレリングヘッす(再 A、

2A.4A.lB、 2B、 4Bう

SpH卜300-2 0

命織l毎 ―
q負24懲

MK―S'H… 15午3 8

SPHr300-3 S

胡K― SPH-15牛 4 e

SPH-300-4 C

MK― Sp封_154-5 6

SPH-300-5 e

MK―SPH― ,54-6 6

SPH-300‐6 8

MК―SPH-1欝-7 8

SPH-30←7 3

MK―SPH-134-8

SPH-300-9 G

MK― SPH-154-9 8

S'H-300…9 e

Mκ―SPH-154-10 S

SPH-300-10 0

MkttSPHい 15◆‐11 じ

SPH… 300-11 G

輝K―SPH卜 lS4-12 6

SPH…800-12 C

MKい SPH… 154-13 8

SP‖…300-13 G

MК―SP‖―穏54-14 G

SPH-300‐ 14

MK―SPH-154-15 G

SPH-300…Ⅲ5 6

MI《―S,H-154-18 6

MK―SPH-233b 8

SpH-300-10 6

鰯K― SP十卜154-1' 8

SPH-300-17 8

MК―SPH■ f54-18 S

§PH-30C-18 G

MとくいSPH“ 154-19 3

SPH-30併 19 8

原子炉格納施設

F9



(33/ィる)

施設区分 設備区分 サポート番号 サポート番号 配管口径
(B)

機注日

原子炉格納施設
臣力低減設備その他の安全設

備(格納審器安全設備)

内部スプレリングヘッダ(lA、

2Ai4A、 lB、 2日 ,4a〉

MK―SPH-154,2C 0

今ぶz舞

♀乳24R

MK―SPHit55-20 8

SPH-380-20 8

MK―SPH-10博′21 6

SP樹 -301-1 6

MK―SPH… i58-1 6

SPH-301-2 8

MK―SpH_158-2 6

SPH-301■3 6

MK―SPH-158-3 8

SPH-301■ e

MKいSPH一 3ヽ8-4 C

SPH卜 30竜 -5 e

翔К―SP標 -153-5 S

SPH卜304-6 8

餌К―SP‖ -158-6 e

MК―Sp桝…29Sa e

MK一SP樹 -23Sb 6

SPH-301-7 6

MK―SPH― iS卜 7 C

SPH…301-8 e

Ma(― sPH⌒ 158-8 8

S,H-381-9 0

MK―SPtti38-9 e

S,‖-301-10 G

Mκ―SPH-158-10 e

Sp昨801… 1奪 こ

Mκ―SPHド iS8-11 e

SPH-301-12 8

MK―SP樹卜,SB… Ⅲ2

SP‖-301-13 e

MK― SP十卜188-13 e

S,H-301-14 0

稲K―SPH… 158-14 8

SF'H-901-!3 G

MК"SPH-168-15 S

49



(34/イb)

施設区分 設備区分 サポート番号 サポ=卜番号 配管霞径
(3)

検査日

E方低減房隻常その他の安全設
備(格納審器安全設備)

内部スプレリングヘッダ(lA、

2A、 4A、 lB.2B、 4B〉

SPHi301… :6 G

舘巴Z毎

守RZ4亀

MX― SPH〒 158-16 G

SpH卜301-17 G

MK―SPH― モ58… ほ7 G

SPH-30電 -48 G

MK―SP旧-158-18 8

MK― S'い,287a e

MI(―Sp許237b e

SPA-30モ ーle 8

MK―S'H… 158-19 e

Sp摘-301-20 8

MK―SPH-138-20 6

SPH-301-21 6

MK―SPH-158-21 6

SPH-30千 -22 G

MK―SPH-158-22 6

SPH-301-23 8

Mκ一S'H-158-23 G

SPH-301-24 G

綱K―SPH-158-24 G

MK―SPH-162-24 6

SPH-305-25 G

SP昨80S-24 G

Ml(… SPH-lS2…23 e

SPH-305-23 6

MK―SPH― 強82-22 G

SPH-305-22 8

MKやSPHilG2-24 8

SPH-305-21 G

MK―SPH… 162-20 6

SPH-305-20 6

MК―SPH― tG2-t9 G

SPH…895-19 6

MK―SPH-192-Ⅲ 8 6

SpH― a05-13 e

MK― SP昨 162-17 6

原子炉格紬施設

召|



(♯ /`奪 6)

施設区分 設備区分 サポート番号 サポート書号
配管口径

(B〉
検査a

原子炉格補施設
圧力低減設備その他の安全設

停(構締容需安全設備)

ブレリングヘツダ(lA、

4A.二 B、 2日 、4B)

SpH-805-17 G

命細z撫

守R24色

MK―SPH… 482-le G

SP督-305-18 |

Mκ―SP昨 162-15 6

SPH-965-15 8

MK―SPH卜182-14 e

SP情い305-14 G

構K―SPH-182-13 8

SPH「805-13 6

MК―SPH-lC2-12 8

SP擬 -305-12 患

MK,SPH-102-1ほ 6

SPH-305-11 S

MК―SPH-162-10 患

S,H-30S-10 6

MX―SPH-192-9 S

SPH-305-9 e

MK―SP'l-132-3 S

S,卜 f-30S-3 S

MK―SP許 162-7 e

SpH-30卜7 6

MK―SPH-162-6 e

SP昨305-6 8

MK―SPH卜192-5 6

SPH-305-5 6

MK―SPH-162-4 0

S,H-30S-4 G

MK―SPH!,62-3 G

SPttI…305-3 6

MК―SP樹 …ヽ62-2 3

SPH-30S-2 C

MK―SPH-182-1 e

SPH…30S-1 6

前K心SPH-15C-20 G

SPH-302-19 G

MК―SPH-15S-19 G

42



(3か/′奪と〉

施設区分 設構区分 サポート番号 サポート番号 配管口軽
くe)

検査日

原子炉格隷籠設
圧力低減設備その他の安全設

‖(格納容器安全餓館〉
内部スプレリラグヘッダ(tA、

2A、 4A.18、 2B、 48)

S'H-302-18 G

怖 玖
,R璃亀

MK,SPH■ 15S-18 こ

SPい卜e02iほ 7 e

胡
'(―

SPH-138-17 8

SPH-302-16 8

朗K―SPHう 3ヽ8-16 S

SPH-302-16 8

MK― SP眸…15(卜 15 e

MКiSPH-23Sa G

SPⅢⅢ302-14 6

MKユSPH-156-14 e

SPH-302-13

Mκ―SPH卜lSS-13 6

SPH-302-12 6

胡K―SP‖ -156-12 8

SPH-802-11 G

MK― SPH-158-11 e

SP横-302-10 6

MK一SPH-15S-10 8

SPH―t02-0 G

MK―SPH…lSC-3 6

SPH-302-8 8

MК―SPH-156-3 e

SPH-302-7 G

MK―SPH― tSeと7 8

Sp卜←302-0 e

MK=SPH―
'58-8

S

SP昨302-5 C

MК―SPH-15(■ 5 8

MK―SP昨234a 6

MK―S,情…234も e

SP猟-302■ 6

MK―SP情-158-4 8

SP‖ -302-3 8

MК―SPH-156-3 6

SP耐-392-2 6

4ふ



(a?/〒も)

施設区分 設備屋分 サポート番寺 サポートを母 配管回経
(a)

検奎露

原子炉構納施設
圧力低減設備その他の安全設

構(格納審器安全餃待》
内部スプレリングヘッす1lA、

2A、 ■A、 18、 23.4B)

MК―SPH-168… 2 患

鶴B残
?A4R

SPH-302… Ⅲ G

MKわS13H_15S-1 C

MK―Sp員-lG0 24 G

SPH-303-23 G

MK―SPH… 160-23 G

SPH-30322 G

MК…SP‖-180-22 G

S,H-303-21 S

MK一SPH― 奪80-21 6

SpH-303-20 8

MK―Sp‖ _モ 00-20

SPH卜303-19 6

Mκ一SPH-160-19 G

SpH-303-18 8

朝K―SPH―将60… 18 C

MK― SPH…239a S

MI《 ―SPH―を99b e

S'H… 303-17 6

MK― SP昨 180-17 6

SP,←803-18 C

MK― SP辟…160-18 G

SPⅢ卜303-15 8

MK…SPH一!GO-lS 8

SPH-308-14 8

MК―S,H-130-14 6

S'H-303-13 6

MKiSPH-180-13 6

Sp樹 -303… 12 e

M'(― SP将-100-12 6

SPH-803-|: 8

MK―SP樹―重CO-11 C

SPH-303-10 6

MK―SP帯-160-10 6

SPH-303-3 6

MК―SP‖-180-9 8

44



(3a/`竿ム〉

施設区分 設構区分 サポート番号 サポニト番号
配管口後

(B〉
検査日

原子炉格納施設
圧方任滅設備その他の安全設

備(格納審器安全Я健備)

内部えプレリングヘッダ(lA、

2A,■A、 lB、 23、 48)

SPH-303-8 e

令舗Z″肴
守R4騨

MKiSPH‐ 100-8 6

SPH-303-7 G

MK―SPH-100-7 6

SP卜 l-303-8 0

MK―SPH― teO-6 6

MK一S'H-2884 6

柄K―SP昨 238b 6

S'相卜303-5 6

綱K― SPH… 190-5 G

SPH「 303-4 a

MK―SpH… 16C-4 6

SPH-303-3 G

MK―S,H-lCC-3 G

SP‖…308-2 6

MK―SPH-160-2 8

SP州-303-1 G

MK―SP昨 100-1 e

MK―SPH卜 i64…24 e

斯K―SP,卜104-23 6

Mκ―SPH…184-22 G

船K― S'H…164-21 8

MК―S,H卜184,20 6

MK― SP樹…164-19 S

MIく―SPH-164-18 8

MI(―Sp樹-184-17 e

M'(―SPHい 6ヽ4-16 6

MK―SPH― te4,15 6

MK― SPH-104-14 8

MK―SPH-10413 8

MIく―SPトト184=12 S

MК―SPH… 1む牛 11 0

MK,SPH―
'S4-10

8

MK―S'H― IG4-0 S

MK―S,H― ie4-8 6

lヽК ―SPH-lG牛 7 a

召占



/ィあ)

サポート番号 サポート書尋 配管口経
(8)

検童日施設区分 設備区分

Mlく―SP情-104-G 6

麟К―SP枠‐,64→ 6

MK―SPH卜 134-4 6

MК―SP‖-16牛 8 G

鍋К―SPttH04-2 G

MK―SP静 10今‐
1 G

内部スプレリングヘッダ(lA、

2A.4A、 1日 ,2E年 48)

Sp杵253 S

SP‖-254 e

SP樹-255 e

eSP樹…258

MK―SPH-170 8

MК―SPH-181 6

内部スブレリングヘッダ3A.3a
篇オリフイス～内部スプレリング
ヘッす(3A、 3aう

MК―SP昨 1'9 S

M(― SPH-150-1 6

8MK―SPH‐ 150-2

MKい SPH-150-3 S

Mlく―Sp卜■50-4 G

MK"SPH-150と 5 0

8MK―S,H〒 150-6

MK一 SPH-150-7 6

MI(― S,H-130-8 6

MK―SPH-150… 8 C

6MK SPH-150-10

eM,(― SPH-150-11

MK― SPH-150… 12 8

MK‐SPH-150-te 6

0MK一 SPH-159-14

MK― SPH-lSO-lS 6

M,(― SPH-lSC-16 G

6鮒K一 SPH-150-17

Mκ一SPH-15018 e

MKiSP掛 -102-1 8

SP‖-304-15 8

MK―SPH一 ほ52-2 e

S,H-304-14 8

MK―SPH… 132-3 6

ぐ紳■舞
q亀璃亀

療手炉権細施設
圧力任減設備その他の安全般

常(権絡暮器安全設備》

内部スプレリングヘッダ(3A、 38)

4も



軒0/ィム)

施設区分 設備区分 サポート番号 サポート番号
配智日経

(B)
検査ロ

原子炉格納施設
歴力拒減設備その他の安全設

常く構櫛容器安全設備)

内部スプレリングヘッダ(3A、 8B〉

MK―SPH… 153-3 6

ぐぶz4

今猟24Ц

SPH-30牛 18 G

超K―SP昨 152■ 6

SPH-304-12 6

MК―SpH-152-5 6

SPH卜 304-11 e

M,く―Sp‖ _奪 52-6 6

SPH卜 304“ 10 8

MK― SP‖…152-7 C

SPH「804嗚 6

栖K―SPH卜構32-8 G

SPH卜 304-8 8

MK,SPH卜 152-g G

SPH-304-7 6

MK=SPH卜 152-10 6

SPH-304-6 6

柄К―SPH-152-11 6

SP臀-304-5 6

MK一SPH卜152-12 e

S'H-304 4
`

MK―S,H…152…Ⅲ3

SPH-804-3 0

MK"S'H-152-14 8

SpH-304-2 8

MK―SPHい奪S2-lS 6

SPH卜304「 モ S

MK―SPH-lS2-16 G

SPH卜 3041e 8

MK一SPH― :52-17 C

原子炉下部キャビティ逮水ポン
プ出働配管分岐漁～弁(lMOV…
5420)

'や

AO-28K-015 G

P―AD-28K対ほ8 e

P一AD…28,(-01' C

夢
'―
AD…28K-013 C

P一AD-28K-131 8

p一AO…28K… 192 G

P―AD-28K-183 8

4η



(41/4と )

施設底分 設構区分 サポート番号 サポート番号
配管働径

くB)
検査鋼

原子炉権締施設
圧ジ憂に巌設備その他の安全設

構 (格納審器安全設備)

原子炉下部キャビティ逮水ポン
プ出日配管分岐点

～
弁(1胡OV一

5420う

P…AD-28K… i34 6

↑4樹 Z名

q負4亀

V―AD-28K-195 S

V―AO… 28K-138 8

P…AD-28K-187 0

P―AD-281(-138 S

P一AD-281(-139 6

P―AF-28K-019 8

p―AF-28K-020 G

β…AG-23(―C24 6

P―AC-23K―022 S

P―AG-2ak―029 8

P―AG-28K-024 6

P―AC-28K■25 8

P―AG-28K-028 S

P―AG-28K-027 6

p―AC-28К-023 G

P―AG-28K-028 e

P―AC-28K-030

,―AC-28K-03モ G

P―AC-28K-092 6

P―AG-28K-033 C

P,AS-28K-034 |

P―AG-20'(OeS G

P―AG-28K-036 e

P―AGと28K-037 6

PとAG-20K―038 e

P―AG-28:(“ 039 6

P―AG-28Xや040 8

P―AG…28K-941 6

P―AG-28(-042 G

P―AG…28K,048 8

P―AG…28K-044 6

弁(lV-6421)～ 下部キャビティ取
合点

'一

CG… 28t(-008 4

P―CG-28K´088 4

P― CG-28K´070 4

P―CC-28K-071 4

4B



(4之 /4も )

施設区分 設備区分 サポート吾尋 サポート善号
配管困怪

(3)
織査ロ

原子静
~格

納施設

圧力低減設備その他の安全設
僚(格納審器安全設備)

弁(lV-5421〉 ～下都キャビティ取
合点

P― CG…28K-872 4

銚82庁会
q磯24亀

'一

GG…28K-073 4

P―CG-28K-074 4

P―CG-28К-0,S 4

P-OG-28K対 73 4

P■ G-28K-077 8

依射俊物質濃度制御設備及可
然性ガス濃度制御設韓並びに

構絲審器再循憲設備

アニユラス出霞取合点～緋気簡
取合点

022-0-Al 250 X SSOm膊

D22-0-0二 250X550mm

E26-D-002FH (μ 503mm

E26tO―Al 0508疎▼n

OSi32卜3-001FH 250X550Tn「 ぃ

F13つ―A14 250 X S50m購

001-002 250 X S30rn韓

001…001 250X550「nm

Fモ 2-D…A15B 250X550mni

F12-a―A15も 250 X S50n,m

F12■D―A15(1) 250メ 580碩n

F12-D…A15(2) 230X550mm

D―AH-28u-001 2SO X 37Smm

014-004 750X100陥画

014-O03
'SO X 1000mm

014-002 750X1000m願

D22-D― A41FH 50C X 500mm

A格納害器循重冷暖房ユニット

～ダクト開放機構
D23-0‐ 3 2300X2300mn4

放射線管理施設 換気設備
中央部l御室～中央翻l紳室(1・ 2
号機共濡)

D28-Cい 4 20032X250d.2mm

D23-C-5 20032X2503 2mm

D28-D― A37 ,048お X10048"ェ睛

D23… D― A3C 504五 X'54 Gm嚇

D22-9-K千 4 304.OX'34お mm

a22-D― K8 5048X,5,お mm

Э22…O―K9 S04G X 7540mm

922-D― K10 5046X'S4お れヽm

D24-C-0 2003 2 X p503 2fttn

024‐ 8-0・ Ul 18312X230む 2mn

E)24-C=7 ほa012X26032輌 n

4q



.(■3/4と
'

施設区分 設備区分 サポート番号 サポート番号
配管口径

(B)
検奎日

触射線管理施設 換気設備
中央制御奎～中央制御室(Ⅲ 2
号機共屈)

D24-0-01 10312X210■2nini

令組■無
常A24H

D24-D-02 18312X2,9■ 2n“

D24-D-03 leS12 X 2'202nn

D24-D引04 1031,X2'03.2mm

D24-D-05 laa:、2X2'2■ 2昴6

D24‐D-OS 10312X2'282れ い

D23-D― Al
1252.4 X i40を 4m
12欝 2X20ⅨWhm

023-D‐,A2 1252.4X140猛4命硝
12う 3.2X2503,,nn

023-D― A3
12S24X1402,lmぃ
1233認 X2500,2m:,

023-D― A4 125,,4X,40と4-
12532X238よ2ぃぃ

023-D… A5 12S24X,4044mn
12S3悛 X2503.2mm

02患―D―Aじ
1252,4X,48密h的購
12鴫、2X2SCa,肺

a23-D― A7 12524'(148を4-

D23-D― A3 12524X14824m

D20-OTAe 1252.4X14()2.4mm

D23-D― A10 213SP,t389&2▼nm

D21-D― A24
'048 X l∞

■3m口 ,

D21-D― A28 ,048X1004 0mm

D21‐つ―Aol 7硫 G X 1004`6n",

D21-D― Abl X脂.BXl韓04.Omm

D21-D― Aa2 7046 X l∞ 40mm

D21-D― A27
'醸

£X1004 Gmm

D21-D A28
'04.6 X t0046mn

D21-D― Aう 2 704,SXlて ,0■ む蘭n

D21-D― A白3 7硫GX[ω4■園m

D21-O― A口4 夕01お Xl∞4海 nf円

D21-D― Aa5 704 8 X iC04マ G―

D21→ ―Ao6 ,048X10048膊 ,こ

D21-D― A29 70■8Hi∞■Om■ ,

D2卜つ―A30 70■8X10040m藝

D21-O― A口 7
'046X1004む

nn

D21-D"A03 7048X1004 0fnin

D21-D― A98
'043え

,004お 硲贔

D21-D― Ab4 7048X,004anm

D21-O― A31 70,SX,004ね昴m

D21-D― A32 ,043ウ て,004患 昴m

争9



(44/ィム,

施設区分 設擦区分 サポート番号 サポート番号
吾己管口径

(8)
検査B

換気設備
や共制御室～中央制御室(1・ 2
号機共用〉

D21-1)一 Aa0 400X400mm

鶴lZ名

9職二AR
D21-D一 A33 400X400mm

DS1 027 2206X1008mm

DSl-032 2138X2198mm

DSl-005 60G X 300顔 ni 今4追え偽R民23a

OSl-006 600X506mm

鞠

OSl-O07 80G X 500mm

OSl-008 850X350mm

DSl-009 aSG X 3Semm

DSl‐ 010 85S X eSGm口 ,

DS,-01, 120S X 506衛 m

DSl-012 120G X 500mm

DSl-013 g06X120Gmm

DSl-014 eC6 X 120G節 確

DSl-015 90e X 1208mln

DSt-016 80G X 1300mm

DSt―020 G00X1000mm

DSt→倉1 eOe X送 30Cmm

DSt-022 606X1308B僻

DSt‐023 806X190C爾椰

DSl-024 800X130em籠

DSl-025 808X130感 珈購

DSl-026-1 603X1806mm

OSl-026-2 303X1300mm

DSF-001 30G X 80S中 印

DSl‐002 100G X 40emm

OSl… 003 800X40Cmm

OSl-004 806X406n,田

OSl― 018 05e X 100omm

DSl・ 019 95S X 100Cmm

DSl-028 45S X 30Smm

DS,い 029 45S X 3861ィlm

DSi-930 95S X:006nlm

DSl-031 95G X 1006mm

DSt-038 308X800mm

DS2-008 503X736韓 m

放射線管理施設

JI



(4Sr条)

施設区分 絞構区分 サポート番号 サポート番号
配管口径

(B)
検杢日

放射線管理施設 換気設備
中央制御室～中央制御壼(1,2
号機共用)

OS2-000 80e X lSo6mm

今ふ1彦1・

?R4患

DS2-010 80G X 1000mm

aS2-011 808 X lSOemh

DS2-02G 280G X 1000mm

DS2-027 2800X1000mm

OS2-028 280G X ICЮGmm

OS2-029 2806 X iCЮ Cttm

DS2-087 瑶008X708m睛

aS2-033 1000X700口昴

DS2-039 758X758賄備

DS2-040 SSe X,S8mm

DS2-041 686X753mm

DS2-042 53G X 750mれ ヽ

D22-D― A38
'S2,4X827.4mm

D22-0-A34(1) 802.4X902.4mm

022-D― A34(2) 800X914mm

DS2-OCl 800X120emm

aS2-902 S06X806∬ lm

aS2-003 COC声 80Cmm

OS2対 ()4 COC X 806聴 田

DS2-005 G∝ X900mm

DS2-0∝ 75G X 50Cttm

DS2-007 7Se X 50emm

DS3-OCl 45G X 1506mm

DS3-002 45G X 150Gmm

1)se■o9 4SG卜 lSOSmm

OS3-004 4SG X 1500mm

OS3刊 20 703X竜 508mm

DS3-021 708X1508mm

DS3-022 706 X E508mm

OS3-023 70G X 150emm

OS3-024 706X1500mm

OS3■ tOI 456X10SSm師

OS3-i02 456X105Gm嶺

OS3-103 456X1056mm

OS3… Ⅲ04 5046X754.emm

fZ



t・電ど打

`″

″
`竃

,1と  ,

漁繊区分 設備区分 サポートと尋 サポ十卜脅母 配管口後
(B)

饉 口

旗館韓曾組施設 鯨 齢
中決輌停宝～中央編御虫(1・ 2
号機費用〉

OSe―稔08 弘 O X 754.こ ぬm
鶴 猿
守424亀

DS3‐16a 蜘 x離、emm

DS3-10' 504、 3X7548購「爾

●3/農



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領 書番 号 :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :1-12 .

分んJ準 /月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

l発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請    検査申講一覧表のとおり

3検査期日 自 浴れた年′ヱ月Z千歯

至 ぷ
"3年

′角粋目

4検査場所    使丹前章父査記録のとおり´

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査緒菓一魔表めとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :1-12



成績書管理番号 :1-12

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更串講により確認し表中に追記する。

検査申請書器号

(申講年月恩)

掛尋原発第29

関原発第43

関原発第 4

関原発第 20

関原発第 25

関原発第41

関原発第 50

関原発第 51

関原発第 58

闘原発第

関原発第 6

関原発第 1と

関原発第 20

関原発第47

関原発第 51

関原尭第 54

関原発第60

関原発第 2

関原発第 28

9号 (平成 23年 10月 7日 )

4号 (平成 30年  3月 20日 )

6号 (平成 30年 4月 20麟 )

2号 (平成 301手  7月  4昌 )

9号 (平成 30年  8月 20霞 )

5吟 (平成 30年 12月  5口 )

4号 (平成 31年  2月  1日 )

2号 (平成 31年  2月  6日 )

2号 (平成 31年  3月
｀
18日 )

3号 (平成 31年  4月  4日 )

8号 (2019年  5月 16日 )

5号 (2019年  6月 24日 )

4号 (2019年  8月 23日 )

8号 (2020年  二月23翻 )

0号 (2020年  1月 31日 )

2号 (2020寄ユ 2月 26日 )

9号 (2020年 3月 24日 )

0号 (2020年 4月  7目 )

6号 (2020年 8月 2注 日)

≧



検査結果一覧表

成績書管理番号 il-12

的

特記事項

し生

検査立会責任着 幕

主任技術者予 双発汽ヘ

原子力掩議検査官 繰

形

点

占

著

検査結果

声く

検査年月日

査れえ年
メ文月2+日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 11-12

検査年月巌:分廂 2年 ′え 月 24目

検 査 場 所 :関西篭力株式会社蔚浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申講書の確認

確認事項 確認方法 確認落き果 備考

本検査に係る使用離検

査申請書 (変更申講を

含む9)々1準 f薦 されてい

ること.

記録確認

検 査をする・工事の工

程、期日及ぴ場所が申

講書どお りである こ 1

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

7



添付資料3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 11-12

検査年月口:鋳無 え 年 /2月 2牟 目

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい
ヽ

ること。

記録確認

系統構成が完了していること。
υ
鍮

す



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :1-12

検査年月日 :々ん 2年 /2月 Ztt H

検 査場 所 :関西電力株式会社寓浜発電所

検査結果

検 査 対 象

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

使用済燃料貯蔵設備

使用済燃料貯蔵槽の温度、水位及び漏えいを監視する装置

使用済燃料ピット温度 (AM鷹 )

使用済燃料ピット水位 (広域)

可搬型使用済燃料ピット水位
*

使用済燃料ピット温度      (刀 li添 1参照)

検査項露 準1定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

・警報検査

系統性能検査

・識

`測

範隠確認検査

設備及び機器が:工事計陣Jに従い製作

され、執君付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

夕(

備考

・記録確霧は1工事計歯iに基づき申講者が行つた試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成織書の識別番号 iTl-3ユ 07()9

・目視で確認した範榜il:添小:資料 3‐ 3参照

〆詔監ιη哺彬鐵雄努

ど



添付資料3i3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 1使用前検査記録

(三号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :1-12

検査年月日 :農角 え 年 ′Z周 え4日

検 査 場 所 :関西竃力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 日 測定値等 検査結果 検査方法

使用済燃料ピット

温度 (AM用 )

(lTE-651)

系統機能検査

じ警報検査
別添 2参照 夕く

露視ル`大′年ハ白

備考

7



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器二覧表
成績書管理番号 :1-12

検査年月園 :独ん え 年/え 月2千 目

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月目

_有効期隠鷲
備考

警報検査
ダイヤル形

抵抗器

2018,4.24

2021,4,23

以下余由

″



工事計画本文 (闘原発第121号 (平成30年5月 24日 )軽微変更届出)

r縮騨騨踊録報臨蹴
絡歯

たっては次の事項
(6)使用済燃料貯線憎り,島 康、水位及び由えいを監視する装置の名務、種類、計瀬傷閉.取付鶴所及び欄数

oヽ

(1/2)

の

号区  曹  脅

′変 更 後変 更 曲

慮 が必要 な高 さ

賓真なし

済燃料どット温度1測
l且極挑体

床

一の
使用済燃料ビントホ位

の

塩

用
　
　
　
　
　
一

使
　
　
　
　
一

‐

１

，

Ｉ

，

―

キ

１

１

～

‐

‐

，

，

Ｉ

Ｉ

１

１

一

(ラ イ ン 名 )

(ラ イ ン 名

使用済燃料ピット |擁系

が 必

母 床

超音波式

水位検出器

駐じ+30.99D僚   置

と歓la.彎p笹 ホ
ぎ乾

上

― ―
覇

辺
部

ユ

（
ユ
＼

博
）

（
ヽ
き
ヽ
滝
玉
ミ
璽
導



ヽ
も

工事計画本文 (原規規発第1606104号 (平成28年 6月 10日 認可))

っては、次の事項

(6 えいを盤視する装置の名称、種類、計測範囲、取付箇所及び個数

(注 1)既工事計自:書 に記載がないため記改の透正化を行 う。記載内容は、設計国書による ,

(2/2)

防

お｀

区 卿  番  与

水 防 襲 上 の

水冷却浄化系統 !

ン

設   置   床

(ラ イ ン 名

の

サ

ぉ手

画  番区

継 一の”上一番一防

箇 所 (1・ 2

共 用))

1

(予上哺i

0-100篭

と・+24.80m

l,.+31.",,

8.と `+21.0伯

8,1,.+32.01o

変  更 後

名 所 十日  強 1名 一　
一

一穂
一

一称
一

一

　

・

覇 計 付 簡 ~ 所i種
名 1掟府済燃料ビット

'

歓

統

(ラ イ ン 名 ) 氷冷却浄化系統

―
使用済燃料ピットユ風度 |

|

|

．
置

(AX用 )

測温抵抗体

1使用消燃料 建fッ ト

く広域〉
患波式

永位検出器

可搬型使用済燃料
ビットホ位

フロー ト武

水位検戯子器

望

訴

ユ

（
”
＼

尚
）

（
器
さ
博
ざ
ミ
ミ
鵬
も



警報発信

TA651
使用済燃料ピット

温度高

表示値

模擬入力

Ω

′/■ごヽ子θ

工学値

℃

4T、 8

許容譲差範囲

模擬入力

Ω

119。 244

119.552

工学値

℃

49.6

50,4

警報設定値

模擬入力

Ω

119.40

工学値

℃

50,0

検査対象

(Tag No)

使用済燃料ピ

ット温度高

(lTE-651)

賀
ゝ
ド

（
態

累

鼠

碁

〕



検査結果■覧表

成績書管理番号 :1工 12

ヽ
ド

特記事項

争 し

検査立会責任者 幹

祭衰熱駒、予 主任技術者

原子力簿 鰯 蔭 官 稗

ユr 石
／
′
．フ

／ 柔発

彪八 ・▽

検査結果

夕く

検査年月日

浴殊73年
/ 嵐/牛 日



添付資料 生

関西篭力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
ヽ

成績書管理番号 :1-12

検査年月日i浚ん 3年  '角 /今 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用講検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査をす る工事の工

程.ダ潟日及び場所が申

請書 どお りで あるこ

と。     ｀

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確l紀、

アθ



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(二号検査)

添付資料3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :′ と-12

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

捺基年月ぬ:珍殊盟、ョ 孝 /月

'牛

日

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されてい″oこ と。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 囲面等確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲.測定精度を有してい

ること。

記録確認

系統,購成が完了していること。 υ
記録確認

′/



検査結果

添付資料3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成縦書管圭堰番号 11-12

機査年月RIか ん 3年  r月 /十 日

検 査 場 所 l関西電力株式会社嵐浜発電所

検 査 対 象

核燃料物質(′9取扱施設及び貯蔵施設   
―

使用済燃料貯蔵設イ薦

使用済燃料貯蔵槽の温度、水位及び漏えいを監視する装置

可搬型使用済燃料ピット水粒

(別添 1参照)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統性能検査

・講測範囲確認検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、掘付けされ、所定の性能を有じ

ており、技術基準に適合するもので

あること。

■
記録確認

備考

・目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

ノト



添付資料3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

′    (立 会検査)

成績書管理番号 :i-12

検査年月日 :を飛 3年 /月 /4臓
検 査場所 :関ぬ

‐
電力株式会社扇浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

爾搬型

使用済燃料 ビッ ト水

位 (lLT-65静

系統性能検査

・計測夕盗囲確認険査
別添 2参照 く́

目視

〉`人手▲塗

備考

ノ

`



添付資料 3,4

関西電力株式会社高浜発電所斃 1号機 、使用前検査記録

検査用計器一覧表
成績辞管理番号 :1-12

検査年月日 :澄為 ご 年 /月 /季 日

、検査項目 検査用話器 管理番号 測定範lと盛 測定矯度
校正年月日

有効期I長

r薦 を

計測範囲

確認検査
鋼製巻尺

2つ/♂寄夕と

2'2/.えず

以下余白

′ア



核燃料物質の取扱施設及び貯藤施設

臀そ争屋脅暮曇母姦掘緑髯掻奮阜婁程携
あたつてti、 次の事項

びユ職えいを監視する楽置の名称、種類寸計翼範囲、取付簡p

＼
釣

(注 1)既工手計画書に盟載がないため盟載の適正化を行 う。4段内容は、段|十日書による。

(2/2)

二

n

〈予01
(1・ 2号機

共用〉)

な喜 き

ン

おt

0～轍00■測■抵抗件
脅    床

経    名

磁  百  を

系

く

脱

イラ

の

の

号

E.し ,31.99峰

ツ

水綸欝静化累携

善

上

(ラ イ ン 名 )

E
つ

号

の"

電渡賞

氷位検出暑

e,L424.蹟L讚   置   旅

謹 ホ 防

Bフ を,■21.備

E.と ,Ⅲ320,

クロー ト式
求位検出尋

可像型使用済熔科
ピット水位

変 更 後変 更 前

1使用済務
―
いトビット■歳

|         (A監 廟)

1控用済構掛ピット水位

i  (広 墳〉

墾
諄

ユ

（
ユ
＼

ユ
）

（
鵡
き
』
ヽ

ぬヽ
ふ
題
Ч



＼
ぶ

EL m

ごだ、′3

ZT4'ご

zど 、θ4

ぇJ、 ′ど

2ri/イい

表示値

SA監視操作盤

20,66～21.34

EL m

31,66～32,34

28.66-29,34

25,66～ 26。 34

22.66～23.34

許容誤差範囲

SA監視操作盤

23.00

21.00

標準値

32.00

29.00

26.00

ll.707

模擬入力

0,707

3.707

6,707

9,707

※ 1:SPDS表示値の許容誤差範囲はEL21!00m未満とEL3Z O伽超過において表示機能上の許容誤差がないことによる。

標準入力

工学値

EL lll

32.00

29.00

26.00

003.2

21,00

備 考

検査対象

(Tag No)

可搬型

使用済燃料ビッ

ト水位 (lLT… 653)

一ヽ一、
ト

暴
ミ
ヽ
嵐
Ч



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要額 書番 丹 :原規規収第 1610071号 99

成緞鶴管理番号 :卜 18

令和 S tt Z月

原子力規制委員会



使用自t検査成績書

ユ 発電所基 藤l西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請 検査中請一覧表のとおり

3検査期麒 自  令禾母 え 年/2月 2え目

至  令和 ど 年 2月 2日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料 使用講検査記録

成績書管理番号:1-13

/



検査申請書番号

(申言昔F等月日)

関原発第 299号 (平成 28年 10月 7樹 )

関原発葬,434号 (平成 30年  3月 20日 )

関原発第 46号 (平成 30年  4月 20日 )

関原発第 202号 (平成 30年  7月  4樹 )

関原発第 259号 (平成 3()年  3月 20日 )

関原発第 415号 (平成 30年 12月  5困 )

F″霞療莞第 504号 (平成 31年  2周  1日 )

関原発第 512号 (平成 31年  2月  6爵 )

関原発第 532号 (平成 31年  3月 18餌 )

関原発第  3号 (平成 31年  4月  4日 )

関原発第 68号 (2019年  5月 16日 )

関療発第 1'15・号(20と 9年  6月 24日 )

関原発第 204号 (2019年  3月 23日 )

闘原発第 478号 (2020年  1月 23爾 )

関原発第 510号 (2020年  1月 31掛 )

関原発第 542号 (202C年  2月 26日 )

関原発第 609号 (2()20年 3月 24日 )

闘原発第 20号 (2()20年 4′月 7H)

関原発第 236号 (202´ 0年 8月 21日 )

成績書管理番号 ,1-13

検査申請二覧表

上記以降の変更を検査中講書の変更中講により確認し表中に違記する。

2



検査結果二覧表

成績書管理番号 :1-13

皓

特記事項

◆ じ

検査立会責任者 鼎

持貴凩浄、予 主任技術者

齋潮タサrダ
テてVと癖VT席

原子力権畿検査官 學

ユ14多 災男

検査結果

た

検査年月日

灌彬侍え等
/Z月 ′え日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :1-13

:検
査年月日 :浴ん 2年

'Z月
′え 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項                             I

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査中請壽 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をする工事のエ

程、期日及び場所が申

講書 どお りであるこ

と。

記録確認

工事計画の認1可番号の

記載が通切であるこ

と。

記録確認

/



添付資料 3-生

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 二l一 と3

検査年月日 :々ん 2年 メ2月 ええ 目

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

幹
'請

者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図画等が準備されていること。 用歳

'等

確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること,    f          
―

記録確認

系統構成が完了していること。
立会/

爺

館ヽ



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

 ヽ                    成績書管理番号 :i-13
｀
             検査年月日 :な赤′2年 ノZ月 2え 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

使用済燃準:貯蔵槽冷却浄化設備

ポンプ、主配管 |

別添 l参照

検査項日 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

・スプレイ検査

系統性能検査

・運転性能検査

設備及び機器が工事計肺iに従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。     
イ

え
鳳視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の群,質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 iTユ ー3-12ё l

√



別添-1(V16)(今和 2年 12月 22日 )

鵡ヽ と勝ケノ療の取扱魁設及観的開上鯨費

れVl:水型発ヤ脚:鴻tr'力 地 訣にイ系る(ぅ のイこあっては、次グ)11可 f

4 使用済認朗↓担f,卸i冷去|1浄億設備に係る次Fノう甘可t

(2)ポンプの名称、種舞t、 容量、揚F≒七又
'lllttti圧

力、最,晩使用圧ノヅ、最高r吏用イ亀i度、主要下!法、材料、個数

及ぴIttril葡げ,itπびに″剤嚇幾のf蓬婚i、 出力、鰤級 びIMサ筒戸▼

・可搬型

(11事の言「,hiで

')1憩
可 原規脱発第 1606104号‐ ｀

1勺勉 8在騨 月1011認占∫)

.   (1/2)

歩:覚 揃 変 更 後

名 称

種 頚

容 ti(Ⅲ
止

mと デイェr停 |

脅|‐ 盛  圧  ん
.― 十

洋11)ぉ

最 r苛 ,逮 ナtと ,す|ノ す・ !'
1ヽ1)a

最 高 使 用 温 度・ ■21
奪

十小
デヽ
イ
オ

吸  ,ム  ロ 任

吐  歯  ,1 任 ‖1破

一
〕

猾lЯl

上
空
寸
法

一ゴ
:ltfli

」凸 |(

車 iltr 全 長 m‖

帝| 両 全
言
膊

車 両 高 さ innl

本||
ケ ー  ン テ ゲ

す固 数

送水菅
=「

Fi)

ぅ
マ
ず巻 ,形

次・ i― ●サイ
‐
:瓦 く

タ



変 更前 変 更 後

ポ

ラ/

ブ
取 付 鶴 ガi

原
動
機

種 類 デ孝一ゼル機関

「射 カ kw r畑

1'1 2(十備 1(と 。2号機共璃))

取  付  簡  所 ポンプと1司 と

(イ li t)

(注 E)

(注 3)

(ウエ4)

(注 5'

(注 6)

(座 7,

(注 B)

鰤1冴ミ1 (2/16)  (今 ボロ2寄三12ナ1 22日 )

(2/2)

辣 子 '夕F冷ムp系 統施設 tr)ぅ ち募杵常用真「1心 冷却設備 その鮭燎 子静 ユ11水 設備、原 子炉冷却系

崩:施 設め うち蒸 気タ ービテゲ)購 紙識 TH及 び原 子炉催卍1施 設の う1,用 1カ 低減設繊そ√,他

グ,安 全設備 (格納容器安全設捕 )と 兼井ll

叢六事故筆時にお rす るlⅢⅢ_用 時の値

核燃料物資ゲ,取 被施設及び貯蔵施設の うち縫鳩済然料貯蔵槽冷却浄化設備 (使 1掲 病燃

料 ビント⌒げ)注水)で使鶏する場合の ll白

チ京 F炉 冷郵系統施設 t′ 〉うち非常汁l炉 ′r、 冷却設鯨そ 7》 僅原了炉注水設lド帝で使用する場合

r/参 値

原子炉格触施設い うち圧力低減設縮その勉め安全設 l苗 (路 納容絡安 全就鱒,で 使用す

る場合 rttl値

原子炉冷当f系 統施設 lア )う と,黙 気ター trン のμ付属融鶴で使用する場合 l万)値

公駒t値                            !｀

核燃料物質ヴみ験ほ施設及 Oミ 科1歳施設ゲ)う ち錠馬済黙栂貯成轡冷漁
'浄

化設艤 (榛:用 済盤

帯 ■・ィ ト,、 のスブレイ)で使用する場合の値

アウ トリガ最 大張錦舞キア,■:静1空幅(注 C,,

′

次γ‐t― ジ任統 く



彎

`可搬程

MP(1

mm

llJll

朗11

na

需 籠

吸  込  口  径

変 更 前 変 更 後

ネ i駒 〔 送水車 i`I工 ‐
'

うず巻形

変更な し

rl: 出  チヤ  ,メ)イ
1ヽ1) MPa

手
に

主
要
↓
法

ボ

7
で

m臆

主

一

∵
ヽ

類

オ黄

”尚

容

f重

吐  幽  口  笹

量・ 主)I

車 両 令 長

||■

“

イヤ

“

I

最 高 l't肝 圧 ノ)

最 I瓦 使 癌 淵 度

(工事の計画の変更認可 原規規発第2002192号 令不陀範 月19日 認斡

11,メど)

避
募

岸
（ぐ
μｅ

（
〓＞
警

馬
す

蔦

れ
Ｎ
】
コ
）

次べ
=ジに続く



変 更 後

変更な し

変 更 航

ディーゼル機碑

り ■ t

ポング を同 じ

m,コ

韓m

krィ
メ
欄

1匿 教

取 付 箇 ,チF

鞣
動
機

温 殉

ヽ
も

(|イ 2)

I注 ユ1原子ぽ冷却系統絶駿げ)う ちⅢl常 畑炉心冷堀1設備その他原子炉注水設備、原子郎冷虫I系統施設の うち幕気タービンtつ |け属設備及び

原子炉格納施設 (′ううち肝力低減設備その他げ)安全設備 (格納容器安全設備,士 兼用

次ィく―ジに絞く

導
一義
ユ

（熊
卜
Ｃ
　
（↓
キ「
一一
博
お
ぃ
滓
Ю
勘

囀
に
こ
）



ヽ
＼

(薩 2)予備ιF)ロノ司イ造化をイJう j既ェ事計 lttf讐 (平成お0年 8月 6れ 付け原規採発第18鶴063号
|こ て認可)|1記載の送水車3台 (2台 (予備 1

台),つ うち、1台 を▼′機 とするふ

(注3)本設備は記載T'適正 fと のみを行 うものであり、手続き対象外である、

(注 1,重大挙!故導H守 にお tす る1吏同時げ〕値

(浪5'l吏用済燃料貯蔵柑冷却津化設備 (使用済燃料 どントヘの羞水)で使用する場合の値

(注6)原 Tヽ 炉玲却系統施設じ)う ち非常用炉心冷却設備そ7)他原 Tヽ 炉注水設備で使用する場合の値

(註 TI原キ炉格納施設ぬ うち圧力 l氏減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)で使用する場合の値

(ギ LSI原子炉冷却系統施設のうち蒸気タービンの附属設備で使用する場合の値           i
(注9)会称値

(注 10,使用溝燃料貯鷺槽冷却浄化設備 (使用済燃料 どットヘめスプレイ)で使用十る場合の値

(注 11,ア ウ体Jガ最大張出時 6「う車両全幅

(渡 12)記較の適正化を行 う→F廷 工事計画書には「2(予備l tl・ 2号機共用))」 と記載

(注 13'記載υ〉適と化を行 うゃ暁I中:計画書には 『

を認穀

導
一郭

ド
（聖
Ｐｅ

（↓
誉
博
↑

弾障
と
博
蒔
「じ

次ベージに続く



＼
持

可搬覚 11/3)

変 更 後

変更な し腫 類 うず巻形

変 噴l 前

巡水市

(1・ 2号機共用 )

送水車

(1・ 2,3,4号 機共用 )

(■
1

(捜 1,と ,

称幕

吐 農 1土 力 (和

“
十

m・ /h/個量
tと

|`

一
４
ン

プ

MP私

容

澄
帯

静
ぐ

♯ｅ

（こ＞
営
日
ギ

馬

工
膊
膊
一こ

次rく_ジに続く



丹叫泰1(7/16)(今下l12イ li 12月 22H)
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別添 1(S/16)(令和 2年 12月 22日 )

（櫛
ｉ“
）

運
　
載
　
報

↓
苺
燃
黒

”４．
　
ぼ
　
郎

冨
筆

く
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ャ
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含
響
卜
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引
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八
装

| 1

型

チ
】

1 |

1  懸愚撃

筵

願

笠
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鰹
更
ふ
１
て
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|

(注 1,原子炉冷却系擁施設の うち非常用炉心冷典1設備そば〕他原子'榛 差水設備、原子炉冷却系統施設の うち慕気タービンα)附属設備及び

韓子炉格納施設 T】 うち圧力低減設備その他の安全設備 (格納本器安全設備)と 兼用

(注 |)予備の明昨∵ヒを行 うⅢ既■れ:計 画普 (平成30年 S月 6日 付け原規規た第1808063号 i二 て認可)に 記載の送水車3台 (2台 (予備 1

青))♂ )う ち、1台 を予備 と十る(

(注3)重 太事故等時にお 1す る使用時の恒

(注4)使用済燃料婚厳槽冷却浄fと 設備 (使 用済燃料 ビットヘ?)注水)で使用する場合の鮫

(注神 原子沖冷郷系統施設 C'つ うち非常用炉 !と 冷ヽ坤設備その他原子飾注ホ設備で使用する場合の値

(イ 1161原子始格納施設の うち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器賞査設備)で使用する場合の値

(れ
''原

子炉溶却系統施設の うち本気ター ビン(/)鮒 届設備で使用するよ場合げ)値

(注騨 公称値                                  マ

(注9)1号機 又は 2号機で1吏用する場合の値

(江10'a持機又は4号機で使用する場合 (′)値

(注 ll,使用済燃料貯蔵構玲却浄化設備 (使用済燃料 ビットヘプ〕スプレイ)で使用する場合の値

(注 12,ア ウ トJガ最大張出時の革停i企中島

(注 k3'記裁め適正化を行 う。班正事計画書には 「2(予備1(1・ 2弓 機共用))」 と記載        、

(注 11)記載の適 正化を荷 う.よ
I九 工事計画書に1:k

と記載 選
郭

ド
ぐ
騨９

（↓
営
憎
、下
馬

れ
博
爵
駆
）



ヽ
ヘ

4 使婢棚 射爾槽冷去的 に係る次の事項

(7)麹罐管の名称、最高使用圧力、最高使用1般、外径、厚さ及び材料

・ 鯉 (工事の計画の認可 _原規規発第16皓104号 平成器年6月 10日認可

導
一一郭
騨含
窯
牌ｅ

（◆
筑
【一尚
奇
，，‐
学博
泣
や
憎
〓
）

変  更 後

取付箇所

保管場所 (|ド I il

取付繭所

材   料厚    さ

(lllm)

/

●111

件   径

(mm)

i lllぢ
i

‐

最高使用

温  度

(℃ )

■  上l

‐

最高使用

圧  殉

( IヽP秩 )

(■ に
')

送水車送水剤

・■hぶ∵ス

r名 稗

使
用
済
盤
掛
貯
蔵
構
冷
却
浄
化
設
備

変 棄前

次ベージ|と続く



(工事の計画の認可 平成28年6月 10厨 認可)

r

〕ギ 材   料
★
む件   径

取付箇所 :

保管場所
(注 |→

'と

,(江 空)

士固最
　
圧

最高使用

温  度カ

使 用

称名

使
用
済
燃
料
計
媒
槽
冷
却
浄
化
設
備

送水車  .

送水用bホ ース

変 更南

＼
ヽ

次ページに続く

甚
一郭

ｋ
重
れ
９

（
こ＞
ゝ
一一時
命
〓
Ｎ
近
礎
博
団
）



躁管場所 と料

(,,ュ TI

取付箇所

取付 箇所
■
こ

(mllll〉

'∵

! 材  料外   径

最高使用

温  度

(〔 (|)

最高使用

圧   力

(MP■ )

使
用
済
燃
料
灯
藤
柑
冷
却
沖
化
設
備

スフし/イ ヘ ッダ

変 更前

＼
踊

(注 1,

1注 2)

(ユi3)

Ⅲ二1,

tと S,

(注 6)

(注 F)

(渡 8)

(注 9'

の の の

童大事故等時における使用時の値

メーカにて規定する呼び径を示す→

メーカ仕様によるもtr,と し、完成品として一般産業晶、ア)規格及び基準に適合する蔦)の であって、11と用材料の特性をとい口水まえた上

で、重六事枚等時における使用肝 乃及びf費用温度が貞荷された状態に薄いて強度が確保できるものを使用する.

当該 ホー ス
■卜 ( 以上を保管す る。

本数に つ́lγ て` !土

当該ホース1卜

本数について1ま 当該ルー トで最民 tこ 鉄設 した場合の記栽

放水砲寸法 (公称値):た て 3,300臓 m、 横 2,200mm、 1葛 さ 2,090mm

当該ルー トで裁民に敷設 した場合の記載

置
郭

ス
牌曖
洋９

く
）警
膊
載

苺

近
艦

〓
）

以上を保管す る争

次ベージに続く



(注 10)

(逮 〕〕)

(注 I也Ⅲ

(注 iS)

(イエ11)

(注 15)

(ユ i1lTゝ )

(注 lT,

t(注 lS,

公称値

当該設や畑胎 (必 要台数)以上を保管する,

1・ 2・ 3t4号 機共痛
`r)予

備は、 3号機設備である。

原 子炉冷却系統施設 ,)う ち非常用炉心冷却設備そ
`ア

)他原 了‐炉注水設備、原 子炉冷却系統施誠の うち幕気タービンの附属設備

及び原 卜庫格納施設のうち圧殉低減設備その他■)安 全設備 (格納容器安全設備)を 兼用

当該 ホース|ト 以 監を保管する。

本数に才)い て1ま 当該ルエ トで最長に敷設 した場合の記載

当該ホーP棒 以 れを供管する。

スプ レイヘ プ_ダ本体 の材 料

葛該設や電胎 以上を保管する。

湘ヽ

遭
募

只
牌鯉
Ｐｅ

（↓
譜
〕
常
篤
湧
鶴

コ
）

次ベージに統く



取付箇所
外 程

名

(注 J9)
最 高最高ド再最 高

材料 個数   取付曽所集  称
外 径

く常1

変 更 後

厚 さ
材料

■
む一好

変 更 前

称1儀掘 循選個数
使用 1使用

圧力 温度

時
⑤

(工事計陣ユ軽微変更届出 関原発第121号 和咤30年5月 24日 届出)

涯
郭

一
（
一ミ
滓
ｅ

（
Ｅ＞
営

雨
↑

蔦

工

囀
蒔
一
こ

炊ベージに続く



取付簡蔚員文村僅所

変 更 前

(4
最高 1最

材料
使用 I使用 1外径 1厚 さ

圧力 1温度 |  |

変 更 後

名   称

最高

使用

1温度
名  称 耳さ

1材料椙撃
J

外 径
個数

(と 13)| (前頁か らの続 き, (前貞からの続き) (強 更からの続き) (前 更からの続き)

取付箇

使
用
首
燃
料
貯
蔵
槽
冷
却
沖
化
設
備

送水車

送水用

使
用
湾
燃
料
貯
藤
構
冷
却
浄
化
設
備

ホース

■旧
遭
郭

岸
含
毀
騨９

（↓
携
一一に
、一ド
】肖
れ
ヽ
博
Ｅ
）

彰
ヽ

次ベージに続く



(注 10)公称値

(津H)当諌設皓   (必要台数)以上を保管する。

(連 12)1・ 2,3・ 4暑機典用霊〉予備は.3号機設備である。

(注 13)原子炉冷却系統施設の うち非常用炉心冷却設備そ t')他原子炉注本設備、原子炉冷去「系統施l‐殻♂)う ち蒸気タービンの購属設備

及び原子炉‡毎納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

(連 16)

(注 17)

(注と8)

(注 19)

(注20'

当該ホー帯

スプレイ■ンダ本体の材料

碧該設齢

実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規員ll改正に係る道I化

最長に敷識した場合の本数   
｀

以上を保管する。

以上を保管する。

僧
Ｗ

澄
辣
只
牌戯
岸ｅ

（◆
彗
画

，

蔦

れ
障
博
一↓



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 13

再

特記事項

尋 t

検査立会責任者 騨

瑣 任技術者

ざれ
'77/が

ン修移諏賄確

原子力縫畿検査官 卑

彪
‐永 箸

検査結果

夜

検査年月日

令不RZ年

/・2月 2S日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

共通事項        ―

成績書管理番号 :1-18

検査年月爾堵蒻酔 2年 ″ 月 23H

検 査 場 所 i関西電力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使漁競検

査申講書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q゛ 一

検査 をする工事の正

程、邦I剰 及び場所が申

講書 どお りであるこ

と。

記録確認 Q・
二

工事計画 (ノう認可番号の

記載が適切である こ

と。

記録確認 Q―

2/



関西篭力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :1-13

検査年月日|:ノ群稗 二年 ノ2月 2,日
検 査 場 所 :関西電力株式会社蔵浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申講者の品質記録が準備されてい′,こ と. 記録確認 Θ・一

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Q―
検査用計器が校正されており有効期番.里内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。     
′

記録確認 良・(Э

系統構成が完了していること。
i立会/

鰯 Θ・―

オ



検査結果

ュ                             添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

(三号検査)

戒績書管理番号 :卜 18

検査年月日 :1弥 2年 /2月 2と 日

!                   検 査 場 所 :関西篭力株式会社蔵浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

蒸気ターどンの附属設備

主配管 別添と及び別添 2参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

・通水検査

設備及び機器が工事言r画 に従い製作

され、裾付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

孜
題視

爾

備考

・記録石窪認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※ )によ冷c

※ 適合性確認検査歳績書の識別番号 I TI-3-0003

どう



原子
蒸

炉冷却系統施設
‐

気タィビンに係るものにあつては、次の事項
2(が焉薬蕪:標 r衆躍霧聯に野る次?事事

イ 主配管の最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

仲
肖

・常設

(次ページに続く

(1と 71

SUS304TF

(注 G,イ

SUS304TI

材   料

〈注5)

40

(よ 3.

9.3

(注 3.6.

9,3

(注 3,7)

267.4

(注S16,″〕

267.4

最高使用 |

温  度外

(℃).(mm) (mm)

径 厚   さ

0

最高使用

臣  カ

(MPa)

変更な し

変更なし

変 更 後

称名

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

SuS304TP

(注 4'

材  料

STPT38

STPT33

(注い

9,3

(mm)

厚   さ

(注 争)

7.1

(澁 3)

9,3

(注 0)

267.4

(mm)

外  径

(,ヤ 3)

165,2

267.4

(43)

最高使用

温  度

(℃ )

40

(注 2)

0

最高使用

圧  カ

(MPa)

復水タンク

タービン動補助

給水ポンプ

(と 』

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

変 更 前

称名

（↓
麟

〕
常

岸
Ｎ
ｈ

〕
∞
コ
）
　

瀬
こ郭

牌

（｝＼
誤
）



特
洸

変 更 後

材   料

(注6)

STPT38

(注 6)

SUS304TP

厚   さ

(Elm)

(澁 3.6)

9.3

//

7.1

(注 3.6)

9,3

/
9.3

/

最高使用
.

温  度外  径

(℃)|(IШ B)

(と ,6)

| ウ67.4

1  /
1 165.2

(脇)…
~置

:,ぁ

40  -
267,4

/
267f4

/

最高使用

圧  、カ

(MPa)

(注 3)

0

集 称

変更なし

蒸
気
タ
1

ビ
ン

の

附
属
設
備

変 更 前

材  料

最高使用

温  度外 径 |厚   さ

(℃ ) (■m) (mm)

最高使用

圧  カ

(濯a)

名 称

(I」 :】

復水タンク

タービン動補助

給水ポンプ

蒸
気
タ
I

ビ
ン

の

附
属
設
備

（◆
営
〕
＝

ド
囀
れ
中
∞
コ
）

瀬
」郭

Ｐ

（ω
＼
］
９



変 更 後

材   料

変更なし

〔注t,1

S25C

くとも
'

S25C

厚   さ

(lll:■ )

(注じ,7〕

(最小 )

(注 6)

(最小)

外   径

(mm)

(洋 3,6.T)

(差 し込み

部の内径 )

61,1

(室 3.0)

(差 し込み

部の内鶴

61.1

最高使用 最高使用

圧  力 縄  度

(MPa) | (℃ )

変更な し変更な し

(注岳) 〔注4〕

3518.0

(注 S, (注 3)

8.0    351

名 称

蒸
気
タ

|

ビ
ン

の

附
属
設
備

1  変更な し

変 更 前

材̀  料

(産 24〕

STPT38

STPT38

くとと22)

STPT370

厚   さ

(nlin)

〈注a,24〕

5.5

(と■)

14.0

t澁 3,定 2)

11.0

外  径

(lttl)

(注 1,24)

60.5

(遠

“'

165.2

(上 g,22)

165.2

最高使用

温  度

(℃ )

291

最高使用

圧  カ

(MPa)

(農 ,0〕

7.48

名 称

(,I!20〕

弁

(lAS」 10SA、  B)

タービン動

補助給水ポンプ

蒸
気
タ

I

ビ
ン

の

附
属
設
備

僧
や

(次 ベージに続 く)

（↓
拙
重
博
載

｝
ω
ｈ

憎
ω
コ
）
　
瀬
患
卵
滓

（ぎ
さ

じ



変 更 後

材   料

(注 S,T)

STPT38

(注 1)

STPT370

(注 6〕

STPT38

く,■ 6〕

S25C

仰_‐  さ

(B‖1)

くとお,S,1)

11.0

(,3,7)

11,0

(注 3,0)

11,0

/
8.6

(渡 6'

‐   く,1,3)

8,6

/
(最小)

高使用

力

(ⅥPa)

高使用

名 称

(℃ ) (出m)

〈注4,S,

165,2

(注 3.

165,2

(と 3,こ )

165,2

/
114.3

tttS〕

変更な し
8.O 351

(注 8,

114,3

/
(差

61.1

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

変 更 前

材   料

最高使用 最高使用

温  度

(℃ )

圧  カ

(MPa)

外   径 厚   さ

(Inm) (■ば猛l)

名 称

(■ 2●〉

弁

(lAS-10BA、 B)

タービン動

補助給水ポンプ

蒸
気
タ
キ
ビ
ン

の

附
属
設
備

”
も

(次ページに続 く)

（
↓

誉

囀
常

岸

時
滋

日

０

コ
）
　

泄
葦

卵
牌

（ふ
＼

誤

）



●
ゝ

変 更 後

材   料

(46〕

STPT38

くと6)

STPT38

STPT370

(注倒

STPT38

厚   さ

(■lm)

(と a.6)

11,0

/
7.6

(温 3.S'

ユI.0

/
11.0

/
m.o

〈ha,

11.0

/
H.0

/
11.0

(注 $.ⅢⅢ

11.0

/
11.0

/

外  :径

(lnlll)

(澁 3,S'

165.2

/
89.1

(注 3,6)

165,2

/
165,2

/
165.2

く注3)

165.2

/
165。 2

/
165,2

(注 3.8)

165,2

/
165。 2

/

最高使用

温  度

(℃ )

(滋 S,

351

最高使用

圧  カ

(ⅥPa)

(注 S,

8.0

名 称

変更なし

蒸
気
タ

|

ビ

ン

の

附
属
設
備

変 史
‐
 前

材   料生ェ)+(汁
最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

くと20〉

弁

(lAS-108A、 B)

タービン動

補助給ホポンプ

蒸
気
タ

|

ビ
ン

の

附
属
設
備

（↓
誉

呻
常

岸
中
通

Ю
け
コ
）
　

単
曇
募

牌

（銅
＼
謡
）



与
Ⅳ

変 更 後

材  料

変更なし

く
'71

SじS304TP

(滋 t'771

StS304TF

(とこ
|

SUS304T「

厚   さ

(剛 )

(注 3,付

9,3

く世 3,0´ イ)

9.3

(注 3.S〕

9.3

/

9.3

/

7.1

外   径

(mHl〉

(れ
=ィ

?〕

267.4

(1↓ 3.も ,7〕

267.4

(注 3.S)

267.■

/
267.4

/
165.2

最̂高使用

温  度

(℃ )

(注 3)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

〔注 3)

0

名 称

〔工8)

復水タンク

復水タンク

出日配管分岐点

蒸
気
タ

|

ビ

ン
の

附
属
設
備

変 更 前

材   料

(

||:劇 |lf七二剤0 40

最高使用

温  度

(℃ )

外   径 厚   さ

(lⅢn) (l■m)

最高使用

旺  カ

(MPa)

名 称

(F■ 1)

復水タンク

復水タンク

出日配管分岐点

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

（↓
む

時
常

岸
囀
れ

中
∝
亜
）
　

瀬
工
郭

牌

（０
＼
謡
）



“
ω

(次ペー に

t'と 0,■

SUS304TF

SuS304Tl

くと,

材  料

(mI独 )

F早   さ

(澁 81S,η

711

(注 3,C

7,ユ

/
6.0

最高使用.

温  度
1外

(℃ )  (alu,l)

径

‐ 1 165.2
(浪 5ィ

   (注 3,6)

165,2

/

114.3

40  1

(注 9,S″】

(選司

0

最高使用

圧  力

(MPa)

変更な し

変 更 犠

称名

恭
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

変更なし

材  料

{遠 24)

StS304TP

(れ 4〕

SUS304TP7,1

ttta〕

(mm)

厚   さ

く注1,14〕

6.0

(ml臓 )

外  ノ径

(滋■,p4)

114.3

(注 9,

165.2

最高使用

温  度

(℃ )

40

(洋 2)

0

最高使用

圧  力

(MPa)

復水タンク

出日配管分岐点

A電動補助

給水ポンプ

(こ と,

変 更 前

称名

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

（↓
営

時
翁

牌
情
ｈ
中
∝
コ
）
　

渤
二
郭

牌

（『
＼
囀
９



変 更_後

材  料

(注 61

SuS304TF

最・高使用 |

温  度外  径

(℃ )  (mm)

厚   さ

(mttl

(■ 3,6) くとa,6)

(澁 S)|

165,2

/

165.2

/

7.1

/
7.1

/

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注岳Ⅲ

0

名 称

変更なし

蒸
気
タ
I

ビ
ン

の

附
属
設
備

変 更 前

材  料

最高使用

l量  度

(℃ )

外 ヽ 径 周巨f  さ

(題銀,) (剛 )

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

(選 1〕

復水タンク

出日配管分岐点

A竜動補助

給水ポンプ

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

好
々

（↓
拙
Ｈ
博
常

岸
中
翫

呻
ω
コ
）
　

「
二
郭

岸

（∞
＼
〕
９



Ｃ
坪

変 更 後

材   料

変更なし

(注 6′ ″J

StS304TP

(注 こ)

SUS304TF

SuS304TP

厚   さ

(nm)

(注 3,GJ■

7.1

(注 3.S)

9.3

/
7.1

(産 $〕

7.1

/
7.1

/
7.1

外  径

(■ l:l-1)

く注3,6.?)

165,2

(雄 0,`)

267.4

/
165.2

(注 3)

165,2

/
165.2

/
165.2

最高使用

l晟  度

(℃ )

(注 S)

40

最高使用

圧  カ

(MPム )

(注 5)

0

名 称

(注 a)

復水タンク

出日配管分岐点

B電動補助

給水ポンプ

人日配管分岐点

蒸
気
タ

1

ビ
ン

の

附
属
設
備

変 更 前

材  料

(こと4〕

SUS304TP

外   径 厚   さ

(IIlm) (Ilul)

潮
(注 3)

7.1

最高使用

温  度

(℃ )

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

0

名 称

(と 1)

復水タンク

出日配管分岐点

B電動補助

給水ポンプ

入 日配管分岐点

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備 （↓

営

円
載

岸
博
油

呻
∝
□
）
　

岨
工
募

牌

（０
＼
誤
）



敬

変 更 後

材   料

変更な し

(追 S,T〕

SUS304TP

(柱筍

SUS304Tr

(農 卜)

SUS304TP

厚  `さ

(dlla)

注ヽと,6,7,

T.1

〔津 3.6)

7.1

/
6.0

(11:3.6)

7.1

/
7.1

/

最高使用
|

♀屋  度1外  径

(℃ )|(1:順 Il)

(温ユ、6,7)

165,2

て注 3.6〕

165_2

/
114.3

(注 3)

(ユ li3,C)

165.2

/
165。 2

//

最高使用

旺  カ

(MPa)

0

名 称

蒸
気
タ

|

ビ

ン

の

附
属
設
備

変更な し

変 更 前

材   料

(注 24)

SuS304TP

(れゞ

SCS304TP

外   径 厚   さ

(■日1) (■ llB)

(虚 1,P4,

6.0

くれ9

7.1

最高使用

温  度

(℃ )

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(江夕〕

0

名 称

(iと ,】

B電動補助

給水ポンプ

入日配管分岐点

B電動補助

給水ポンプ

蒸
気
タ
ト
ビ
ン
の
附
甚
設
備

（↓
営

中
常

∵
］
通

囀
∝
爾
）
　

削
工
郭

岸

（る
＼
〕
９



変 更 後

材  料

変更な し

(注 ,ヽす〕

STPT42

〈注あ,7)

SUS304T?

(tと 引

SUS304TF

(ユiS〕

STPT42

厚   さ

(ELil)

く注a.s,T〕

11.1

(れ 3,6.T)

11.1

(と 3,6〕

ll.l

/
ll.1

〈注a,6)

11.1

/
11.1

/
11.1

外   径

(Inttl)

〔滋1,i.″〕

114.8

(注 3.6,T)

l14.3

(慶 3.6)

114.3

/
8819

(よう.6)

m4.3

/
114.3

/
114,3

最高使用

温  度

(℃ )

(注 S)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 5,

15,7

名 称

蒸

気
タ

I

ビ
ン

の

附
属
設
備

変更な し

変 更 前

材   料

STPT42

(注 11)

SUS304TP

厚  さ

(IIEl)

(渡 a)

11.1

(れ 3)

11,1

外   径

(■ lln)

(注 3)

114.3

(注 3)

114.3

最高使用

温  度

(℃ )

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(rr lo)

15,7

名 称

(↓ 9)

電動補助給水

ポンプ

電動補助給水

ポンプA、 8

出口分岐点

蒸
気
タ
I

ビ

ン

の

附
属
設
備

工事計画本文 (原規規発第 1606104号 _平成 28年 6月 10日  認可)

彰
Ｗ

（か
転
ヨ
Ｎ
ｎ
‐‐‐
岸

時
れ

博

∝

Π
）
　

瀬
垂
謝

｝

（
Ｅ

＼
Ｃ

９



工事計画本文 (ヽ関原発第 121号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

り
】

（↓
替
］
常

牌
博
れ
Ｎ
ω
コ
）
　

導
工郭

牌

（蔦
＼
誤
）

変 更 後
(   |

径 1厚  さ

(D凛)|(mm)

材 科

変更なし

最高使用

臣  力

(MPa)

名 称

蒸
気
タ

|

ビ
ン
の
附
畠
設
備

変 更 前

材  料

STPT42

SuS304TP

(注 ?〕

STPT42

(滋 T〉

SUS304TP

SUS304TP

STPT42

名 称

1最高使用

1圧
 カ

|(MP五 )

外 さ

(mm)

114.3 ll.1

10

|

114.3 11.1

t注 9,7)

11.1

|

(注a,7)

Iユ `1

(

11。 1

/
11,1



皓
も

変 更 後

材   料

変更なし

(清 611

STPT42

(江う〕

STPT42

くとGI

STPT42

厚   さ

(覇lm)

(れ 3.6.F〕

11.1

く注a,劇

11.1

/
1i.l

(と 3,S〕

11.1

/
11.1

/
11.1

外   径

(tam)

(注 3,S,7)

88,9

(柱 と,は ,

ユ14,3

/
88.9

(注 a.6)

83.9

/
88.9

/
88,9

最高使用 1最高使用

圧  力 1温  度

(MPa) | (℃ )

(注 5,| (連 S)

15.7      40

名 称

慈
気
タ

|

ど
ン

の

附

属
設
備

変更な し

変 更 前

材  料

(注 1

|

(荘紳

15.7 40 11,1 STPT42

外   径 厚
｀
 さ

(mm) (mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最・高使用

圧  力

(MPa)

名 称

(農 12)

A電動補助給水

ポンプ

出口分岐点

B電動補助給水

ポンプ

出口分岐点

蒸
気
タ

|

ビ
ン

の

附
凧
設
備

（↓
営

時
常

岸
呻
沌

Ｎ
い
コ
）

ｕ
工
郭

ド

（お
＼
ゞ
）



変 更 後

材  料

変更な し

(注●

STPT42

(注 6)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当)

厚    さ

(llm)

(洋 3.6)

ll.1

/
11.l

(注 6)

9.7

/
9,7

/

イ注3)

(ll.1

/
11,1

/
-)

外   径

(IB阻 )

(注 3.6)

i14.8

/
88.9

trr3,6刃

88。 9

/

88.9

/

最高使用 最高使用

圧  力 温  度

(ra). ‐
(℃ )

(rェ寄〉 (と )ヽ

16.7 40

名 称

蒸
気
タ

|

ビ
ン
の

附
属
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

(注

‖ |

(

利
(滋

tiw2lS,7 40 88. ll,1

最高使用

温  度

(℃ )

外  径 厚   さ

(甑阻) (嗣m)

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

ヽ

8篭動補助給

ポンプ

出口分岐点

及び

電動補助給水

ポンプ

出口連絡管

分岐点

蒸
気
タ
!

ビ
ン

の

附
属
設
備

弁 (lFW-550

A、 R、 C)

代
じ

（↓
誉

Ｎ
■

μ
時
れ

円
ω
ｍ
）
　

莉
工
辣

臣

（〓
＼
誤
）

(次ページに続く)



＼
＼

変 更 後

材   料

(注 |

STPT42

犀   さ

(lB:阻 )

(■ 3.6)

11,1

/

/
li.1

外   径

(■ょla)

(注 3,S)

88,9

/

/
8819

最高使用i最高使用

圧  力 |ユ晟  度

(wa) (℃ )

(注 S)|

15,7 1

(注
“
)

40

名 称

蒸
気
タ

|

ビ
ン

の

附
属
設
備

変更な し

変 更 前

材  料

最高使用

温  度|

(℃).

外 径|厚   さ

(ml鳳 ) (航)

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

11■ 1引

、ヽB電動補助給永

ポンプ

出口分岐点

_及 び  ‐

電動補助給水

ポンプ

出口連絡管

分岐点

弁 (lFW… 550

A、 B、 C)

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

（か
誉

Ｎ
引

牌
Ｎ
遜
］
ｃ
閣
）
　

讚
工
募

岸

（３
＼
誤
）



変 更 後

材  料

変更なし

(注 6.刊

STPT42

(注呵

STPT42

(滋う〕

STPT42

厚   さ

(:nl■ )

(江 3,6.T〕

11.1

(濠 4,Sl

11.1

/
11.1

(注 3.d

13.5

/
11.1

外  径

(mm)

(れ 316,7〕

88.9

(湊 3.6)

114,3

/
88,9

(注 3.S'

114.3

/
88,9

最高使用

温  度

(℃ )

(佐 S,

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

〔逮 〕ヽ

8.6

名 称

変更なし

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

変 更 前

材フ 料

(歳 I

弁 (lFW-550

A、 B、 C)

及び

弁 (lFW…ぢ56

A、 B、 C)

3.6 40 88,9 11,1 STPT42

弁 (lFW-550

A、 B、 C)一

及 び

調ド(lFV-556

A、 B、 C)

下流合流点

外  径 厚   さ

(mm) (H盟 )

最高使用

温  度

(℃ )

名 称 カ

(MPa)

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

で
，仲

(次ページに統く)

（◆
胡
コ
〕
常

牌
］
溢
Ｎ
∝
口
）
　
瀬
薫
卵
Ｐ

（ふ
＼
誤
）



こ

変 更 後

材   料

(渡 C,

STPT42

厚   さ

(mm)

(出 3,S)

11.1

/

11.1

/

外   径

(Hlm)

(注 a,s)

88,9

/

88.9

/

最高使用

温  度

(℃ )

(連 5)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(選 S〉

8.6

名 称

蒸
気
タ

|

ビ
ン
の

附
属
設
備

変更なし

変 更 前

材  料外  径 厚  さ

(mm) (mul)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

(■ 11

薪許(lFW… 550

A、 B、 C)

及ぴ

弁 (lFW-556

A、 B、 C)

弁 (lFW-550

A、 B、 C)

及び

弁 (lFW-556

A、 B、 C)

下流合流点

蒸
気
タ

|

ビ
ン

の

附

属
設
備 （↓

営
日
載

牌
Ю
れ
呻
ω
コ
）
　

瀬
工
郭

岸

（葛
＼
践
）



ぐ

変 更 後

材  料

変更なし

くとこ.7:

STPT42

くれT〕

STPT410

(ユ ):む〕

STPT42

厚   さ

(ml■ )

(注 3.67〕

11.ユ

(洋 3.T〕

11.1

(旗 3.6)

11,1

/

11.1

/
11.と

最高使用

温  度

(℃ )

外   径

(I口 m)

(注 ,,S,″

114.3

(注 3.

114.3

(

(濠 3.

114.3

/
114.3

/

114.3

8.6 40

殿高使用

旺  カ

(MPa)

名 称

変更なし

蒸
気
タ

|

ビ
ン

の

附
届
設
備

変 更 前

外  径

(Inll)

厚   さ 材   料

(mm)

(注 a)

|

1 1 STPT42

(注 3.23)

1.l

(奮 23)

STPT410

最高使用

温  度

〈℃)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(r▼ lo)

8.6

名 称

(と ,引

弁 (lFW-550

A、 B、 C)

及び

弁 (lFV-556

A、 B、 C)

下流合流点

弁 (lFW-562

A、 B、 C)

蒸
気
タ

|

ビ
ン
の

附
属
設
備

（↓
替

Ｎ
常

牌
Ю
減

Ｎ
∞
コ
）
　

れ
工
郭

騨

（塙
＼
］
じ



蛉

変 更 後

材   料

変更な し

(,S、 ■

STPT42

(江 ,

STPT42

(注∫

STPT42

(注
`

STPT42

厚   さ

(ml■ )

くユ■OS,1】

14.3

くどと3.S〕

14.3

/
11.1

(濾魚,`〕

14,3

/
12.7

(｀三a,6)

14.3

/

14.3

/
11.追

外   径

(Hlm)

(れ 3,6.′〕

168.3

{農傷.6〕

168.3

/
88,9

(濃 3.6)

と63.3

/
141.3

(注 3,6)

16S。 3

/
16813

/
88.9

最高使用 ,最高使用

圧  力 1温  度

(MPa) | (℃ )

くとS, (と S)

4012.3

名 称

蒸
気
タ

|

ビ
ン

の
附
属
設
備

変更な し

変 更 前

材  料

STPT42

厚   さ

(mm)

(注 3)

14.3

外  径

(m租 )

(注3)

168.3

最高使用

温  度

(℃ )

40

最高使用

旺  カ

(MPa)

(注 tO,

12.3

名 称

(江 16

タービン動補助

給水ポンプ

弁

(lFll-553A、  B)

及び

弁

(lFW-558C)

上流

レジューサ

(6X3)

蒸
気
タ

|

ビ
ン

の

附
属
設
備

（↓
暫
〕
爺

牌
呻
溢

〕
∝
璽
）
　

Ｍ
ｉ
郭

岸

（３
＼
誤
）



材   料

(注 6,1

STPT42

く注 t

ASTM

A105

Gr I

(S25C

相 当 )

(れ)

厚   さ

(注 316.ケ ,

11,1

9.7

/

9.7

/

(11.1

/
11.1

/
-)

(産 Si

て注a,

(mm)

外   径

(註 3,S,刊

88,9

88,9

/

88.9

/

(と |,付

12.3

(注岳)

40

(注 5)

最高使用 最高使用

圧  力 温  度

(MPa)   
｀
(℃ )

変更なし

変 更 後

称峯

変更なし

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
展
設
備

材   料

最高使用

温  度

(℃ ) (mm)(mm)

厚   さ外  径

最高使用

旺  カ

(MPa)

i二ねil40:112

弁

(lFW-553A、 B)

及び

弁

(lFW-553C)

上流

レジューサ

(6X3)

弁 (lFW-556

A、 B、 C)

(注 1″

変 更 前

称名

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

侯

(次

（↓
営

博
令

牌
閂
通
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∞
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朴
や

変 更 後

材  料

(淀倒

STPT410

最高使用1最高使用

圧  力1温  度

(ra).(℃ )

外   径 厚   さ

(ェ ltB) (Ilm)

(譴E3. (陛 3.6)

(注 )ヽ|

12.3

(注 あ)

89.1

/

89.1

/

11.I

/
ll.1

/

40

名 称

蒸
気
タ

|

ビ
ン

の

附
属
設
備

変更な し

変 更 前

材  料外   径 厚   さ

(ll‖ Il) (皿m)

名 称

(LL II)

弁

(lFW-553A、 B)

及び

弁

(lFV-553C)

上流

レジューサ

(6X3)

弁 (lFW-556

A、 B、 C)

恭
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備

（↓
誉
］
＝

牌
］
沌

Ｎ
∝
コ
）

削
工
郭

μ

（淫
＼
誤
）



ミ
跨

工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日  認可)

(注 1)記栽の適正化を行 う。既工事計画書には「復水タンク～補助給水ポンプJと 記載

(注2)記載の迫正化を行 うと既工事計画書とこは「2kg/cm2G」 と記載

(注3)公称値

(泣4)記載の適工化を行 う。既工事計画書には「STPT38」 と記載

(注6)重大事故等時における使用時の値

(注6)本設備は既存の設備である。

(注7)エルボを示す。                                         ′

(注3)非常用炉心冷去J設備その他原子炉注水設備及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼

用

(注9)記載の適五化を行う。既工事計画書には「電動補助給水ポンプ｀分岐点とと記栽

(注 10)SI単位に換算したものである。

(注 11)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「STPT42こ と記載

(注 12)記載の速正化を行 う令B猛 工事計画善には 「電動補助給水ポンプ出H連絡管」と記載

(建 13)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「分岐点～弁 (1-FW-550A、 B、 C)」 と記載

(注14)記歳の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (卜FW-550A、 B、 Cゝ 556A、 8、 C)～ 合流点」と記載

(注 15)記載の道正化を行 う。既五事計画書には「合流点～弁 (1-FW-562A、 B、 C)」 と記載

(注 16)記載の適正化を行 う。Bた五事計画書には rタ ービン動補助給水ポンプ～レジューサ (6X3)ど と記載

(注 17)記栽の道正化を行 う。既工事計画書には『レジュ∵サ (6X3)及び分岐点～弁 (1-FW-566A、 B、 C)」 と記載

〔注虫8)記哉の適lH化 を行 う。既工事計画書には 「制御弁 (1-FCV-478、 48d、 498)出 口谷流点～弁 (1-畔 -520Aゝ B、 C)Jと 記栽

(注 19)本設備は講載の適正化のみを行 うものであり、手続き対象外である。 ｀

(注20)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「主蒸気管A、 C分岐点～夕ニビン動補助給水ポンプ」と記載

t注21)エルボについては管と同等以上の厚 さのものを選定する。

(注22)STPT38同 等材 (STPT370)八の取替えを行 う。

（
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営
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「工事計画本文 (原規規発第 16∝104号 平成 28年 6月 10日 認可)

(注23)STPT4之 同等材 (STH410)への取替えを行う。

(連24)既工事計画書に記載がないため説載の進重化を行う。記載内容は、設計園書による。
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る

工事計画本文 (関原発第 121号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

(注 1)記載の適正化を行う。既工事計画書には「復水タンク～補助綸水ポンプ」と記栽

(注2)記載の適正化を行う。既工事計画書には「2kg/c阻 IGJと 記載

(注3)公称値                      ‐

(注4)認載の適正化を行う。既工事計画書には「STPT38」 と記載

(注5)重大事故等時における使用時の値

(注6)本設備は既存の設備である。

(江7)エルボを示す。     ‐

(注8)非常用炉心冷去p設備その他原子炉注水設備及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と兼

用                      、

(注10)SI単位に決算したものである。

(注 12)記載の適正化を行う。既工事計画書には「篤動補助給水ポンプ出口連絡管」と記載

(注 13)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～弁 (1-FV-550A、 B、 C)」 と記栽

(注 14)記栽の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (I―FW-550A、 B、 C、 566A、 B、 C)～合流点」と記載

(注15)記載の適正化を行 う。既正事計画書には r合流点～弁 (1ギV-562A、 B、 C)Jと 記載

(注16)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「タービン動補助綸水ポンプ～レジューサ (6X3)Jと 記載

(注17)記載の適正化を行う。既工事計画書には『レジュ=サ (6X3)及び分岐点～弁 (1-FW-55SA、 8、 C)」 と認載

(注 18)記栽の道正化を行う。既五事計画書には「制御弁 (1-FCV-478、 488、 49o)出 口合流点～弁 (1-郎-520A(B、 C)」 を記載

(注 19)本設備は記載の適正化のみを行 うものであり、手続き対象外である。

(注20)記載の道正化を行う。既■事計画審には「主蒸気管A、 c分岐点～タービン助補助給水ポンプ」と記載

(注21)エルボについては管と同等以上の厚きのものを選定する。

(滋22)STPT38同 等材 (STPT870)への取替えを行う。

(逮23)STPT42同 等材 (STPT410)への取替えを行う。

(逮24)既五事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、設計図書による。
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検査結果二覧表

成績書管理番号 1卜 13

盈

特記事項

丁3ヒ

検査立会責任者 卑

主任技術者

下」イラ″,'´ギンとた阪″房

原子力権懇検査官 學

M 八 著

検査結果

R

検査年月日

令和 2年

/2月 2す日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
!   

共通事項
成績害管理番号 :1-13

検査年月日 :″今騨 み年 /2月 2む 日

検 査 場 所 i関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査中請書の確認                     '

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用浦検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準捕されてい

ること。

記録確認 Q―

検査をする工事のエ

程、期日及び場所が申

請書どお りであるこ

と。

記録確認 IQ■

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

「
記録確認 Q―

縦



添付資料3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :卜 13

検査年星日 :冷春9乙 年 /之 月 £́傘 園

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

石窪認事項 確認方法 糸歯詞棄 備考

申譜者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q・ 一

必要な図面等汚ヾ準備されていること。 図面等石後認 Θ・エ

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ることっ

記録確認 Q・ エ

系統構成が完了していること。
立会/

爾 Q・ ―

針



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :卜 18

検輩年月日:φ浄 2年 /2F2,日
検 査場所 :関西竜力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設   |
使用済燃料貯蔵柑冷却浄化設備

ポンプ

主配管

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

容器

房ll添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

・運転性能検査

れ速水検査

・容量確認検査

設備及び機器が工事計画に従VY製作

され、据付けされ、所定の性能を有じ

ており、技術基準に適合するもので

あること。         ・

負
目視

鰤

備を

・記録確認は,工事詩題に基づき中講者が行った試験・検査の用:質記録 (※ )による。

来 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-8～0658(その 1)、 Tl-3-OS55     _

すJ



即1添 1(1/13)(イ討不日2年■2月 25日 )

原規規発第 1606104号  平成28年 6月 10日 認可
核燃料物質υ)取扱施設及び貯粒施殻

力u圧 水型発電用原 F炉 施設に係るものにあつては、次の事「資

4 度用済燃挙1貯蔵 l曽 冷封〕浄化設備 tと 係 る次の事項

(2)ボ ンアゲ
'名

称、種類、容量、揚程叉は咄:出 圧力、最高 l`こ 用圧 力i最高使用温度、主

要 ■法、材料、 l園 教及〔メ取付箇所並びに原動機げ)千重類、出力、 lttl数 及び取手ヽ1鶴所

'可搬型                                    (1/2)

次ページ′ヽ続く

名

様 壊

μ容 量
`■

か ヤ h/1臣 |

甲t出 圧 ノす(ケ iJ ＭＰａ
　
　
　
　

ＭＰｔｉ
　
て
一
　

削

最 高 使 用 圧 が け

最 高 使 用 温 度
r.卜か

ポ

ン
プ

F及  込  日 径

主
要
寸
法

車  両  高 さ i  浴I嗣
一材

料 ケ

l固 数  |

変更前 変 更 後

送水車 l'l tⅢ

すク



(注 1)

(注 彦)

(遠 3)

(注 4)

(注 5)

(注 b)

(▼笠7)

(注 8)

(注 9)

男::添 1(2/13)(令和2年 12月 25日 )

(2/2)

原子炉冷却系統施設の うち
'信

常用炉 Jと 冷ヽ却設備そ l′,他 原子炉注水設備、原子炉冷却系

統施設 T)う ち蒸気ター ビンげ)鮪 属設鱚及び原 F炉格納施設す)う ら圧力r,そ 滅設備そσ)他

イブ)安全設備 (鶴納容器安 全設備〕を兼用

重人事故等時における使用時い値      ｀

核燃料物質チブ,取 扱施設及 び貯蔵施設
')う

ち使用済燃料貯蔵構冷却浄化設備 (使用済黙

料 ど'ッ ト′、♂)注水)で 使用する場合の値

療ヤ‐炉溶却系統施談 t′〉うち非常ナ千弓炉心冷却設備そ (プ ,他原 子炉注永設備で使用する場合

イノ)(直

原子炉格納施設ぬ う

'多

征力低減設備そθ)他 ば)安■設備 (格納容器安全設鱗)ぐ使用す

る場合ブ)値

原子炉冷紳系統施設の う
'′

慕気夕・・どンの附属裁館で使用する場合(ブ l値    
｀「

公称値

核燃掛物質す)取 扱施設及び貯蔵施設σ→うち使用漬燃挙″貯巌憎冷却浄イヒ設備 (健用済然

料 r.ッ トす、イメう入プ しイ)む l毎 黒する場 合イプ,値

イウトリザ最大張出埓▼,嘉 爾■幅

変更講 変 更 後

kW/1圏

ディーゼル機関

2(予備 1(1・ 2移機崇用))

ポツプ と同 じ

歳 付 箇 所

付 箇

縫
　
出

l固

真文

ポ

ン
ダ

嫌
動
機

所

教

類

カ

きρ



男|;添 1(3/13)(令和2年 12月 25日 )

原規規発第 18〔)3(X'3号 平成 3()年 8月 6周 変更認可分

性林 群物 H,,μ l,It範 泄 及 tド叶 でrt施 渋

加旺 水■ St常 用 衆 了 l卜 綽 i→ 十降 う :,ア
'「

「ノ,,て と よ /1事
'貫

l l事 出 テキtrド ,,Fェ 極構 ril'世 l,fし 挫備 十二係 4秋 ヴ,■ 1寛

(2)′ェ■ ノィィ 駒、ィ千二奪i さ■  勝 避 k,た
'1出

万1ブ
,、 最 主 lチ

,4,I「 カ

年働 ⅢⅢ整ヴナ手と二i 演
', 

手嗽 及 び l「1付 歯所

,ar腱 埋

最 1再 it 41造II士 と奏 寸 法
'「

十 1い 1身ケk FOフ 付 l苗 ●I tt tチ Ⅲ

(1/″ )

ポ

一
・
ツ

卜

聖
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法

イて 株

額

機

往

査  t イを

tii m.れ イ蟻

C

「
 径

ヽ
】

一ド
一

甕 QH~

盛ホ 車
f

うJ・ 各膨

叫  til 旺  力 '〕  ‖臓ュ

最 I常ilだ 用「ニ ノ, 1河

最 高 f吏 月 濃 藍 f・
'

一　

　

　

　

両

方

一　

　

打
［
　
車

(2ア 2)

変更前 蛮  更  後
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賞

■
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ド

苧 両

一
面

　

・

高

|フ   〉/

幅 帥
　
　
　
耐

古
，

　

ケ /

陽

一

敦

ボ

■
プ

貌 付 鴻 ,i 査 'tt生

群 狛

力

牧

励

原
助
礎

:L

慢

取

'H」

ι十  犠

2(F鶴 1(1.2;磯 4・‖))

澪|ン ノと日 It

リ



●1け

(注 2'

(庄 毬)

(|■ .1)

(注岳〉

争とと́6)

(義 F)

(注 8)

(癌 9)

別添1(4/13)(令和2年 12月 25日 )

原子,冷チ学糸庶範繊′ゝう
'′

非常痛´心冷郵設齢そ
'〕
他猟 F炉注水設備、療 手炉幹虫子系子売施設の う=)無 気タービンのF付昂投埼及

び標■炉格納施設イアデ〕与「ヒカ18政設練そ″),1″ )安 tl髯寛常 (格 γn容ヨと安全殺驚〕と葉チB  ,

臨入事弦等時におけるl蒙踊a,ァ,熊

核燃料物女1か 取搬施設斃げ貸〉頬れ設σ,う ち1吏 潟療燃料貯機種
=ゝ

却す争能.■

=編
t使 用斎燃李,ど ット′ヽT)止 ネ)tlt環 ｀

'も
戦合f分領

l承 子炉論蜂系純施設′,心 ち非常郷抒i心 冷却縦続そ′,他 原千炉社ホrttl網 で使た島1る 場合′,値

療チ′,李寺鶴茫殻♂〉う用子わl干滋波摘モゲJttσ )玄 全繊嬢 (祥f徐 容器安全!茂 備)■ 笛購サる場合,'侵

嫌子″丁,冷理系統純識の うう察気ター猛′ンの附磯設備で使用する善きイアァイ食

公格慎                                                i

核酪卜I功賀い故撮施議及びけ藤抱繊め うす再l亀 躍ィ算熟科貯改穏冷却浄 |ヒ 設備 (使 鋼満燃料 ビットヘす)Aプ レイ)で優
'日

井る場合

r,ジ /蓉         !
イウト,メ/最 大銀熊埼の l=飼 企 こヽ                ,

ど沙



別添1(5/13)(令 和2年 12月 25日 )

原規規発第 2002192号 今和 2年 2月 19日 変更認可分

,f船聖 〔ritI)

ポ

テ

イ

名 斡ヽ

監 重

布 盈

卜lPⅢ

皇` と ,1 1 〔 f々

迷水中

吐 器 圧 カ

番水 撃

11・ Z'お '4号 畿 共用 ,

4夏 なと

(2′ '3)

'｀

 更 れ 狩 史 粧

最 高 使 用 圧 力 “
I

最 高 l.だ 用 l工 」を・
押

'た
 込  ヨ  終

吐 出 口 俸

一
■

　

■

横

　

　

一一
厨

　

曲

た
　
　
　
高

．
中

　

Ｌ

■
営
寸
湊

ポ

ン
プ

犠

ヒ

蜘

山

唖
転

車

一
ケ

一材

料

憎

櫨

さ

グ

次ページ今続く

丁/



別添1(6/13)(令和2年 12月 25口 )

(`,3)

を 可 離
`

4 茸 イを

アィー″,ァ 1ヽ隣η

(手 1岳 1:| !

験 抒 鶴 4千

象   |■   秦   嚇

kト
ーf許

|

敢鶴

雄

　

■

項
　
勇

ホ

ウ
イ
ブ

旅
帥
韓

ボ〕′/4 flビ

1洋 1)ド チFF冷却柔構注講(アⅢⅢ〉サ)柱4劇 抄 ドィ冷駕設備とう■1環 子炉漢水設常 i藤 子′√'治 却泰碇立講r,為 を,=気 | ヒンめ

'I「

囁讃舗及び

蠣 rf「 路前塩設″ク今!,イ Iiノ I蝋減叢毎そ″l催 ¢
'ダ

全讃 I稲 {幣 、11審 毬′↓安全波備)た 役′科

争T2)子 lF賄 ,)明 壺

'す

ヒ■47う .疑 ,I事 市す由l審 (辛 主30年自らド瑠付
'掠

ll'軽 髄拝;ユ 早0脇い島|}tiて 把耳
'た

招粒ザテ碁水車れ台 (″ 台 r十 鈴 1

ご,,)の ぅ士. 1脅 t千 備 を■る.            ′

Iユ 時,強 代事故幸持tiヱ iす もl'''崩 特′′Ⅲr際

イ注け 竹癬 iれ 総朴離'棲 播洛輝rれ す竹静備 (旋 轟許
“

卜ヽ「iン ト′ザ)と 本」f機 虜1る 境とめ憶

trィ ら,棟 ■
'p冷

AIヽ 流花設イいう11■ 常漏孝jホ

'Ⅲ

其I護 嬌1′ よ控努1■ F注 水設療 〔渋 手`ll'わ 粉をて′イ
tr

t'L碑 殖 十炉帯■Ч施般りう
',歴

ん,tl成 津蕉そ?,他ザ,安 全詫鶴 (絡 ,げl斉 器変令識伴嶺〕 〔=性 【獨ギ4為 ,1サ ,l険

(注 71蹂 子炉給即示硫範設 ′
'｀ うII林 玉タービヤイ1晴囁設偏 ぐl事 贈→る場を′ヽイ漁

(溝 B),モ イ、は

tた9, ユ■任、又:|!移 機で使用 す
‐4鳴 合,,逆

け上1'|お ;柱こ■:1■ 号疑 t縫 lllす る場合の li亀

t'111)イtr需 斎体十11″ 懐摘冷斉1や イh古 備々 (睫 用歳燃ft'v卜・ アツスノレイ, t'イ えlll i/,特 合んゼ

営11ツ チヤウト攀″最k祉朗時ツ)荘 ド1令億

韓 1お

'|【

1裁
,ラ適」|:Fと をイ手う。雛T_事鵞1画 これli F(予衛I(1'2矛 ド争4用 :)11ド£拉

(譜ti l)記 較 i′ ,i猟l正 十と41手 う,段ぇ を事どⅢ胸f言 li k

を記較

丁道



原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日 認可

(7)主 酉Ё管の名称 、最高使用圧 力、最高使用温度、外径、厚 さ及び材料

蝋
蛯

保管場所 (注 11'

取付箇断

●
=1)

〔!や ,

(r帝 131

送水車送水用

使
用
済
燃
料
貯
藤
槽
冷
却
浄
化
設
備

(とも,

|

在 P)|

■酢ホース

変更説 変 更 後

名 称

1最高使用 最亮使駐

1圧  力 杜  度

(hiPa)   て=cⅢ

外  径 癖  さ 材  料 取付箇所

(lェIn)  (HHD)

ヨ
募
ス
ヾ
萬
Ｘ
↓
営
時
常
籠
純
既

臣
）



更

厚 さ

(戯触1)

更

最高 最高

使用 使漏

圧力 温度

(MP3) (CC)

外径

(mm)

1 祇!学

'

最高 1最高 |

使用 !使用 外径 厚 さ

底力 1温度
i

(MPa)(℃ )(lnln)(nょIn)

名  称 材料 個数   取付衝 P片 名  1称 材 料 悟l数   取付趨所

使
用
済
然
掛
貯
蔵
槽
冷
却
浄
化
設
備

(■ || |■ i

使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
冷
却
浄
化
設
備

送水室

送水用

B
本 ― ス

変更な し

(次買べ統 く)

氏
資

関原発第 121号 平成 80年 5月 24日軽微変更届出分

遥
募
只
∞
お
じ
（◆
替
囀
常
馬
ｈ
謡

口
）

次ページヘ続く



員ヌ付箇所

(前貫からの続 き)

取付箇所 :

個 数材 料
厚 さ

(mlll)

最高
―
最高 |

使用 !使用 ′ケよ径

圧 力 温度

(卜lPa)|(R3) (mm)

(前 頁か らの続き )

使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
冷
却
浄
化
設
備

か らの続 き)(前

取付箇所

取付箇所 称名材料 個数
外 径 厚 さ

(mla) (I亀斑l)

最高

使用

温度

(℃ )

最 高

使 用

圧 カ

(MPa)

(前買から(2)続 き)

名   称

●f tt:

ホー ス

使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
冷
却
浄
化
設
備

lm

送水車

送水用

各

澄
郭
只
く
あ
Ｘ
ゆ
蟄
時
常
盛
油
誤

コ
）



(注 10)公称値

(注 H)当 著設時   (必 要台数)以上を保管する。      テ

(注 12)1・ 2・ 3i4号 機共用の■備は、 8号機設備である。

(注 13)原子炉冷却系統施設のうち非常用炉,Ⅲ冷却設備そ〔オ)他原子炉注水設備、原子〕炉冷却系統施設のうち蒸気タービンの附属設備

及び原子炉格納施設の うち歴力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

(注 16)

(注 17)

(注 18)

(注 19)

(注 20)

当該ホr碁
スプ レイヘ ノダ本体の材料

当該設巖

実用発電用原子炉の設置、運転等 1こ 関する規員け改正に係る適正化

最長に致設 した場合の本教

以上を保管する。

以上を保管す る。

氏
銚

遺
郭
ス
心
音
じ
（↓
轡
∞載
と
油
誤
コ
）



蝋
】

保管場所 (注 硝)

送水車
|と

=!
くイi望 1- (■ ユ〕 1｀工 I

送水用
爵

lホ ース

取付箇所 :

最高使用 1最高使用 |       _

歴  力 温  度 1外  径 ‐厚  さ

(MPa).(℃ ) |(Illm)  (魔 l■ l)

取付箇所称名 材   料

姿 更 後

使
用
済
燃
料
貯
慮
槽
冷
却
浄
化
設
備

導
一一秀

藩
命

芦
＼
解
じ

（
↓
執
〉
］
爺
♯
囀
れ

時
ω
画
）



へ
常

(注 1)原子炉格納施設のうち圧力低減設備そ、の他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

(注2)童大事故等時における使用時の値

(注3)メ ーカにて規定する呼び径を示す。

(注4)メ ーカ仕様によるものとし、完成品として一般産業品の規格及び基準に適合するものであって、使用材料の特性を踏まえた上

で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において強度が確保できるものを使用する。 i

(注 5)当該ホー引|ト 以上を保管する。

(注 6)本数 について 1ま 当該ルー トで最長に敷識 した場合の記載

(注T)当該ホ
=ス

|ト 以上を保管す る。

(注8)本救については当該ルー トで最長に敷設 した場合の記載

(注9)放水砲寸法 (公称値)ェ たて 3,800mm、 横 2,2001ttlln、 高さ 2,090111耐 (注 10)公称値

(注 11)当該辞hJい (必琴台数)以上をl暴1管する。

(注 12)1・ 2"島 '4号機共用の予備は、 3号機設備である。

(注 13)原 幸炉冷却系統施設の うち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備、原子炉冷却系統施設のうち蒸気タービンの附属設備

及び原子炉格納施設のうち歴力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

(柱 14)当該ホT引|ト 以上を保管す る。

(注 15)本 数については当該ルー トで最長に数設 した場合の記載

(注 16)当該ホー
掛 以上を保管す る。

(注 17)ス ブ レイヘ ンダ本体の材料

(注 18)濃 該設幡
以上を保管する。

選
辣
兵
馬
＞
じ
（↓
営
中
常
蔦
沌
］
翰
コ
）



丹ll添 1(13/13)(令和2年 12月 25日 )

(2)容器(′)名称、種類、容量、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法く材料、個数及び

取付箇所

以下の就備の予備 lk、 疑存ゲ,3号格発設博 (3号鴨及び 4号腱共用)で r伊,り 、本工事計画で 1

号機、 2号機 、 3号機及び 4号機共用をする。

'可 l殿型

(註 1)虫大事故等時における使用時 rノ )l直

(注2)公称値

(注 3)1・ 2・ 3,4号 機共用イメう予備 1土 、 3号機設備 ←あるゥ

変 更 前 変 更 後

名 竹Ⅲ 仮設組立式水憎

撤 頼 組立式水博

容 量 ⅢⅢ HIr個

最 高 l屯 用 圧 力 'こ
F 大気圧

最 高 使 用 農 度
(と 1' ℃

主
要
寸
法

直 径 nllll

高 さ 阻MIl

材
料

フ    レ ム

ァヽ ト

観 数 2i4y,

取 付 衝 所

〆テ



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 18

さ

特記事項

τごし

検査立会責任著 写科

琴手魂毎単染iげⅢⅢ術者

ヾ1 一デ'デ ンを1生好イ常絶

原子力施農検査官 卑

著|、 ふ 笠

検査結果

良

検査年月日

令和 θ 年

/月 /♂日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
イ

成績書管理番号 il■ 8

検査年月日 :ノ分浄′も年 ノ 月 ノ″ 目

検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申講書 (変更申講を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ⑧・二

検査 をする工事の正

程t期 目及び場所が輩

請書 どお りであるこ

と。    |

記録確認 Θ!T

工事計画の認占手番号の

記載が適切であるこ

と,

記録確認 Qi―

″



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

.                成績書管理番号 :卜 13

検査年月自 iノ濁神 a年 ノ 月 /魔 目

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

中誇者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ⑬ ―

必要な図面等が準備されていること。 図画等確認 Q・ ―

検査知辞,器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 ⑬ ■

系統構成が完了していることG

立会/

∽ Q・ 下

染



検査結果

 ヽ                              添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

.       成績書管理番号 :卜 13

検査年月開 :倉和 患 年 / 月 ノ′ 樹

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

蒸気夕rビンの附属設備 ‐

給水ポンプ(原動機、貯水設備、給水処理設備 ィ
1   .別

添 I参照

検査項目 判定基準 検査縮兵 検査方法

系統性能検査

。容量確認検査来Ⅲ

設維及び機器が工事言

'脚

iに従い製作

され、糠付けされ、所定σ)性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あることっ

黄
日視

鰯

備考

・記録確認な、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識好ll番号 :ri-3-0502

※ 1房げ添 2参照

姑



工事計画本 文 (原規規発第 1606104号 (平 式28年6月 10日 認 可 ))

原子炉冷却系統施設
蒸気タービンに係る )ヽの にあっては、次の事項
2 蒸気タービンの附属設備に係る次の事項
(3)給水ポンプの種類、原動機の種類、出力ゝ取付箇所、貯水設備の種類ゝ容量及び個数並びに給水処理設備の種類、容量及びlttl数

(1/2)

滑
埒

容 登 1注A, n3/個

最 高 使 用 底 が 注1・ 6)

最 高 使 用 温 度 (班 1'鰤

底 板 厚 さ

補助給水ボンプロ及込管台外径

補助給水ポンプロ及込管台厚 さ

ブ ロ ー 管 台 外 後

管 台 厚 さ  lШ l

タンク補 給水入 園管 台外径

タンク補給水入 口管 台厚 さ

興 マ ン ホ ー ル 外 径

側 マ ン ホ ー ル 厚 さ

側 マ ン ホ ー ル ふ た 厚 さ

mm

隠m

mm

臣lm

mm

mm

IllI農

mm

mm

mm

工と二l

℃

厚板月岡

内

屋  根  板

ブ  ロ

fと に
'  月同

式 (注湖

径 (注 7,

全 T島

主
要
寸
法

厚   さ

復 水 タ ンク (直分

類

名

種

変 更 後

称
(洋 い 復水タンク

たて置関筒形

変 更 前

遭
頚

ユ

全
孟
）

（↓
替
ω
常
一
れ
高
口
）



別添 竜 (2/2)

(令和3年十民18日 )
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(令 翻 2年 嗚 :す149鶴 )痛 II添 2(嗚 /2)
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検査結果一覧表

成績書管理番号 l卜 13

ヽ
拗

特記事項

すし

検査立会責任者 看程

会 え 移 主任技術者

ボイ,デ イタrを
ヽ
レと期 石

原子力魏農検査官 卑

よI猫多災舜

苛 永 そ

検査結果

癸

検査年月日

令和 じ 年

z月 2日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項         i
成績書管理番号:1■ 3

検査年月日:神 δ年 2月  2 日

検査場所:関顧電力株式会社高浜発鍔所

検査前確認事項

使用前検査申講書の確認

活密認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用講検

査申講書 (変更
',請

を

含むき)が準備されてい

ること。

記録確認 ①・一

検査をする工事♂)正

程、期日及び場所が中

講書 どお りであるこ

と。

記録確認 Q。 一

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。     
 `  ´

記録確認 Q一

．一一一一一一
一
一
一
二

一

一タタ



添付資料 3‐ 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管弩里番号 :卜 13

検査年月民 :◆浄 怠 年 2月 2 目

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること. 記録確認 p_

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 ① ,下

検査用計器が投正されており有効期卜長内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 Q―

系統構成が完 rしていること。
立会/

鰯 Q―

か と〉Ⅲ



検査結果

 ヽ      添付資料3=2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号i卜 13

,          検査年月日 :今
～
e年 之 月 ヵ ロ

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発
を
通
,所

検 査 対 象

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設ヽ

原子炉冷却系統施設

原子炉格納施設

使用済燃料貯蔵ヽ11冷却浄化設備  、

非常用炉心冷却設備その他原子か:注水設備

蒸気タービンの附属設備    ´

圧力低減設備その他の安全設備

ポンプ             別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統性能検査

・運転性能検査

設備及び鵜器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ておりi技術基準に適合するもので

あること。

災
目視

記録確認

縮考          ′

`記録確認は,工事計画に基づき中講者が行った試験・検査の品質記録 (X)による。

※ 適合性確認験査成績書の識浄子藩号 :Tと -3■ 205、 Ti… 8-0556(その3)

″ /



別添1(1/2)(令 和3年 2月 2日 )
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別添1(2/2)(今和3年2月 2日 )
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1関
西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要 領書番 号  :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :1-14

今力2年 /2月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日、   自   令和 之 年′2月 23日

至 ! 令和 2年′之月2と 日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   ′典査結果一覧表のとおり

6検査結果   ,検 査結果す覧表のとおり

7添付資料    使溝前検査記録

成績書管理番号 ,1-14



検査申講書番号

(申請年月日)

関原発第299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原寿第434号 (平成30年  3月 20日 )

関原発第 46号 (平成30年  4月 20日 )

闘原発第202号 (平成 30年  7月  4日 )

関原発第259号 (平成 39年 8月 20日 )

関原発第415号 (平成30年 12月  5目 )

関原発第504号 (平成 31年  2月 .1目
)

関原発第512号 (平成 31年  2月  6日 )

関原発第582号 (平成 31年  3月 18日 )

関原発第  3号 (平成 31年  4月  4日 )

関原発第 68号 (2019年  5用 16日 )

関原発第 115号 (2019年  6月 24日 )

関原発第204号 (2019等i 8月 23日 )

関原発第478号 (2020年  二月23日 )

関原発第510号 (2029年  1月 31日 )

関原発第 542号 (2020毎i 2月 26周 )

関原発第609号 (2920年 3月 24自 )

十関原発第 20号 (2020年 4月  7日 )

関原発第236号 (2020年 8月 21目 )

成績善管理番号 :i-14

検査申請一覧表

上記以降の変更を絞査申請書の変更学請により確認し表中に連記する。

え



検査結果嵐覧表

成績書管理番号 :卜と4

“

特記事項

浜ユし

検査立会責任者 幕

余 貴 爺 ゑ 予 アイ
主
1技

術者

∫1'′ ,7ン ピソ多rirラ打衛た

原子力権譲検査営 卑

彪 水 を

検査結果

弐

検査年月日

令和 2年

/2月 23日



添付資料 l

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成織書管理番号 !1-14

検査年月日 :看洩こと 年 ノ2月 2怠 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使濡前検査中請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 l,録考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)力 準`r浦 されてい

ること。

記録確認 Q十

検 査をする工事 のこ

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 Q・ 一

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と.

記録確認 Θ・―

+



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 ;上
「

14

検査年月日 Iノ涌
'二

年 /2 月 23i日

検
｀
査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準構されていること。 記録確認 ⑧・一

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 0・ ―

検査用計器が校正されており有効ダ酬限内である

こと及び必要な測定範囲t測定精度を有してい

ること。

記録確認 良・(∋

系統構成が完 Fしていること。
立会/

鰯 Q・ 一

∫



添付資料3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
―    (三 号検査)

成績書管理番号 :卜 14

検査年月日:務
'2年

/2月 23 日

検 査 場所 :関おlⅢ電力株式会社蔑浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設イ縛

主配管 別添 1・及び別添 2参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

。通水検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され,据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

ヽ

我
日視

∽

備考             ■

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T卜3-O014

渉



原子炉冷却系統施設
加圧水型発電用原子炉施設に係る
9 原子炉補機冷却設備に係る

(3)主配管の名称、最高使
・可搬型

(蒸気タービンに係るものを除く3)にあつては次の事項
事項
力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

の
の
圧

も
次
用

工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日 認可)

→

（↓
掛

】
増

岸
Ｎ
油

〕
∞
コ
）
　

瀬
こ
郭

牌

（洋＼
↓

変 更 後

取付箇所

保管場所 (注働

付箇所 I

材  料厚   さ

(mm)

くと3

外  径

(mm)

(注 2)

最高使用

温  度

(℃〉

(津 r)

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 1)

名 称

B充てん/高圧

注入ポンプ

海水排水用

|ト
ホイス

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更前



変 更 後

取付箇所

保管場所
〔注e)

付箇所 :

材  料厚   さ

(HuB)

(温 3)

外  径

(mm)

(洋 2)

最高使用

温  度

(℃ )

く注1)

最高使用

圧  カ

(MPa)

(,キ ユ)

名 称

B余熱除去ボンプ

海水排水用

ト
ホース

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更前

工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10F 認可)

も0

（◆
譜
∞
常

Ｈ
呻
油
博
∞
園
）
　

市
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（〕
＼
↓



変 更 後

取付箇所

保管場所 (p:

取付箇所 :

材  料厚   さ

(Hlm)

(1に 3

外   径

(mEl)

(逮2)

最高使用

温  度

(℃ )

(注 1)

最高使用

圧  カ

(MPa)

(連 1)

名 称

格納容器募囲気ガス

サンプ ジング冷却水

屋外排水用い

フレキシブルホース

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更前

嗚

工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日  認可)

重大事故等時における使用時の慎

メーカにて規定する呼び径を示す。

メエカ仕様によるものとし、完成品として∵般産業品の規格及び基準に適合するものであっで、使用材料の特性を踏まえた上で、

竜大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において強度が確保できるものを使用する。

(注4)当該ホース■ 本 以上を保管す る。

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注 5)本数については当

(注6)当該ホーネ酢

該ルー トで最長に数設 した場合を記載

（↓
轡

呻
常

岸
囀
れ

時
∽
コ
）
　

瀬
」
募

牌

（い
＼
↓

以上を保管す る。



工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 23年 6月 10日 認可)

(注7)本数については当該ルー トで最長に敷設した場合を記載

(注8)当該本―碁

(注9)当該本一碁

(浅 10)公称値

(注 11)当該マニホール嘔胎

以上を保管する。

以上を保管する。

以上を保管する。

ゝ
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検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 14

鶴ゝ

特記事項

4 レ

検査立会責任者 卑

骨F 主任技術者

潜 ―́,ダ約

原子力麹議検査宮 委科

Ⅲ秀多柔晃

彰 ノ芋＼ 髪

検査結果

え

検査年月日

塗彬傷え年
/え月Zす日



添付資料 1

F,目 西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :ユ ー14

検査年月1:牲毎 2年 ノユ 月 2す 日

検 査 場 所 :関西篭力株式会推高浜発電所

検査舶確認華項    、

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認防法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申講書 (変更申講を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をす る工事のエ

程、期日及ぴ瘍所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。      ′

記録確認

/4



添付資料 3-1'

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 、使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :卜 14

検査年月露 :灌鴻鮨2年 /Z月 2∫ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認、事項

確認事項 確認方法 結果 備考

輩講者の品質記缶まが準備されていること◆ 記録確認

必要な図題等が準備されていること。 圏画等確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定等建囲、測定精度を有してい

ること。     ′

記録確認

系統構成が完了していること。
立会/

鰤

/す



検査結果

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

/渉

ナ  添付資料3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :卜 14

談査年月日:強痣 2年 /2月 2す 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷郵系統施設

原子炉補機冷却設備

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備

原子炉格納施設

圧力低減設備そて
')他

の安全設l溝

ポンプ.主西己管 別添 1及び別添 2参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

。通アk検査

系統性能検査

・運転性能検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており.技術基準に適合するもので

あること。

文
目視

備考

i記録確F忍、は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績審の識別番号 :Tl∵ 3-0129、

Tl-3‐ 0550(そ の 1)、

Tと -3-0550(そ の2)



設 備 概 要

工事計画本文 (原規規発第1606104号 (平成28年6月 10日 認可))
原子炉冷却系統施設

9 原子炉補機冷却設備に係る次の事項

(8)主配管のヽ名称、最高使用屋力、最高技用温度、外篠、厚さ及び材料

・常設

(次ページより記載〕          ‐

ゝ
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選
誦

ユ
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ユ
働
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き
薫
恙
基
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己

変 更 後

材  料

(注 31

34,0 3,4 STPT870

34,0

/

34.0

/

34.0

3.4

/
3.4

/
3.4

STPT370

と,2

(注4

95

(注 3)

34.0

/
34,0

/

3.4

/
3.4

/

STPT370

34.0

/
3,4

/
STPT370

/
34.0 3.4

厚   さ

(mm)

最高使用

温  度

(℃ ) Ⅲ(F
最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

B使用済

燃料ピットクーラ

供給配管分岐点

格納容器雰囲気

ガスサンプ

リング冷却器

格納容器雰囲気

ガスサンプ

ジング冷却器

出日配管分岐点

弁 (lV-45204)

下流側取合点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匡  カ

(MPa)

名 称

渤
豆
郡

ユ

（
Ｎ
＼
ゴ

∞
）

（
ふ
さ
ヽ
恭
雨
嵐
ヽ
埒
ロ
Ч



ヽ
ヘ

変 更 後

材  料

STPT370

厚   さ

(躍田l)

(浅 3.49)

3,4

外  径

(InIB)

(澁3)

34.0

最高使用

温  度

(℃ )

(注強,

40

最高使用

匠  力

(MPa)

(注 4)

0133

名 称

可搬型原子炉

補機冷却水

循環ポンプ

入日配管分岐点

可搬型原子炉

補機冷却水

循環ポンプ

八日接続点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料外 径 厚   さ

(田阻) (mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

歴  カ

(MPa)

名 称

渤
霊
郵
ユ

（
ω
＼
〓

∞
）

（
器
洋
ミ
ゞ
卜
嵐
ヽ
特
島
〕



潤
Ｇ

変 更 後

材   料

STPT370

厚   さ

(■l11)

(速3.49)

3.4

外   径

(mEl)

(滋 3)

34.0

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

40

最高使用

屋  力

(MPa)

(と4)

0.33

名 称

可搬型原子炉

補機冷却水

循環ポンプ

出日接続点

可搬型原子炉

補機冷却水

循環ポンプ

出日配管合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(■lHl)

最高使用

温  度

(℃ )

タト    宅避

(lEIll)

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

瀬
重

郵
工

（
■
＼

ュ

∞
）

（
器
淋

腱
゛
雨
М
Ｘ
ｄ

ヽ



変 更 後

材   料

STPT370

厚   さ

(lI阻 l)

(注 8)

9,3

/

/
9.3

外   径

(mml)

(注 3)

267.4

/

/
267.4

最高使用

温  度

(℃ )

(滋 4)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 4)

1.2

名 称

Aa、 Ab

灘水ス トレーナ

海水供給接続 回

Aa、  Ab

海水 ス トレィナ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(mm)

外  径

(mm)

最高使チ穏

温  度

(℃ )

最高使用

歴  カ

(MPa)

名 称

肖
ゝ

(注 1)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラA、 B、 C～ティ (20X20X16)」 と記載

(注2)SI単位に換算 したものである。

(注3)公称値

(注4)重大事故等時における使用時の値

(注5)本設備はBモ存の設備である。

(注6)五ルボを示す。

(注イ)記載の適正化を行 う。B猛工事計画書には「1次系冷却水ターラ出日連絡管」と記載

(注 8)′ 記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ヘノダA、 B:テ ィ (20X20X16)～ レジューサ (20X14)」 と記載

(注9)記載の適正化を行 う。日猛工事計画書には「レジューサ (20X14)～ 内部スプレクーラ」と記載

(注 10)記載の適五化を行 う。既工事計画書には「ヘ ノダC:テ イ (16X16X16)～ レジューサ (16X12)は と記載

(注 11)当該ラインについては、韮配管に該当しないため記載の適正化を行 う。

(注 12)記載の適亜化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (16X12)～ ティ (20× 20X16)」 と記載

Ｍ
霊
郡
工

（
ａ
＼
工

∞
）

（
餅
さ
Ｎ
ヽ
ゝヽ
溢
Ｎと

】



洵
ド

(津 13)記載の適正化を行 う。既五事計画書には「ヘノダA、 B:内部スプレク■ラ～ レジユーサ (20X14)ど と記載

(注 14〕 記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (20X14)～ ティ (20X20X16)Jと 記載

(注 15)記裁の適正化を行 うε既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ入臓連絡管」と記載

(注 16).記 載の適五化を行 う。既工事計画書には 「ティ (20X20X16)～ 1次系冷却水ポンプA、 8、 C、 D」 と記載

(注 17)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「l次系冷却水ポンプ出自レジューサ (16X12)～ ティ (20X20X16)」 と記載

(注 18)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出関連絡管」と記載

(注 19)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水ポンプA、 D出 園ティ (20X20X16)～ 1次 系冷却水ターラA、 C入 回ティ

(20X20X16)」 と記i故

(注20)記載の適五化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ八日連絡管」と記載

(注 21)記載の適正化を行 う。既工事計画書には rテ ィ (20X2ox 16)～ 二次系冷却水ターラA、 C」 と記載

(注22)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (20X16)～ 1次系冷却水ターラB」 と記載

(注23)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「母管分岐点～余熱除去ターラ (RH-2)A、 お」と記載

(注24)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ターラ (RH…2)A、 B～戻母管合流点」と記栽

(浅25)記載の適五化を行 う。残モ五事計画書には「母管分岐点～冷却材ポンプ (RC-3)A、 B、 Cへの分岐点」と記載

(注26)記載の適適化を行 う。既工事計画書には「戻管合流点～レジューサ (8X6)」 と記載

(注27)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「戻管合流点～弁 (1-FCV一 と241)」 と記載

(注28)記載の適正イLを行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ入自分岐点～弁 、(卜5105A(B)」 と記栽

(注29)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-5105A、 B)～ 1次系冷却水タンクJと 記載                 ⌒

(注 30)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母宅

(注 31)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料ピットクーラ｀

(注 32)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷法田水母宅

(注33)記載の適正化を行 う。既工事計画書には f余剰柏出水クーラ～1次系冷却水戻母管合流点」と記載              N
(注34)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余熱吟■

ポンプおキげ
内部スプレポンプ室空調装置入 鴛

埒
嗣

Ч
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重
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、
ユ

∞
）



沖
儀

(注 33)

(注36)

(遠 37)

(注 38)

(注 39)

(注40)

(注41)

(注42)

(注 43)

(捜 44)

(滋 45)

(注 46)

(注 47)

(注 48)

(逮 49)

(注 50)

(注 51)

同レジューサ (3X2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には トレジューサ (3X2)～ 1次系機器冷却水戻り母管舎流点」と記載      ｀

記載の適正化を行う。雖工事計画書には「よ次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (4X2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～ 1次系機器冷却水母管合流点Jと 記載    :
記載の適正化を行 う。B猛工事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置冷却フイン分岐点～レジューサ

(2Xi 1/2)」 と記載

記載の適笠化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ冷却ライン分岐点～余熱除基ポンプ」と記載

既五事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、設計図書による。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (2Xと と/2)～ レジューす (lX1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には |レ ジュ●サ (lX1/2)～ 内部スプレポンプ」と記載

記載の適正化を行 うと既五事計画書には「内部スプレポンプ～レジューサ (lX1/2)」 と記載

記載の適五化を行 う◆既工事計画書には「レジューサ (lX1/2)～ レジューサ (2Xl 1/2)」 と記載

記載の適蓋化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ冷却もどリライン合流点」

と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl V2)～ レジューサ (3× 2)態 及び 「レジュエサ (3× 2)｀余熱除

去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置冷却ライン合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧雄入ポンプ入回分岐点～充てん/高圧注入ポンプ」と記載       ⌒

記箋森極こ|,こ毎写:最重蟄ま吾§甚程1鼻そ再多瞥皇推入ポンプ～充てん/高圧注入ポ

'プ

出目分岐点」と記載       SI

髯予:豊簸

イ
|を

行う?既手
事計画書には「充下

ん/高圧注
今
Tン

プ出自分岐点～
Fて

々ポンプ室空調装置冷却
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リライン
牟
流
 謙ゝ

記隷の適正化を行う。既工事計画書には「1次糸機器冷去,水母管分岐点～計器用コンプレッチ′、ッケージ」と記載     ヽ
 導

こ

瀬
重
謝
ユ
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五
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(注 52)



】
｛

(注 53)

(注 54)

(注 55)

(注 56)

(注 57)

(注 58)

(注 59)

(注 60)

(注 61)

(送と62)

(注63)

(注64)

(注 65)

(注 66)

(注 67)

(注68)

(注 69)

(注 7o)

(注 71)

(注T2)

(注 73)

(注 74)

(注 75)

(注 76)

(注 77)

記致の適正化を行 う。既工事計画書には「計器用コンプレッサパンケ~ジ～1次系機器冷却水戻 り母管合流点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点学レジューサ (12X6)および (12X8)」 と記載

記載の道五化を行 うと瞬工事計画書には「レジューサ (12X6)～ レジューサ (6× 4)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (6X4)～ レジューサ (4X2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には
'格

納容器循環空調装置～レジューサ (4X2)お よび合流点どと記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (4X2)お よび分岐点～格納容器循環空調装置」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4X2)｀ レジューサ (6X4)及び合流点白と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューす (6X4)～ レジューサ (12X6)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (12X6)お よび (12X8)｀ 1次系機器冷却水戻母管合流点1と 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「海水ポンプ～申間建屋入口」と記載      「

記載の適正化を行 う。既工事計画書には rss41」 と記栽

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「中闘建屋入回～レジューサ (36X30)」 と記栽             :
記載の適置化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (36X30)～ ティ (36X36X30)」 と記載          

‐

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「海水母管分岐点～1次系冷抑水クーラ」と記載

記載♂)適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水クーラ～海水戻母管分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ティ (36X36X24)～ 中闘建屋出口 (埋設部を除く)dと 記載

記栽の適正化を行 う。既工事計画書には「海水母管分岐点～ レジューサ (10X8)」 と記載

記載の適五化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (10X8)～ ディーゼル発電機」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「ディーゼル発電機～レジューサ (12X8)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)i～ レジューサ (16X12)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (16X12)～海水戻母管合流点Jと 記載

STPT38同等材 (STPT370)への取替えを行 う。

STPG42同 等材 (STPG410)へ の取替えを行 う。

記載の適正化を行 う。既 4事計画書には 「STPG42」 と記載

本設備は記載の道五化のみを行 うものであ り、手続 き対象外である。
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・可搬型

(次ページより記載 )
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』

取付箇所

保管場所

取付箇所料材

(mm)(HMI)

厚   さ外  径

最高使用最高使用

温  度圧  カ

(MPa) (℃ )

可搬型原子炉補機

冷却水循環ポンプ

吸水
骨

フレキシブルホース

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更前

渤
重

聖

　
（
ユ

０
＼

ユ

∞
）

（
器
洋
ヽ
き
江
蛛
唖ヽ



Ｎ
式

変 更 後

取付箇所

保管場所 等9):

取 所

材  料厚   さ

(ml■)

(歳す

外  径

(E阻[)

(注 2〕

最高使用

温  度

(℃ )

(滋 1)

最高使用

圧  力

(MPa)

〔注 1)

名 称

可搬型原子炉補機

冷却水循環ポンプ

送水
骨

フレギシブルホース

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更前

遭
諄

ユ

全

ユ
＼

ユ
巴

（
ぶ
く
↑
生臀
ぶ
ミ
肖
）出
Ｎ猾
即
ヽ



材  料

(llul)

厚   さ

最高使用

温  度

(℃ )

(注2)(注 1)

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 l〕

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

格納容器雰囲気ガス

サンプリング冷剖水

屋外排水用lm
フレキシブルホエス

変更前

Ｎ
』

(注1)重大事故等時における使用時の値

(注2)メ ーカにて規定する呼び径 を示す。

(注3)メ ▼力仕様によるもの とし、完成品 として一般産業品の規格及び基準に適合するものであって、使用材料の特性 を踏またた上で、⌒

重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において強度が確保できるものを使用する

(注4)当該ホース1卜 以上を保管する。

(注5)本数については当該ルー トで最長に敷設 した場合を記載

瀬
重

聖

　
（
ユ

”
＼

ユ

ω
）

焼
き
ヽ
ど
ｗ
述
及
ｄ

】

(注6)当該ホ■ス酔 以上を保管す る。



(濃7)本数については当該ルー トで最長に敷設 した場合を記載

(注8)業該ホー

(注9)当該ホー

(津 10)公称値

神
骨

(注 11)当落マ■杢―ルト
静

以上を保管する。

以上を保管する。

以上を保管する。

肖
式

瀬
霊
都
ユ

（
ユ
ω
＼

ユ
ロ
）

（
じ
卜
ヽ
朴

雨
れ
ユ
∬

」



工事計画本文

(別表第二及び工認ガイ ド改正に伴 う書類の提出 平成30年2月 7日 )

原子炉冷却系統施設

9 原子炉補機給却設備に係る次の事項

(9)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

・可搬型

(次ベージより記載)              |

『
０

Ｍ
霊
部
ユ

（
ユ
〔
＼
〓

０
）

か
け
さ
馬
一鑑
Ｊ
陰
ヽ



』
ヽ

取付箇所

保管場所 :

取付箇所

個  数材  料厚   さ

(蘭 m)

(注3)

外  径

(Hlm)

(速2)

最高使用

温  度

(℃ )

(歳 1)

最高使用

圧   カ

(MPa)

(滋 1)

名 称

可搬型

原子炉補機

、冷去田水

循乗ポンプ

吸水用

いアレキシブ″
ホー ス

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

瀬
霊
郭
ユ

（
ュ
ａ
＼

ユ
∞
）

Ｃ
挙
業

一ミ

Ｎ毯

ゝ



保管場所 :

取付箇所 :

用

度

誰
　
　
⑬

取付箇所個   数

|

料材さ

(■Hl)

径

(■Hl)

外

最

温

(注 忠)(旗 2)(澁 1

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(法 1

Ь

可搬型

原子炉補機

冷却水

循環ポンプ

送水用

フ レキシブル

ホース

用
　
カ

使一品最

圧称名

(MPa)

』
Ｎ

訥
霊
郭
ユ

（
ユ
③
＼

ユ
∞
）

（
競
渉
熱

やヽ益
Ｈ盈
も



錮 _数 取付箇所

保管場所

取付箇所

材  料厚   さ

(IIHl)

外  径

(■lttl)

最高使用

温  度

(℃ )

(注 1)

一局最

圧

使 用

名 称 カ

(MPa)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

格納容器

雰囲気ガス

サンプ リング

冷却水

屋外排水用

(注 1)

いフレキシプル

ホ‐ス
』
”

(注 1)重大事故等時における使用時の値

(注2)メ ーカにて規定する呼び径を示す。

(注3)メ ーカ仕様によるものとし、完成品として一般産業品の規格及び基準に適合するものであって、使用材料の特性を踏まえた上で、

重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において強度が確保できるものを使用する。

(注4)

(注 5)

(注6)

(注 7)

(注8)

■枠
最長に敷設 した場合の本数

最長に敷設 した場合の本数

公称値

に 1・ 2号機共用の予備磐 を加えた数量

骨 ツト)

に 1・ 2号機共用の予備各 1本を加えた数量

)_

瀬
重
郵
ユ

（
工
対
＼

ユ
∞
）

（
器
渉
巣

塁ヽ

訟ヽ

」



名 称

範 類

容 量 (注 1) m3/h/個

揚 程 (■ :〉

m

最 高 使 用 圧 が 注1) MPa

最 高使 用 操度は4) ℃

吸 込  目 径 mm

主
要
寸
法

吐  出  口 径 mm

ポ
ン

プ

た て 田隠

横 mm

高 さ HilR

ケ ー シ ン グ

個 数

取 付 箇 所

変更前 変 更 、後

可搬型原子炉補機冷却水循環ポンプ

容積式

1.0以 上 (1,0('主抄
)

10以上 (1
(注 2))

0.33

40

18.631(42.3)

18.631(ユ 12.3)

100(注
2)

173.5(滋
2)

115.5(注 2)

SCS13

1(予備 1)

原
動
機

種 類 三相誘導電動機

出 カ kW/個 0.4

個 数

取 付 箇 所

1(予備 1)

ポンプ と同 じ

別 添 1(13/18)

(浴ん済 12月Z亀)
可搬型

(注 1)重大事故等時における使用時の値

(注2)公称値

(注3)ネ ジ接続。記栽内容は、JISB0203に よる。

評



別添2(1/18)(令 和2年 12月 25日 )

核燃料物質の取扱施設及び貯驚施設

加圧水型発電用原子炉施設に係る咤)のにあつては、次の事項

4 使テ爵済燃料貯戯槽冷却浄化設備に係る次の事項

(2)ポンプの名称、種類、容量、揚程又は料と出圧力、最高使用圧力、最高使用温度、

主要寸法、材料、個数及び取付箇所並びに原重;璃ζの種類、出力、個数及び取付箇

所                           
｀

・可搬型 (1/2)

変電前 変 更 後

名 称 大容量ポンプ (放水砲用)

ポ
ン
プ

種 類

容 段 1洋い
nlお /h/1』

吐 出 圧 力 注`2) MPa

最 高 使 用 圧 力 X`♪ MPa

最 高 使 用 温 度 {澁

" ℃

主
要
寸
法

吸  込  口 径

吐  出  口 径

mm

mm

た て mm

mm横

高 さ tuni

車

車

面

両

全  長

全  幡

舶In

耐

“

1

車 面 高 さ mm

観 年
個

シ ン グ

数

取 付 歯 所

次ページヘ続く

Jす



別添2(2/18)(令和2年 12月 25日 )

(2ノ 2)

変更前 変 更 後
~一  ―ヽ ……… …_____二 ____

種 l霞

kW/1隠カ触l原
動
機 イ協        教

I取  付  住葛  所

ごb



核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあつては、次の事項

4 使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備に係る次の事項

(7)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

,可搬型

』
Ｗ

変更前 変 更 後

取付簡所

保管場所 柱
`,

取付箇所 :

期…  料

|

厚   さ

〔al■ )

外   径

(ma)

{■ 3J

最高使用

温  度

(t)

最高使用

圧  力

(MPコ〕

名 称

fとによ

使
用
済
燃
料
費

'歳
補
冷
却
浄
化
縦
備

大容量ホンブ

人 11ラ イン

放水砲用

(J・ 2号樅

ホー ス

共用 )

運
募
叉
く
秘
Ｘ
↓
誉
囀
常
蔦
通
誤

コ
）



別添2(4/18)(令 和2年 12月 25日 )

３
　
駅
　
熙

一
湛
解
組

麗
額
笠
藤

盛
類
ｔ
爵

Ｆ
，

怪
礫
■
輩

室

　

　

悼

（目
）

約
　

　

酸

●
樹
）

（目

）

運

　

　

求

命
Ｅ
ヤ

一■
■

´

岳

撰
士

（伊
）

観
　
　
電

褒
撃
煙
襲

（コ
儀
〓
）

く
　
　
襲

衰
超
樋
黎

一、景
コ
ム
煙翠
ふ
一
耐

・　
″
）

ゝ
イ
ヶ
々

連啜連養糞後撻攣雀獄疑翠常穫撃

霞
ぼ
＜
終

ふ
や
ト
コ
こ

ド
ヽ
卜
朗
ぐ
宝

中
堅

）

益

4k早

どB



取付箇所

保管場所
と`tⅢ ll)

取付箇所

材  料

(■m)

厚   さ

(mEl)

外   径

最高使用

温  度

(℃ )

1卜 Z,

最高f費用

圧  カ

(MPa)

変更前 ,

変 更 後

使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
冷
却
浄
化
設
備

くれ ,10)

称名

放水砲

(1・ 2号機共用 )

以 ドの設備の予備は、既存の 3号機設備 (3号機及び 4号機共用)であ りt本工事計画で 1号機 、 2号機 、 3号機及び 4号機共用 と

する|

皓
式

翌
郭
ヽ
（く
高
Ｘ
↓
営
Ю
＝
苺
れ
沼

コ
）



変更前 変 更 後

取付衛新

保管場所 `直 `お

取付箇所

材   料犀    さ

(a語 )

外   径

(mn)

t■↓|

最高使用

温  度

(℃ )

工ヽti

最 高使 鳥l

l主   力

(脇低】筆)

名 称

使
用
済
燃
料
貯
滅
情
玲
坤
浄
Yヒ

識
倫

む

(滋 1)原 子炉格納純識の うち度力低減設備その他の安全設輪 (棒神容器安全設備)と 兼嬬

(滋 2)壼大事故等時における使封,時の徹

(注3)メ ーカにて規定する呼び径を示す。

(性4,メ ーカft様によるものとし、完成畠として一般産業品の規格及び基準に適合するものであつて、使用材料の特性を踏まえた上

で、竜大事故等時 ;とお Iす る使用歴力及び使用温度が負待された状態において強度が確保できる t)の を使用する今

聾芽ホース
|卜

( )以 _■ を保管する

本教 :こ ついては当該ルー トで最長に致設 した場合の記破 (20m:1本 、10m:2本 、5m「 1本 X2セ ッ ト)

当該ホー州|ト 以上を保管す 看〉争

本数についでは当該ルー トで最長に数設 した場合の記破

(注5)

(注6)

(注 7)

(注8)

(喜≠_0)

翌
郭
Ｘ
里
高
Ｘ
↓
譜
］
常
馬
油
沼

コ
）

族本砲寸携 (公称値):た て 3,300阻 m、 積 2,200醸朧、高 さ 2.090mm



(注 10)公称値

(注 11)当 該設備2台 (必要台数)以上を保管する。

(逮 12)I・ 2・ 3・ 4持機栄用の予備は、3号機霰′機である。

(漉 13)原子炉冷却系統飽餃の うち非常用炉心冷却設備その勉原子炉注水設備、原子押冷却系統施設おう
',蒸

気タービンの購属設備

及び原子炉格的掩設のうち圧力低減擦常その他の安全段鎌 (格れ容器安全設備)と 兼用

(漉 14)

ttti3)

(撫 16)

(麓 17)

(漢 18) 当錬警管

1綾本―
枠

本数についで l歳 当該ルエ トで最長に家識 した場合の記哉

1旗
ホ~番

スプレイヘノダ本体の材料

以上を保管する。

以上を保管する。

以上を保管する。

｛
一

選
郭
只
ミ
Ｓ
Ｘ
＋
掛
Ю
載
蔦
油
誤

コ
）



別添2(8/18)(令和2年 12月 25日 )

原子炉冷却系統施設

力a圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タィビンに係るものを除く。)にあつては、

次の事項

9 原子炉櫛隅結期刺融こ係る次の事項

(3)ポンプ♂)名称、種類、容畳、揚程又は吐出圧力、最高使用圧力、最高使用温度(

、   主要寸法、材料、個数及び取付箇所並びに原動機の種類、出力、個数及び取付箇

所

・ 可搬沖避

変更前 変 更 後

名 称 大容量ポンプ (1・ 2号機共用)

ポ
ン
プ

種 類 うず書形

容 量 くtt i)
m“ /h/1司

吐  出 厘  力 徹[〉
lⅥPa

最 1葛 使 帰 歴 力 韓1' MPa 1、 を

最 高 使 用 温 度 は1)
℃ 10

主
要
寸
法

ケ文 込 !口  径 mm

吐  出  コ 従
“

l郎

た て

横 mm

高 さ mm

車 両 全 奨 mm

車 両 全 中E mm

車 両 高 さ 1員m

材

料 ケ ー シ ン ダ

個 数

取  付  箇  所

2

原
動
機

種 頼 ディーゼル機関

出 ブ, にV/個

個 数 2

目文  付  箇  所

次ページヽ続く

42



別添2(9/18)(令和2年 12月 25日 )

43



丹1イ泰2(10/18)(令 不目2年112月 25日 )

以 下の設備は、既存の 3岩・機設備 (3号機及び 4号機共用)であり、本工事計画で 1号機設備

(1サ機、 2与・機、 3辱i機及び4汚 機共用)と する。

・可伊農型 (1/2)

次ページヽ続く

~‐  
… Ⅲ

… ェ ィヽ  _ __1__ヽ
～ 

… … __―
― ― _

変  更 前 変 更 後

名 称

　

　

頼縫

容 量 。とか .3/v個

吐 出 圧 力 注`お llPa

妓高使 用圧 力 (濃埒
脇
一℃

ポ

ン
プ

最高使 用温度 Si郵

吸 込 口 径 mm

吐 出 口 径 轟lla

た て ,コm

主
要
寸
法

積 Rl阻

高 さ mm

事 両 全 長

車 両 全 中1電 mm

車 両 高 さ はlm

材
料 ケー シ ン グ

個 数

大容量ポンプ

(3号横設備 、

3う‐`4号機 用 )

うず巻形

大容量ポンプ

(1・ 2・ 3・ 4号機共用〕

変更な し

1.2

40

(予備 1● い`
)

料



別添2(■ /18)(今和2年 12月 25日 )

(2F2)

変 更 前 変 更 後

ポ

ン
プ

患 付 慟 所

デ f― ゼル機関種    類

に整   カ kヤ /4議

l粋1   数 (″備 :盛韓
)

′狂
｀
更な し

原
動
機

取 付 箇 所

卒す



原子炉冷却系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)にあつては、次の事項

9 原子炉補機冷却設備に係る次の事項

(8)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、材料及び取付箇所

・可撮型

よ

證
郭
尚
（蔦
苫
９

（◆
誉
〕
常
蔦
れ
誤

コ
）

保管場所 に,

取付箇所

料材奉

(n肥 )

厚

(an〉

外   径

最高使用

温  度

(℃〉

最高使用

圧   力

(MPa)

大容量ポンブ

入 ロライン送水用

― ス

用 )(1・ 2

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更前 変 更 後



ふ
ヽ

保管場所 (注心
'

取付箇所

材  料

(印VH)

厚   さ

(甑 )

外   径

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧   力

(MPa)

大容量ポンプ

出ロライン送水用

ス

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更前 変 更 後

原規規発第 16(16104号  平成 28年 6月 10日 認可

翌
郭
叉
あ
と
９

（↓
営
Ю
常
篤
れ
思

已



変更講 変 更 後

取付箇漸

保管場所 (益働

付箇所

材   料厚    さ

(慰 B)

(叢 制

外   径

(阻 )

(こと
'

最高使用

温  度

(ヨC)

,こ ド

鍛高使用

屋  カ

(MF患 )

くこ1'

名 称

煉
子
炉
捕
機
冷
却
設
備

式
(漉 1)自火事故等時における使用時の値

(泣 2)メ ーカにて規定する呼び径を示す。       ・

(注3)メ ーカ仕様によるも〈夕)と し、完成品として一般産業品の規格及び基諄に適合するも『
)で あつて、使用材料の特性を踏まえたとで、

重火事故等時におとする使用圧力及もく使用温度が負荷された状態において強度が確保できるミ)の を使用する。

(途4)当 該ホース
1牟

以上を保管する。

(違5)本数については当該ルー トで最長に数設 した場合を記載

は0羅ホー劇|1卜 以上を保管する。

(注7)本数については当該ルー トで最長 tこ 敷設した場合を記載

隊上を保管する。

以上を保管する。

は耐当該マ■ホエル幹

(連8)当該ホー

(湛9)当該ホー

(議 10)公 材、値
幕

湮
郭
Ｘ
牌ミ
あ
Ｘ
↓
掛
〕
常
蔦
挽
誤
Ш
）

以上を保管する。



軽微変更届出 関原発第121号 平成 30年 5月 24日

―ト
式

I

|

|

|

|

|

く次買へ続く)

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(次頁へ続く)

i保管持所
`

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

場所

ス

大容量

ポンプ

出ロ

ライン

送水帰

名

・
　

　

　

‐２

一　
　
　
世

変 更 後

母t高
1最

高 |  |  |

極身喧塁↑
径
rさ

'4
(MPa)(℃)(閉鷹)(赳■)

取付箇所取付笛所個数材料

(ココ〕(孟 )

称名 格

,日 度

変 更 前

(MPa)|(℃ )

使用 1外径 1厚 さ―

個数

(注 12)

1最 高 |

|こ身|

イ    |最高 |

ピ
郭
Ｘ
ふ
い
も

（
起＞
営
〕
常
馬
溢
誤

題
）



舗
観
励
ｍ

最高 最高
―     ―

使用 、使用 1外径 1厚 さ |

屋力 温度      i
取付箇所

変 更 後

取付笛所

変 更 前

］
陣

(口 m)

厚 さ
称名称名

〔世1と ,

(℃ )(m)〔 :世B)|

材料 1個数

最高 十

捷用 1外径

温度

(℃ )

(前頁からの続き)

取付G所 :

(前頁からの続き)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

1取付箇所

1送水用

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(前頁からの統き)   |(前 頁からの続き)|

大容量

ポンプ

出口

ライン

で

避
蘇
や
（３
苫
９
（↓
営
Ｎ
常
蔦
れ
誤
コ
）



取付観所

保管琴所

変更な し

原
子
が
補
機
冷
却
設
備

取付衝所
厚 さ

ttt i〕

原
子
炉
補
線
冷
却
設
編

1管ュ!11

取 付
個数

(a(漁 tゆ

(鰤コ)(屈H〉(℃

圧力

|(HPa)

外径

温度

変 更 後

名  林

変 更 前

使用 I使用
忠  称 欄 数材料

最高 1最高

(麟ta)(篭 )(コ節〕

最高 最高 |

曽所

格納容器

雰囲気ガス

サンプ リング

冷却水

屋外排水用

1外径
1厚

さ
1材料

i   ‐   1

使用 使輝

歴力 !速度

t付
ヽ

(注 1)重大事故等時における使用時の機

(浅2)メ ーカにて規定する呼び径を示す。

(注 3)メ ーカ仕様によるものとし、完成品として一般産業品の規格及て界基準に適合するものであつて、使用材料の特性を踏まえた上で、

食太事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状憾において強度が確保できるものを使用するⅢ

儀→璃馘ホース呂 以上を保管する。

(注5)本教については当該ルー トで最長に敷設 した場合を記載

運
募
民
葛
音
９

（◆
普
囀
紺
馬
沌
誤

口
）



男辱添2(18/18)(令和2年12月 25日 )

導
持
Ｏ
こ
囀
桜
ｐ
皇
豪
里
撃
要

（■
‐輝
）

嘔
悪
烹
Ｒ
蜃
碑
終
一尊
零
群
Ｇ
霊
或
塞
中
ｓ
・
“

燿
）

翠
Ｈ
娼
鱒
撃
芝
四
怒
屋
壌
鶯
■
題
芝
静
彗
璃
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鱒
ｅ
基
学
騒
環
観
報
雲
憔
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癬
）

。鸞
■
坤
呼
弾
■
蕊

凸
Ｔ

ミ

，

特
１
併
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鶏

（
君
輝
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｛
募
離
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■
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■
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嘩
弾
引
蕊

準
峰
ぐ
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経
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検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 14

れ

特記事項

4 し

検査立会責任者 鳴],

機 爺れ,現
主任技術者

本材,´_,'ユでレと即

原子力義譲検査官 :卑

よr形薬晃

彰ノkを

検査緒黒

k

(検
査年月日

嬢彬移2午
/′ 月2b日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :1■ 4

検査年月日望湧缶ズ 年 /え 月 2う 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認、方法 確認結果 備考

本検査に係る使用講検

査申請書 (変更申講を

含む。)力1準備されてい

ること。

記録確認

検査 をする工事のエ

程、期日及び場所が寧

請書 どお りである こ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切である こ

と。     1

記録確認

すでけ



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料8-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :1-14

検査年月日i赫 2年 /′ 月 2歩 白

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項
.

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 図画等確認

テ食査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認

系統構成が完了していること,

す争



検査結果

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :|-14

検査年月日 :繕帰 え 年 ノえ 月 Zb日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

使用済燃料貯府歳槽冷却浄化設備

原子炉格納施設

λE力低減設備その他の安全設備

ポンプ、主配管 別添 1参照

検査項E 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

・放水検査 ―

系統性能検査

・運転性能′険査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に連合するもので

あること。

淀
③

∽

備考

・記録確認は、工事計佐由iに基づき申講者が行った試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識μl番号 :T卜3-0550(そ の 2)

'日視で確認した範囲 i添付資料 3-3参照

屁



検査結果

添付資料3下 3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
|    (三

号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 il-12

検査年月日 :倉ん 又 年 /Z月 2あ 日

検 査場所 :関西電力株式会社蔵浜発電所

検査対象設備名 項 日 測定値等 検査結果 検査方法

可搬型

。放水砲

・主配管

D大容量ボンプ

(放水砲用)

系統機能検査

・放水検査

r

声く

日視=2

系統性能検査

・運転性能検査・ l

容量 (ゴ/h/個):

吐出圧力 (MPa): アタ(

備考

*1

*2

判定基準 : 容量 1320ボ/h/個以上、吐出圧力 1,00ぼa以上

別添 2の範拶弱について確認

す″



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
成績書管

検査年月層 :堪潮鮨

添付資料3T4

理番号 :l-14

え 年/′ 月′渉目

検査項目 検査用言1器 管理番号 測定範レ民 測定精度
校正年月囲

有効丼l限

備考

運転性能検査 圧力計
2019,6,5

2022,6.4

運転性能検査 圧力言r

2019Ⅲ 6.5

2022.6.4

運転性能検査 流量計
2020,12.18

2021.12.3と

運転性能検奄 流量言「
2020. ti. 18

2021.11.30

以下余白

齢



別添 1(1/9)(令不口2年 12月 26日 )

核終1彬質の取扱施設及硼 醜

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあつては、次の事項

4 使用済燃料貯蔵槽冷却浄伯設備に係る次の事項

(2)ポンプσ)名称、種類、容量、楊程又は吐出圧力、最高使用圧力、最高使用温度、

主要寸法、材料、個数及び取付箇所並びに原動機の種類、出力、個数及び取付箇

所

可橡デ〔l' (1/2)

変更前 変 更 後

名 体 大容量ボンプ (放水砲用)

(1 ・ 2 共用 )

ポ

ン
プ

種 類

容 段 〔汁r, ド /h′ 個

吐 出 F力 f・9
MPttl

毅 高 使 用 圧 力
!注) MPa

最 虐i障 用 Ytt lt(脳 ')

tc

主
要
寸
法

Vメ支 込  爾 径

吐  出  口 径

111,11

mm

た mm

横 mm

高
太

」
胆in

車

車

両

面

全 長

幅全

鷺ltm

n,lm

車 面 高 さ mm

材
準}

|

ケ ー シ ン グ

lttl 数

取 付 箇 所

次ページ付続く

す7



月唾源ミ1(2/9)(∠針不目2等生12月 26日 )

19/2,

変更講 責 費 後

種 数

k聟 /11お l手
'|

カ練
魏
機 数畑

　
簸 何  箇  競

渉θ



別添 1(3/9)(令和2年 12月 26日 )

原子炉冷却系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係る専)の (蒸気夕‐ビンに係るものを除く。)にあつては、

次の事項

9 原子炉補機冷却設備に係る次の事項

(3)ポンプの名称、種類、容量、揚程又は吐出圧力、最高使用圧力、最高使用温度、主要

寸法、材料、個数及び取付箇所並びに原動機の種類、出力、個数及び取付箇所

以下の設備は,既 存
『

)3号機設榊 (3号機及び 4号忠登共用)で あり、本工事計画で 1号機設備

(:好 機ヽ、 2お・機、 3汚‐
機及び 4弓‐機共用)と する。

・ 可搬型 (1/2)

とr

変 更 前 変 更 後

名 称

　

　

頼縫

容 量 (H切 3/h/個

吐 出 圧 力 ぼ動 lllPa

最高使用圧力l'二♪

蛾高使 ,‖ 温度 I`口Ⅲ
脱
・℃

ボ

ン
プ

吸 込 口 径 mll

吐 騰i口 径 Hl絋

た て IBI▲

主
要
寸
法

横 n船

1「71 さ

車 両 全 長 nm

車 両 全 や目 mれ l

車 両 高 さ mm

一材
料 ケ ー シ ン グ

個 教

大容量ポンプ

(3号機設備、

3・ 4

うず巻形

大容 量ポンプ

(1・ 2・ 3,■ 号機共用)

変Eな し

1.Z

40

(F'備 t(ヤ
`じ

))

次ページ
^続

く



別添1(4/9)(令和2年 12月 26日 )

(2デ 2)

変 更 前 変 更 後

本

シ
プ

取 付 衛 所

デ F=ゼ ′い機閣難   頼

触    カ 監lヤ r銀議

(士縮 t4it工
1)十静l   牧

ノ左`吏なじ
顔
勧
機

駁 41鶴 所

渉え



核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあつてはヽ次の事項

4 使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備に係る次の事項

(7)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

・ 可搬型

』
偽

変更崩 変 更 後

取付簡所

|

|

保管場所 舷わ,こ

取付筒所 :

厚 さ 材 料

(開llll)

`彙
4'

外   径

(mlll)

,た 2, 柱2'

最高使用

温  度

(竜 )

最高使用

圧  カ

(Mr'4)

名 称

使
用
済
燃
料
貯
歳
補
冷
却
浄
化
縦
備

大容量ボンフ

人 IIラ イン

放水砲用

― ス

(1・ 2墳機共用) 翌
辣
只
く
ｅ

（◇
替
囀
載
苺
油
誤

コ
）



』
｛

変更前 変 更 後

取付簡所

保管場所 :工
=′

取付箇所 r

材   料厚   さ

(ml醸 )

(出 4

外   得

(拒la)

(lとす)

最高使用

ュ■  度

(℃ )

残高使用

圧  カ

(MPu)

名 税〔

使
用
済
燃
料
貯
職
槽
冷
却
浄
イ監
設
備

大容量ポンブ

出 L:ラ イン

放水砲用

― ス

1・ 2 用 )

避
募
共
ｏ
む
Ｘ
↓
営
〕
常
蔦
れ
囀
０
コ
）



以 ドの設備の予備は、既存の 3号機設備 (3号機及び 4号機共用)であ り、本工事計画で 1号権、 2号機、 3号機及び 4号機 共鶏 と

するr

味

特

変更前 変 更 後

取付箇所

保管場所
け山II♪

:

取付箇所

材   料厚   さ

(翻l鷹l)

外   径

(llllo)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使 用

圧   カ

(MPa)

名 ▼lヽ

´ l,)

使
用
済
燃
料
貯
蔽
槽
冷
却
冷
化
設
備

放水砲

(lⅢ 2号機共用)

ヨ
郭
兵
く
９

（↓
営
Ｎ
栽
馬
通
淫

コ
）



変 更藤J 変 更 後

取付簡所

保警振所 (■ ⅢⅢ

象付箇所

〕

11  料厚    さ

(飢 lむ )

外   得

(破 l潮

'

(工 Fi

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

疵  カ

(hlP独 )

名 税(

使
用
済
燃
料
R::

蔵
槽
冷
封〕

静
(ヒ

設
備■

Ⅲ

嵌

(注 1)原子俳
‐
牟斜納施設の うち圧力低減設備その他の安全設備 (格納審器安全設備)を 兼用

(注2)重火事故等時にお I'る 使用時す)健

(津 3)メ ーカにて規定す る呼び径を奉す。

(注 `1)メ ーカ仕様によるもの たし、完成品 として一般産業品▼)規格及び基準に適台するものであって、使用材料の特性を踏 まえた と

で、重大事故幹時 にお :す る使用歴 力及び使用温度が負待 された状態において強度が確保できる ()の を′査用すちょ

(津 6)

(注6)

(浪 7)

く注S'

(注9)

菫該本―ス
酔

本致 1こ ついては当該ルー トで最長に敷設 した場合の記較

当F荻 本一 |ス

|ト
本執 1こ ついては当該ルー トで鍛長に致設 した場合F)記載

｀
以 性を保管する ,

以上を保管す る.

〕
一報
奮

（∞
＼
０
）
（か
執
迎
中
爺
ど
時
油

囀
０
コ
）

激水砲寸鉄 (公 称値ユ



(注 10)公称値

(注 kl)当 綾:没僚2台 (必要台敏)以上を保管する。

(津 12)1・ 2・ 3・ 4矛機共用の予常は、3号機設備である。

(注 13)原 子炉冷却系統施設の うち非常用炉心冷却設備その他原子炉滋水餃備、原子炉冷却系統施設のうち蒸気タービンの附属設備

及び原子炉格納施機のうち鷹力低減設伯その他の安全設博 (格納容器安全設備)と 兼周

当該ホーJIト 扱上を保管する。

本数にザ,いては当該ルー トで最長に敏識した場合の記哉

当該ホー
骨

以上を保管する。

スプレイヘノダ本体の材料

(粧 14)

(注 13)

(注 lC)

(注 lイ )

(注 18) 該設
骨

当 以上を保管するぉ

味
く

波
郭
只
里
９

（↓
譜
時
紺
誌
勘
誤

コ
）



高浜1号機 1-14大容量ポンプ(放水砲)他 検査対象箇所 (立会)

墾
郭
博
全
＼
じ

（↓
営
や
構
博
れ
Ⅸ
口
）



別添2(2/2)(令 和2年 12月 26日 )

【聾
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‐
ｔ
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上
て

チTた



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機
″
使用前検査成績書

要領 書番 号 :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 11-15

令和 ご 年 /月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

成絞書管理番号 :卜 15

1発電″研名    関西篭力株式会社高浜発篭所第 1号機

2検査申講    検査申請一覧表のとおり

3検査期日 自  令和 】年/ρ 月/ど 日

至   令和 台 年 /月 メθ日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施著   検査結果一覧表のとおり

6検査結果 、  検査結果生覧表のとおり

7添付資料  ! 使用節検査記録



検査中請書番号

(申請年月月)

関原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成 30年  3月 20日 )

関原発第 46号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 202号 (平成 30年  7月  4瞬 )

関原発第 259号 平 成 30年 8月 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 12月  5目 )

関原発第 504号 (平成 31年  2月  1日 )

関原発第 512号 (平成 31年  2月  6日 )

関原発第 582号 (平成 31年  3月 18日 )

関原発第  3号 (平成 31年 4月  4日 )

関原発第 68号 (2019年  5月 16爾 )

閥原発第 1と 5号 (2019寄1 6月 24爵 )

関原発第 204号 (2019年  8月 23日 )

関原発第478号 (2020年  二月23日 )

関原発第 510号 (2020年  二月31日 )

関原発第 542号 (2020年  2阿 26目 )

関原発第 609号 (2020年 3月 24日 )'

関原発第 20号 (2020年 4月  7日 )

関原発第 236号 (2020年 8月 21日 )

成績書管理番号 :卜 15

検査申請一覧表

上記以降の変更を襟査中講書の変更申講により確認し表中に追記する。

2



検査結果一覧表
I一 ′ダ

成績書管理番号 軍

"

特記事項

泳じ/

検査立会責任者 騨

え 笠与
守 主注技術者

相 ケンタや ν岬ヴ

原子力縫譲検査官 印

ス盈
Ⅲ
毬考

オ

検査結果

監

検査年月日

令和 九 年

/伊 月/b日



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項

添付資料 と

成績書管理番号 ,1・ 15

検査年月目:令和 甚年 /ιク月 /6日

検1査 場 議 i関露電力 (株)高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 l府考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認
⑤

・

・

検査 をす る工事のエ

程、メ協日及び場所が申

請書どお りである
.こ

と。

記録確認 0エ

工事計画の認可番 号の

記載が邁 切で ある こ

と。

記録確認、 @i

γ



添付資料3-l

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使月奪前検査記録

(三 号検査)

成績書管理番号 i卜 15

検査年月日 :令和 二 年 /θ 月 /ど 日

検 査 場 所 :関西電力 (株)高浜発電所

検査前確轟愁事項

確認事項 確認方法 結果 備考

中講者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ②

必要な図面等が準縮されていること。 図面等確認 0・ 丁
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。                 ・

記録確認 9-
系統構成が完了していること。 Ψ

記録確認
Q・ ―

す



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号:卜 15

検査年月日:令和 二 年 /9月  /b日
検 査場所 :関西篭力 (株)高浜発電所

検査結果

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

主配管  別添 1参照

判定基準 検査結果 検査方法検査項目

Ｒヽ Φ

記録確認

率統機能検査

通゙水検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされt所定の機能を有し

ておりれ技術基準に適合するもので

あること。

備考  `
・記録確認は4工事計画に基づき申請者が行った試験 。検査の品質記録 (※ )とこよる。

※ 通合性確認検査成績書の識別番号 :TI-3-0005

・目視で確認した範伊舞:添付資料 3-3参照

ど



添付資料 3'-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)           ′

.   (立 会検査)

成績書管理番号 :卜 15

検査年月日 :令和 二 年 ′。月 /と 日

検 査 場 所 :閣西電力 (株)蔵浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

主透己管※
系統機能検査

。通水検査
｀ 碓 目視

構考

※対象範囲は】ll添 2参照 (燃料取替用水タンク鶴日配管分岐点及び3電動補助給水ポンプ入日配管分岐点～原子炉下部キ

ャピティ注水ポンプ及び檀設代轡低腫注水ポンプ、原子炉下部キャピティ注本ボンプ～A内部スプレクーラ臨,1硝管合流

点、内部スプレクーラ出ロテストライン分岐点～弁(1離OV-3496A.Bl荘 燃料取替嘉永タンク〉

7



輔 醇騨〔(原規規発第 10081014号 、平成閉年 6月 10日 :認司

原

加厩水翠舞竜罵原子鰤施設に係るもの (燕気夕とビンに係るものを除くど)にあつてtま次の事項

7 非常涌炉弾 の他原子炉浅水設備をと係る次の事買

(7)離 の衛駄 病講胡腫功、璃舗鐵朧醸k娼監 摩さ及〔潮 ,_
・ 1需言 驚

ミ

ピ
郭

牌

（岸＼
学じ

う爵
之
ｒ基

い゙ヽ



ヽO

変 更 後

材  料

SUS304Tr

SUS304TP

SUS304TF

SUS304質

SUS304TP

厚   さ

(皿■)

(注 113■

9。 3

(ユ lを 3.3イ |

11.1

く崖争〕

913

/
7.と

(崖‡l

il.1

/
9,3

〔体年)

9.3

/

/
9,3

外   径

(団4)

(津 倒

267.4

(,佐 3〕

355。 6

(注 3)

267.4

/i
165,2

(了■_3)

355.6

/
267.4

(滋打〕

267,4

/

/
26?.4

名 称

(澁鶴 )

燃料取替用水

タンク

出日配管分岐点

及び

B電動補助

給水ボンプ

入口建管分岐点

非
常
用
炉

`い

冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
違
水
設
備

くと,1) (注 1

0 40

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

傾設代替r置圧

注水ポンプ

変 更 前

材  料

最高使用

温  度

(℃ )

外  径 厚   さ

(B4■ ) (田m)

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

翌
蘇

騨

（∞
＼
冨
）

尋

誉
準

Ｊ
ギ

虫
も

(次ページに続く)



変 更 後

材   料

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TF

SUS304TF

SUS304TP

厚   さ

(lIIn)

(緯
',3網

7.1

〔注3,3a

8.2

(注ヽ
`1■

9.3

くれ3.守〕

11.1

〈注a)

9,3

/
7.1

外   径

(mm)

(巌 4)

165。 2

くれ3〕

216,3

(,=翻

267.4

(注ユ〕

355,6

(温 3)

26イ .4

/
165,2

最高使用

温  度

(℃ )

(茂 14)

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 H)

0

名 称

《とこ6)

燃料取替用水

タンタ  
｀

出口配管分岐点

及び

B電動補助

給水ボンプ

入日配管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

注水ポンプ

非
常
用
炉
心
冷
却
設
崎

そ

の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(IIml) (題Шl)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(HPa)

名 称

ゝ
等

(次ページに続く)

ピ
郭

岸

（ω
＼
冨
）

（
尋
彗
ヤ
挙

もヽ
も

いヽ
や
）



変 更 後

材   羽

SUS304TF

SUS304TI

厚   さ

(歳)

(と ,〕

11.1

/
8。 2

(注 1)

11.1

/

11.l

/

9,3

外   径

(mm)

くと3)

355.6

/
216.3

く,3)

355,6

/

355.6

/

267.4

最高使用1最高使用

圧  力1温  度

(MPa)|(℃ )

(注 4) (灘 1

0 95

名 称

非
常
用
炉
Jい

冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

燃料取替用水

タンク

出日配管分岐点

及び

B電動補助

1 給水ポンプ

1人
口配管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

注水ポンプ

変 更 前

材   料外  径 厚   さ

(mm) (翻,市 )

最高使用

ユ風  度

(℃ )

最高使用

睡  カ

(MPa)

名 称

渡
郭

岸

（か
＼
岳
）

（母
ギ
ヤ
挙
Ｓヽ
み
ｏ
）



ヽ
停

変 更 後

材   料

SUS304TF

SUS304Tど

SUS304T手

SUS304T〔

SUS304T「

厚   さ

(mln)

(震 3,とす)

6.0

(注 3.3?〕

7.1

(注引

711

/
6.0

(注 3)

7.1

/

7.1

/
7.1

(注 3,3T)

7.1

外  径

(11:m)

(注 ,,

114.3

くれ3)

165,2

(辻 31

165,2

/
111.3

く注3)

165.2

/
165.2

/

165.2

(注倒

165.2

最高使用

温  度

(℃ )

(捜 11〕

95

(滋 14〕

150

最高使用

圧  カ

(泄a)

(注 11,

2.7

名 称

(世 S6〕

原子炉下部

キャビテ ィ

注水ポンプ

A内部スプ レ

クーラ

出日配管合流点

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材   料外  径 厚   さ

(alB) (担 lll)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

湮
一郭

騨
　
（翰
＼
Ｓ
〕

〔ミ呻へ芍Ｖゝ
‐ヽ
ＳＯて
ふも〕）



変 更 後

材  鵜

(,IISS

SUS27TP

(連転

SUS304TI

SUS304TI

(注6S

SUS2イTP

厚   さ

(m盤)

(ユ携3,37.SS〕

6.0

(連1,47.6司

6.0

(注と,871

6,0

(澁争,6Sl

6.0

/
6.0

/

外  径

(即 )

く,洋 3.SS,

i14.3

t達■.SS)

114.3

(注 $l

i14,3

く注916尻

114.3

/

11413

/

最高使用

温  度

(℃ )

〔とH〕

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

く建14)

0

名 称

く澁631

内部スプレ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

弁 (lMOV-6496

A、 B)

燃料取替用水

タンク

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料

最高使用

温  度

(℃ )

外  径 厚   さ

(IBm) (mm)

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

ヽ
↑

(次ベージに続く)

翌
郭

騨

（Ｇ
＼
Ｓ
）

〔さ
む
ヤ
づ
く
手
６ヽひ）



変 更 後

材  料

(雄6i

SUS304TF

名 称

最高使用1最高使用

圧  力 |ユ且  度

(Va)|,(℃ )

外 さ

(謝 m) (盟m)

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

(と

“

〕 (と8, く註ユ,S引

内部スプレ

クーラ

出ロテネ ト

ライン分岐点

弁  (1報OV…6496

A、 B)

て注Jl) (渡 H〕

95

114,3

/

114.3

/

6.0

/

6,0

/

0

燃料取替用水

タンク

変 更 前

材  料

最高使用

温  度外  径 厚   さ

(℃ ) (題m) (閣 l)

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

ヽ
く

(次ベージに続く)

翌
郭

μ

（ミ
＼
岳

ら
導
拌
）
ギ
■
亭
議
も

＼ プ ヤ



変 更 後

材   料

(,ISS

SUS27TP

SUS304TI

SUS304TI

〔甚とOS

SuS27TP

厚   さ

(m)

(,i13.37,6S〕

6.0

(注れ,nイ 〕

6.Oi

(注 3)

6.0

/
6.0

/
6.0

(,と■,ヽ馬〕

6.0

/
610

/

外   径

(mm)

(亨13.む5)

111.3

(滋 3)

114,3

(43,

114,3

/
114,3

/
114.3

(ユi4,Sヽ 〕

114.3

/
11■,3

/

最高使用

温  度

(℃ )

(選 11)

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(と こ1)

2,1

名 称

(と66〕

内部スプレ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

弁 (lMOV-6496

~   A、
 B)

燃料取答用水

タンク

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材   料厚   さ

(mm)

外 i 径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPぢ )

名 称

ηヽ

澄
郭

牌
　
（∞
＼
あ
）

尽
ゞ
挙
母
６こ

(次ページに続く)



変 更 後

材  料

SUS304TF

厚   さ

(1班巴)

(澁 3)

6.0

/

/
6.0

外  径

(EDEl)

(ユ13)

li41 3

/

/
114.3

最高使用

温  度

(℃ )

〈注t4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 t■)

2.1

名 称

(住 6S〕

内部スプレ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

弁 (lMOV｀ 6496

‐
A、 B)

燃料取誉用水

タンク

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(口lll) (胡m)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

ヽ
』

(次ぺ▼ジに続く)

ヨ
郭

滓

（ｏ
＼
菖
）

尽
む
導
島

こヽ
〕



変 更 後

材  料

(,1:6S

SじS27TP

SUS304TI

SUS301TI

厚   さ

(mm)

(:110.SS〕

6.0

くとⅢl,87)

6,0

(注0

6。 C

/

/
6,0

外  径

(Ial■ )

(P'3.SS〕

114.3

(滋 3)

と14.3

(注 31

114,3

/

/
114.3

名 称

最高使用 最高使用

圧  力
(温  度

(Va) (℃ )

非
常
用
炉
Jb

冷
却
設
備
そ
¢)

他
原
子
炉
注
水
設
備

内部スプレ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点
■)|(雄 1 《灘

2.7 150
夢|(lMOV-6496

A、 B)

燃料取替用水

タンク

変 更 前

材  料外   径 厚   さ

(mm〉 (mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

常ヽ

(滋 1)

(注 2)

(と 3)

(注 4)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～弁 (1-6400A、 B)Jと 記哉

SI単位に換算 したものである。

公称値

エルボについては既工事計輝i書に記載がないため記載の適正化を行 うa厚 さについては管と同等以上のものを選定する。

記載内容は、設計図書による。                                   
｀

なお、

避
郭

牌

奮
０
＼
岳
）

（さ
せ
▼
ヾ
ミ
守
ふ↓導



ヽ
弩

(注 5)原 子炉格納施設の うち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)及びその他発電用原子炉の船属施設 (火災防護設

備)の うち消火設備 と兼用

(注6)重六事故等時に使用

(注 7)記載の道I化 を行 う。既工事計画書には 「SUS27TP」 と講載

(注8)記載の適正化を行 う。B准工事計画書には「燃料取換用水タンク～道止弁 (ユ
ー8926)Jと 記載

(注9)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記栽内容は、設計図書による。

(注 10)計譲1制御系統施設のうちほ う酸注入機能を有する設備 と兼痛

t注 11)記栽♂)適正化を行 う。既工事計画書には 「逆止弁 (1-3926)～弁 (1-Lむ v-116D、 E)」 と記載

(注 と2)記域の進正化を行 う。既工事計画書には 「格納容器サンプ～弁 (1-381lA、 B)」 と記載

(注 13)記載の適正化を行 う。記載内容は、既工事計画書 「原子炉格納容器1に よる。

(注 H)重大事故等時における使用時の値      .

(注 15)記載の適正イ監を行 う。既工事計画書には
'弁

(1-831と A、 B)｀弁 (1-8812A、 B)」 と記載

(注 16)記載の速正化を行 う。既工事計画書 |こ は rsus32TP」 と記載                           `

(注 17)記載の適正化を行 う。既工事計回
~書

には 「燃料取換用水タンク～逆よ弁 (1-8958)」 と記載 |

(注13)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「逆止弁 (1-8958)～弁 (1-8809A、 B)」 と記載

(注 19)記載の道王化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～弁 (1-5400)」 と記栽

(注 20)記載の道礎化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出口連絡管分岐点～レジューサ (4X3)」 と記載

(注21)“i己載の道正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4X3)～ レジューサ (lX3)」 と記載

(注 22)紀載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4X3)～弁 (1-8803A、 B)」 と記載

(注23)記載の適正化を行 う9既工事計画書には「弁 (1-8803A、 B)～ ほう酸康入タンク八ロレジエーサ (6X3)Jと 記載

(注 24)記載♂)適五化を行 う。既工事計画書には 「ほう駿注入タンク出ロレジューサ (6X3)～弁 (1-8801A、 B)」 と記載

(注 25)記載の適正化を行 うし既工事計画書には 「弁 (1-8801A、 B)～格納容器」と記載

(注 26)記載の適正化を行 う。既工事計画書に,ま 「充てん/高圧注人ポンプ出開連絡管分岐点～レジューサ (4X3)」 と記載
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ゝ
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(注 27)

(注28)

(注29)

(注 30)

(注 31)

(注 32〕

(注33)

(注34)

(注35)

(注 36)

(注87)

(注38)

(遇L39)

(注10)

(注 4k)

(注42)

(注43)

(注44)

(注 45)

(注 46)

(注 47)

(迪L48)

記載の適と化を行 う。既■事計画書には 「レジューサ (4X3)～ レジ■―サ (4X3)Jと 記載

記載の適正化を行 う。既工事諸r画書には「レジューサ (4X3)～弁 (1-8816)」 と記載

記栽の適正化を41う 3既工事計画書には 「弁 (1菊 8815)守格納容器」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書にIま 「ほう酸注入タンク入ロラインレジュエサ (4X3)出 口分岐点～弁 (1-8816)」 と記載

記哉の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (1-8816)～格納容器」と記載                   ~

記載の適道化を行 う。既工事計画書には「コール ドレグヘの高圧ラインのレジューサ (4X3)出 口分岐点～弁 (1-8814)Jと 記

載

記載の適五化を行 う。既工事計画書には 「弁 (1■8814)～格納容器」と記載     t

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (I-8818A、 B)守格納容器」と記載

余熱除去設備 と兼用

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「コール ドレグヘ♂う注入母管分岐点～弁 (1-3819)」 と記載

エルポについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

記載 (″)道正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (1-8819)～格納容器」と記載

記哉げ)道正化を行 うるL七五事計画書にtま 「格納容器貫逓部祥229～分岐点Jと 記載     ' |  ‐

記載の道正化を行 う。は雅五事計画書には「分岐点耗逆止弁 (1-8944At B、 C)Jと 記載

識栽の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1…8944A、 B、 C)～主冷却材管ループ低温側注八ライン合流点」と記栽

記載の適止f協 を行 う。既五事計画書には「 (最小)9,5」 と記哉

公称値は既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。

記裁の適I化を行 う。既工事計画書にIま 「 (最小,9.5/(最小)9.3/一 とと記載  |    ―

記載の適正化を行 うと既工事計画書には「格納容器貫通部帯262～分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「分岐点～逆止弁 (卜 8942A、 B、 C)」 と記載

記載の適五化を行 う。既工事計画書には 「逆止弁～合流点」を記載       ´

エルボを示す。
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(注 49)

(注50)

(注 Si)

(注 52)

(注 53)

(注 54)

(注55)

(注 56)

(注 57)

(注 53)

(注59)

(こと60)

(遠61)

(注62)

(注 63)

(注64)

(注65)

(注 66)

(注67)

(注 68)

(注69)

記哉の適 i丘化を行う。既工事計画書には r格納容器貫通都 #261年分岐点」と記哉

記載の適正化を行うと既工事計画善には
'分

岐点～逆止弁 (1-8939A、 Bゝ C)Jと 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「格納容器貫通部 #276～分岐点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画嘗には「分岐点～逆止弁 (1-8987A、 B、 C)」 と記載

記載の連正イとを行う。斑工事計画書には「逆上弁～合流点およびレジューサ (6X2)」 と記載

記載の適腫化を行う。既五事計画書には「弁 (1-8987C)及び弁 (1-8939C)～弁 (1-8940C)」 と記載

記裁の適正化を行う。既工事計画書には「 (最小)9.5/(最小)9.5/(最小)9.5」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「格納容器貫通部幕263、 224～分岐点」と記載

融哉の適正化を行う。既工事計画書には「分岐点～弁 (1-8973A、 C)お よび弁 くユー8972A、 8)を経て弁 (1-8973B)

記載の適正化を行う。既正事計画書には「弁 (1-8973A、 B、 C)～弁 (I-8948A、 B、 C)」 と記載

余熱除去設備及び計測制御系統施設のうちほう酸注入1幾能を有する設備と兼用

記載の適五化を行う。既工事計画書には 「格納容器貫通部非253～分岐点」と記載

記載の適正化を行うξ既工事計画普には「分岐点～弁 (1工8935A、 8)」 と記載

詮栽の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (1-8935A、 B)～弁 (lr8940A、 8)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「アキュムレータA、 8、 C～弁 (1-8808A、 は、C)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (卜8808A、 お、C)～弁 (1募8048A、 お、C)」 と記載

本設備は既存の設備である。  |

原子炉格1内施識のうちに力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)を 兼州]

SじS32TP岡等材 (StS316TP)への取替えを行 う。

泰気タービンの附属設備及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と兼用

SじS27TP同等材 (SビS304TP)への取替えを行う。

を記裁
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検査結果五覧表

成績書管理番号 :卜 15

憎
゛

特記事項

▼患t

検査立会責任着 騨

終浅負冷。
'ア

ヤ主任挙術茸

細々ア'7/ル歩権哲街|

原子力麹農検査官 卑

彰 ふ 髪

検査結果

衰

検査年月日

令和 を 年

/2月 23日



添付資料と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

]      共通事項
1   成績書管理番号:1■ 5

検査年月日:◆熟,2年 /2昂 2息 `目

検 査 場 所 iB尋西電力株式会社蔑浜発電所

検査前確認事項

使用菌1検査中請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ⑤・■

検査 をする工事のエ

程、鶏囲及び場所が中

請書どお りであるこ

と。

記録手雀認 Q・
二

工事計厠の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 ④i

2S



添付資料 3● 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

,(三号検査)

成績書管理番号 :卜 15

検査年月日 :ノ金稗と 年 /2月 29日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q―
必要な図面等が準備されていること. 図画等確認 0!=
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 Q・ 一

系統構成が完了していることざ
立会/

鰤 Q・
二

芝舛



検査結果

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3■ 2

使用講検査記録

戒績書管理番号 :115

検査年月日 :堵湖静2年 /2月
・
と3日

検 査 場 所 :関西電力株武会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設イ薦

ボンプ

主配管          別添 1及び別添2参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

・通水検査

系統性能検査

・容量確認検査

設t歯及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

ヽ

段
露視

範

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申講者が行った試験・検査の品賀記録 (※)による。

※ 適合性確認険査成績書の識別番号 :Tと -3-0006、 Tl-3-0011

kま
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原子炉冷却系統施設
加圧水型発電用原子炉施設に係 るもの (蒸気 ター ビンに係 るものを除 く。)にあつては次の事項

7 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係る次の事項

(1)ポィプの名称、種類、容量、揚程又は吐出圧力、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、個数及び取付箇所並びに原

動機の種類、出力、個数及び取付笛所

`常設                                            .           (1/2)

(次ページに統 く)

（◆
執
『
Ｎ
常

騨
囀
渤
中
∞
コ
）

瀬
葦
卵
μ

（ヾ

Ｓ
ｅ

変 更 後

恒設代替低圧注水ポンプ (と 1)

うず巻形

変 更 前

名 称

m3/h/個

m

MPa

℃

m14

mm

alttl

“

lm

mm

mm

種 類

容 量 (注2)

揚 程
(‡ 2`)

最 高 使 用 圧 力 (注 2)

最 高 使 用 温 度 (注勢

吸  込  日 径

吐  出  口 径

主
要
寸
法

|ケ ー シ ン グ厚 さ

た て

横

高 さ

材
料

ケ シ ン グ

ケーシングカバー

個 数

ポ
ン

プ



(2/2)

（↓
営

Ю
常

沖
〕
れ
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∝
コ
）
　

瀬
工辣

解

（Ю
＼
壁
ｅ

二相誘導電動機

と

恒設代答低圧注水ライン

変 更 後変 更 前

kW/個

の

号

上護

番

防

画

水造

区

途 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

統   名

ン 名 )イ学フ

系

く

設   置  床

類種

カ出

数個

取 付 箇 所

取
付
箇
所

原
動
機

ポ

ン
プ

Ｗ
常



(7)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料
・常設

Ⅳ
『

変 更 後

材  料

SUS304TP

SuS304TF

SuS304TP

暉   さ

(n出 )

く,L3,37)

7.1

(注 S,

7.1

/
7.1

/

(注3,3■

7.1

外   径

(m担)

くイ,3〕

165,2

(注耐

165。 2

/
165.2

/

く〕に3)

165。 2

最高使用

温  度

(℃ )

t嵐 11)

150

く注14)

200

最高使用

歴  カ

(MPa)

(連 11)

2.7

(注 ユ4)

4i l

名 称

(澁 G3)

B内部スプレ

クー ,ラ

出日配管分岐点

弁 (lMOV-8746)

行 き

弁 (lM9V-8746)

B余熱除去クーラ

出日配管合流点

非
常
用
炉
,い

冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材   料

暑高使用
|

圧  力|

(MPa)

径 1厚 さ

(誼瀬)

名 称

（↓
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変 更 後

材  料

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

(ml出 )

(滋 1,争イl

9.3

くれ3,3■

11.1

(津a)

9,3

/
7.1

く注3)

11.1

/
9.3

(濠争)

9,3

/

/
9.3

外   径

(□m)

(注倒

267,4

(注 S〕

355,6

! 
く注3)

267,4

/
165.2

(注ξ〕

35S.6

/
267.4

(注3)

267.4

/

/
267.4

最高使用

温  度

(℃ )

(411, (注 11)

400

最高使用

圧  カ

(Pa)

名 称

(澁 06)

燃料取替用水

タンク

出日配管分岐点

及び

B電動補助

給水ポンプ

入口醒管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

注水ポンプ

非
常
用
炉
,さ

冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料

最高使用
|

温  度|

(℃ )

外 羞厚   さ

(Inm) (皿 )

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

】
や

（ё
転
コ
］
企
＝
牌

博
油

囀

∞

コ
）
　

瀬
垂
邦

滓
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(次ページに続く)



変 更 後

材  料

SuS304TP

SUS304TF

SUS304TP

厚   さ

(mm)

(注 31常 莉

9。 3

(注 1,9■

11.1

(離3)

9.3

/
7_1

(注 3)

11,1

/
9.3

(注 a)

9.3

/

/
9.3

外  径

(nlH)

て注a〕

267.4

(注 倒

355.6

(注 3)

267.4

/
165.2

(歳 3)

355.6

/
267.4

(直 3)

267.4

/

/
267.4

最高使用 最

温

高使用

圧 力 度

(ra) (℃ )

(遺 11)|

0    1

(と 14〕

40

名 称

(澁SG〕

燃料取誉用水

タンク

出日配管分岐点

及び

B電動補助

給水ポンプ

入口艶管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

注水ポンプ

非
常
用
炉
,い

冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

財
・ 料

最高使用

温  度

(℃ )

外  径

(Ш l)

厚   さ

(EE)

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

し
も

（ё
義
コ
時
う
‐‐‐
牌

や
れ

〕

∞
コ
）
　

渤
竜
郭

ド

（Ｐ
＼
呻
ｏ
）

(次ページに続く)



変 更 後

材  料

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS301TP

厚   さ

(1れ4)

て注3,3T〕

7.1

t注樹13T〕

8.2

(注 B,お7)

9.3

(古 3.97)

11.1

(農 3)

9,3

/
7.1

外  径

(醜:n)

(津 a)

165.2

(れ 3)

216.3

(注 制

267.4

(れ制

355。 6・

(注 3)

267.4

/

165.2

最高使用

温  度

(℃ )

(注 14) (注 14)

0 95

最高使用

圧  カ

(ⅥPa)

名 称

(選 se】

燃料取替用水 |

タンク

出日配管分岐点

及び

B竜動補助

給水ポンプ

入日配管分岐点

原子炉下都

キャビテ ィ

注水ポンプ

及び

恒設代替低匠

注ホポンプ

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料

最高使用

温  度

(℃ )

外  径 厚   さ

(れm) (ねm)

晟
。
高使用

臣  カ

(MPa)

名 称

働
ゝ

(次ベエジに続く)

（◆
螢
〕
常
解
〕
ｈ
〕
ω
Ш
）

渤
贔郭
岸

今
＼
選
）



ψ
Ｎ

変 更 後

材  料

SuS304TF

SUS804TF

厚   さ

(□』■)

く藤a)

11.1

/
3.2

(γi3)

11.1

/

11.1

/

9.3

外   径

(耐

(送 a)

355,6

/

216.3

(注 3)

355,6

/
355,6

/
267.4

最高使用1最高使用

圧  力1温  度

(Pa)|(℃ )

(注 14) (注 14)

950

名 称

(避 66)

燃料取替用水

タンク

出日配管分岐点

及び

B電動補助

給水ポンプ

入日配管分岐点

原子炉下部

キヤビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低野

注水ポンプ

非
常
用
炉
,泌

冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
連
水
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(Hll■ ) (囲)

層〔
‐
高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

（φ
革
コ
Ｎ
凸
ｗ
Ｐ
〕
ｈ

］

ω

コ
）
　

滋
二
謝

岸

（ざ
＼
囀
ｅ



t

変 更 後

材  料

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TF

SUS301TP

SUS304TF

厚   さ

(轟山l)

(海 3.37)

6と 0

ttta,37)

7.1

〔連3〕

7,1

/
6.0

(注 3)

7.1

/

7.1

/
7.1

(れ 3.ar〕

7,1

外   径

(田m)

(注創

114.3

(注 3)

165.2

(滋 3〕

165,2

/
114.3

(注 3)

165.2

/

16S。 2

/

165,2

(注 a)

165.2

最高使用

温  度

(℃ )

(注 1呵 )

95(注 i4)

2.7

(流 14〕

150

最高使用

睡  カ

(MPa)

名 称

〔謹6S,

恒設代誉低圧

注水ポンプ

B内部スプレ

ターラ

出日配管合流点

非
常
用
炉
Jい

冷
却
設
備
そ
の

他

原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(Ettl (m)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

臣  カ

(MPa)

名 称

（◆
営
中
載

騨
口
沌
Ю
ω
コ
）
　

瀬
二郭

岸

（∞
＼
遂
）



〕
資

変 更 後

材  料

SuS304TF

厚   さ

(風m)

(注 3,綱〕

3.9

最高使用

温  ・度

(℃ )

外   径

(■ lm)

|

引(注二 (■
'

2,7 95 6015

最高使用

匠  カ

(Pa)

名 林

恒設代替低圧

注水ポンプ

出日配管分岐点

弁 (lVT6484)

恒設代替低圧

注水ポンプ

出日配管合流点

非
常
用
炉

`い

冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(閾)

最高使用

臣  カ

(MPa)

名 称

（↓
督

］
常

牌
中
洩

博
ω
コ
）
　

瀬
二郭

牌

（０
＼
淫
）



変 更 後

材  料

SUS304TF

SUS304TF

SUS304TP

SUS304TF

厚   さ

(mm)

(滋 3.31)

7.1

(注 3)

7.1

/
6.0

(注皐)

7.1

/
7.1

/
7.1

《漫3)

7,1

/

7,1

/

外   径

(n阻〉

(注 3)

165.2

(滋命)

165.2

/
114.3

〔連3)

165.2

/
165。 2

/
165。 2

(澁 3)

165,2

/
165.2

/

最高使用

温  度

(℃ )

(滋ユミ)

40

名

i最高使用

称  十圧  カ

|(ⅢIPa)

非
常
用
炉
〕い
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

可搬式代替低圧

注水ライン

接続日
〈Jヒ

2.7
恒設代替低圧

注水ポンプ  !

出日配管合流点
|

変 更 前

外  径 厚 さ 材 料

(皿m) (嗣 )

段高使用

l風  度

(℃ )

最高使用

旺  カ

(MPa)

名 称

”
竹

（↓
営

Ｎ
常

〕
∞
湧

Ｎ
∞
コ
）
　

瀬
こ
郭

牌

（ち
＼
送
）

(次ベージに続 く)



”
ヽ

変 更 後

材  料

SUS304TP

SUS804TF

SUS304TF

厚   さ

(mm)

〈注3)

7,1

/

/
7,1

く注3,37)

3.9

(澁 3.3イ l

7,1

外  径

(耐

〔起8)

165.2

/

/
16512

(澁 B〕

60.5

(注 8〕

165。 2

段高使用

鳳  度

(℃ )

(と ,4,

40

(江 1■

95

最高使用

屋  カ

i(MPa)

(■ 14)

2,7

名 称

可搬式代替低圧

注水ライン

接続 口

恒設代替低圧

注水ポンプ

出日配管合流点

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料厚  さ

(題団)

最高使用
―

温  度|騰  径

|   (霞 m)(℃ )

最高使用

匿  カ

(MPa)

名 称

（↓
譜

博
常

岸
や
沌

〕
ω
コ
）

．置
辣

Ｐ

（〓
＼
響
）



変 更 後

材  料

く注儲)

SUS27TP

(注 S働

SuS304TP

SUS304TP

くと6S)

SUS27TP

厚   さ

(倒m)

く,1:3,37,6S)

6,0

(注 3.3イ Jふ司

6.0

(連 3,VI

6.0

(注會,SS〕

6,0

/

6:0

/

最高使用I最
・蔦使用

名 称 圧  カ

(炒a)

1温

|(℃ )

度 外 径

(El選【l)

(:ヽ 3,

114.8

非
常
用
炉
r心

冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

内部スプレ

ク〒ラ

出ロテス ト

ライン分岐点

く歳a,

114,3

(注 ,■ )|

114,3
0 95

弁 (lMOV-6496

A、 B)

燃料取替用水

タンク

(連 3,

114.3

/
114,3

/

変 更 前

初: 料

最高使用

温  度

(℃ )

外  径 厚   さ

(mm) (面 )

段高使用

睡  カ

(幡Pa)

名 称

〕
鶯

(次ベージに続く)

（↓
智

博
常

牌
ヽ
油

的
∞
コ
）
　

瀬
ェ郭

μ

（“
＼
淫
）



変 更 後

材  料

く温ω

SuS304碑

厚   さ

(nln)

(と 9,6S〕

6.0

/

6.0

/

最高使用

温  度外  径

(℃ ) (Hm)

(澁 3,

114,3

/

1i4.3

/

(津 14) 《漉 1

0 95

最高使用

匠  カ

(Va)

名 称

非
常
用
炉
,い

冷
去r
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

t注 66)

内部スプレ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

弁 (lMOV=髄96

At B)

燃料取替用水

タンク

変 更 前

材  料

最高使用

l且  度

(℃ )

外  径 厚   さ

(mm) (図B)

最高使用

臣  カ

(MPa)

,名 称

〕
『

(次ベージに続く)

（◆
轡

］
常

牌
画
沌

〕
∞
コ
）

コ
颯
郭

牌

（Ｓ
＼
淫
）



時
や

SuS304TP

(注薔〕

SUS27TP

材  料

(ユ11Sれ

SUS2TTP

SuS304TF

(注 3,CS,

6.0

/
6.0.

/

〔!|と 、371 SS〕

6.0

(注 3,37)

6.0

(ユ主a〕

6.0

/
6.0

/
6Ⅲ 0

(mm)

厚   さ

くと4,65,

114.3

/
とと1,3

/

く,1lS,SS〕

11413_

114,3

(注 3)

《波 3)

114.3

/
li4,3

/
114.3

(14al)

外  後

最高使用 1最高使用

臣  力 1温  度

(MPa) | (℃ )

〔注14'

95

く澁 11)

2.1

内部スプレ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

!弁 (lHOV-6496

A、 B)

燃料取替用水

タンク

〈と66)

変 更 後

称名

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

材  料

(nln)(mBl)

厚   さ外  径

段高使用

温  度

(℃ )

最高使用

歴  カ

(MPa)

変 更 前

称名

（↓
掛
］
常

岸
〕
沌

Ｎ
ω
コ
）

部
二
郭

牌

（ｇ
＼
怒
）

ペ ー に



変 更 後

材  料

SUS304TP

高使用1最高使用

名 称 カ

(MPa)

1温
|

|(℃ )

さ

(耐 (mm)

(澁3〕 (激 3)

内部スプ レ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点
114.3

/
660

/〈連14) (注 1■

952.1
弁 (lMOV-6496

A、 B)
/
114.3

/
6.0

燃料取替用水

タンク

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変
｀
更 前

材  料外  径 厚   さ

(コ前コ巳) (mm)

段高使用

R  度

(℃ )

最高使用

歴  カ

(MPa)

名 称

ボ
『

(次ページに続 く)

（↓
営
中
載
μ
〕
訂
や
∞
コ
）

瀬
工郭
牌

（３
＼
遥
）



清
＼

変 更 後

材  料

(ユ 1ミ 65,

SUS27TP

SUS304TP

厚   さ

(1■:a)

(ila,こ 5)

6.0

〈注3.37,

6.0

(巡3)

6.0

/

/
6.0

外   径

(阻■)

(ユl!3,65)

114.3

〈注3,

114.3

(澁 3)

ユ14.3

/

/
114。 3

最高使用

温  度

(℃ )

(注 :4)

150

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 14)

2.7

名 称

〈澁6S〕

内部スプ レ

クーラ

出 ロテる ト

ライン分岐点

弁 (lHOV… 6496

A、 B)

燃料取替用水

タンク

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(醜m)

外  径

(m■)

最
‐
高使用

温  度

(℃ )

晟
‐高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

（↓
営

閂
引

μ
嶋
湧

飩
ω
コ
）
　

導
こ
郭

Ｐ

（示
＼
選
）



変 更 後

材   料

SUS304TP

SuS304TP

SUS304TP

SUS304TP

厚
′ さ

(ml■ )

(注研

T。 と

(れ 3)

5,5

(注 3,37〕

7.1

(注 倒

T.1

/

/
5,5

外   径

(Ш)

(れ3)

165.2

く注 a)

89.1

く注 3〕

166。 2

(注 3〕

165。 2

/

/
89.1

最高使用

温  度

(℃ )

(注】喧〕

40

(れ と硝

40

最高使用

臣  力

(よlPa)

(注 4)

0

(注ユ4J

1.3

名 称

〔滋 6感〉

復水タンク

プロー配管

接続 回

弁 (lCW… 301)

復水タンク

非
常
用
炉
,い

冷
玄J
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材   料外  径 厚   さ

(伊瓜) (餡邑)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

ド
ド

(法 1)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～弁 (1-6400A、 B)Jと 記載

(注2)SI単位に棋算 したものである。

(注3)公称値                           _

(注4)エルボについては既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。厚さについては管と同等以上のものを選定する。なお、

記載内容は、設計図書による。

（◆
替

］
載

μ
】
沌

∞
ω
コ
）

瀬
工
郭

岸

（葛
＼
遂
）



再

(注 5'原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)及びその他発竜用原子炉の附属施設 (火 災防護設

備)の うち消火設備と未用

(注6)重大事故等時に使用

(注7)記載の適正化を行う。既工事計画書 t壬 は「SUS27TP」 と記我

(注8)記哉の適正化を行う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～逆止弁 (■8926)」 と認載

(注9)既工事計画書に記載がないため記載の適五化を行うと記載内容は、設計図書による。

(注 10)計測制御系統施設のうちほう酸連入機能を有する設備と兼用

(注11)記栽の適正化を行う。既工事計画書には「逆止弁 (1… 8926)営弁 (1-LCV― ■5D、 E)」 と記載

(注 12)記載の適正化を行う。既工事計画書には「格納容器ナンプ～弁 (ユ
ー88HA(8)∫ と記載

(注 13)記載の適正化を行う。記載内容は、既工事計画書「原子炉格納容器」による。

(注 14)重大事故等時における使用時の値

(注 15)記載の適正化を行う。斑五手計画書には「弁 (1-8811A、 8)｀弁 (卜8812A、 B)」 と記載

(注 lω 記載の適正化を行う。既工事計画書には rsus32TP」 と記載              .

(注 17)記載ゅ適正化を行う。既手事計画書には「燃料取換用本タンク｀逆止弁 (1…8958)」 と認載

(注 18)記載の道正化を行う。既工事計画書には「逆止弁 (1-3958)～弁 (1二8809A、 B)」 と記載

(注19)記載の道正化を行う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～弁 (1-5400)」 と記載

(注20)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧色入ポンプ出口連絡管分岐点～レジューサ (4X3)」 と記哉

(注21)記載の速五化を行 う。既五事計画書には「レジュ▼サ (4X3)～ レジューサ (4X3)」 と記載

(注22)記載の道正化を行う。既工事計画書には「レジニーサ (4X3)～弁 (1-3803A、 B)」 と記載

(注23)記載の道五花を行う。既工事計画書とこは「弁 (1-3808A、 B)～ほう酸注入タンク入自レジ凛~サ (6X3)Jと 記載

(注24)記載あ迫正化を行う。既工事計画書には「ほう酸注入タンク出ロレジューナ (6X3)～弁 (1工8801A、 8)」 と記載

(注25)記載の適正化た行う。既工事計画書には「弁 (1-8,01A、 B)～格納容器」と記載

(注26)記栽の道正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出口連絡管分岐点守レジューサ (4X3)Jと 記哉

（中
営

時
紺

牌
］
油

ω
∞
口
）
　

瀬
工郭

岸

（あ
＼
∞
９



(注27)

(注28)

(注 29)

(酒と30)

(注 31)

(注32)

記載の適I化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4X3)～ レジューサ (4X3)1と 記載

記載の適工化を行 う。Bモエ事計画書には『レジューサ (4X3)～弁 (1-8815)」 を記載

記載の適五化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-8815)～ 格納容器」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ほう酸注入タンク入ロラインレジューサ (4X3)出 口分岐点～弁 (Д
-3816)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-8816)～ 格納容器」と講栽

記載の道正Fヒ を行 う。雛工事計画書には「コール ドレグヘの高圧ラインのレジューサ (4X3)出 自分岐点～弁 (1-8814)」 と記

載               
´

記哉の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-8814)～ 格納容器」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には『弁 (1-3818A、 B)～格納容器」と記載

余熱除去設備と索用

記載σ)適正化を行 う。既工事計画書には「コール ドレλへの注入母管分岐点～弁 (1,3819)」 と記栽

エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。             ′

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1,8819)～ 格納容器lと 記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には 「格納容器貫通都 #229～ 分岐点」と記載             .

記載の道正化を行 う争既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (1-8944A、 B、 C)Jと 記哉

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1…8944A《 8、 C)～ 主冷却材管ルいプ低温復l注入ライン合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既五事計画書には「 (漏t‐小)9,5」 と記載

公称値は既正事計画書に記載がないため記栽の邁正化を行 う。

記栽の道正化を行 う。身電工事計画書には「 (最小)9.5/(最小)9.5/― Jと 記載

記載の適五化を行 う。既工事計画書には「格納容器貫通部 #262～分岐点」と記載   ・

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点走逆止弁 (1-8942A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書に1ま
「逆止弁～合流点」と誡載

エルボを示す。

ミ
樅

(注 33)

(注 34)

(注 35)

(注 36)

(注37)

(注38)

(注 39)

(ユ推40)

(注 41)

(注 42)

(注43)

(どと44)

(注45)

(注 46)

(注47)

(注48)

（↓
普

博
命

滓
Ю
れ

］
∝
田
）
　

瀬
工
郭

騨

（も
＼
逐
）



示
狩

(注49)

(注 50)

(注51)

(注 52)

(注 53)

(注54)

(注65)

(注66)

(滋57)

(注58)

(注 59)

(置と60)

(注 61)

(注62)

(注63)

(注64)

(注 65)

(注 66)

(注67)

(注68)

(注69)

記載の適こ化を行 う。既工事計画妻には「格納容器員通部群261～分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (f■8939A、 B、 C)」 と記歳

記段の道豆化を行 う。既工事計画書には「格納容器貫通部 #276～分岐点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (1-893TA、
・

8、 C)Jと 記載

記栽の適正化を行 う。既工事計画書には「逆止弁～合流点およびレジューサ (6X2)Jと 記域

記載の道正f監 を行 う。既工事詩薗
‐
書には「弁 (1-893ヤC)及び弁 (1-3939C)～ 弁 (ユ

ー8940C)」 と記載

記載の適正化を行 う。雛工事計画書には「 (最小)9.5/(最 小)9.5/(最小)9.5」 と記載  ′

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「格納容器貫通部幕263、 224～分岐点Jと 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～弁 (1-897BA、 C)お よび弁 (1-8972A、 8)を経て弁 (1-39738)Jと 記載

~記
載の適正化を行 う。既工事言卜画書には 「弁 (1-8973A、 B、 C)～弁 (卜8945A、 8、 C)」 と記載

余熱除芸設備及び計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備 と兼用       _

誡載の適工化を行 う。既ェ事計画書には「格納容器員通部 #258～ 分岐点」と記載

記栽の適正化を行 う。既正事計画書には「分岐点～弁 (1-8935A、 B)」 と記裁

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「弁 (ユ
ー893SA、 B)～弁 (1-8940A、 8)」 と記我

記載の道正化を行 う。雛工事計画書には「アキュムレータA、 B、 C～弁 (li8808A、 B、 C)」 と記栽

記載の適正化を行 う。既I事計画書には「弁 (1-8808A、 8、 C)～弁 (1… 8948A、 B、 C)Jと 記栽

本設備は既存の設備である。

原子炉格納施識の うち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と兼用

SUS32TP同 等材 (SUS316TP)へ の取替えを行 う。

蒸気タービンの附属設備及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安食設備 (格納容器安全設備)と 兼用

SUS27TP同等材 (SUS304TP)へ の取替えを行 う。

（◆
営

〕
常

岸
Ｎ
油

Ｎ
∝
口
）
　

瀬
工
募

滓

（］
ｏ
＼
懇
）
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検査結果■覧表

成績書管理番号 :卜 15

音
彎

特記事項

丁かし

検査立会責任者 尋

持決Q冷¬ 任技術者

イ:チ

'う

すすメモ"ン と痺野鶏駒π

原子力籍譲検査官 ロユ

乾 学
建ノ代

検査結果

ヽ

食

検査年月日

令和 2年

/2月 之子日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 11■ 5

検査年月日 :冷和 2年 メ2月 2∫ 日

検査場 F折 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認摩項

使用前検査申講書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 構考

ホ検査に係る使用前検

査申講書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q―

検査 をす る工事の正

程、期日及び場所が申

講書 どお りであるこ

と。

記録確認 Θ■

工事計画の認再番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 Q・ 一

影



関西電力株式会社蔦浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :卜 15

検査年月目:神 2年
十/2月 2ひ 目

検 査 場 所 1関藤電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q

必要な園面等が準イ薦されていること。 囲題等確認 ⑧・
=

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 Θ

系統構成が完了していること。
立会/

鰤
⑬

争′



検査結果

添付資料 8-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :卜 15

検査年月日i李凛v芝 年 ノク 戸 とす 剰

検 査 場 所 1関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

ボンプ

主配管           別添 と参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

e運転性能検査

・通水検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、縮付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

食
日孝見

鰯

備考

・記録確認は、工事計百回に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 i TI-3-0555        、

平離卓奉替静電照鶴品彗基汚亀当閣理疇→零灘静角膊宙謝野巽姿守警増将録嘲照P

'2



別添1(1/9)(令和2年 12月 25日 )

原子炉冷却系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)にあつては次

の事項

7 非常用陣い待納設備その他原子炉注水設備に係る次の事項

(1)ポンプの心称、種類、容量、揚程又は唆出圧力、最高使用圧力、最高使用温度、主

要寸法、材料、個数及び取付箇所並びに原動機の種類、出力、個数及び取付箇所

以下の設備 (″,予備は、r光 存(ア

'3号
機設備 (3号機及び 4号機共用|で あり、本工事計

「
iで 1

号機、 Z号機、 3号機及び4号機Ⅲ用をする。

・可縄て`プ〔lJ (1/2)

′変 更 前 変 電 後

名 称 可熾式代替低
'下

注水ポン7

ポ

ン
プ

磁

容

類

穀 イ■1' 鷹J/h/個

うず巻形

揚 程 t“ t'

最 i丸 使 用 江 プJ ttt'

最 高 髄 用 温 度 (れ い

吸  込  Π 径

吐 出 需 径

た

主
要
寸・

伊キ

検

i島 さ

車 両 4長

車 両 令 ll再

車 両 高 さ

ケ ー シ ン グ
4,l

十1
シ ン グ

カ

m

Xl'れ

℃

!_6岳

40

lllln

mlE

la鵬

頌lm

mm

個 数 2イ
'4,

取  付  儘  所

次ぺ‐ジ付続く

ド



変 更 前 変 更 後

原
験
機

毯 類 三橿議導電勲機

出 カ 推ηr個

偶 散 Z ttte'I

取 付 協 所

別添1(2/9)(令和2年 12月 25日 )

(2/2)

(注と

'重
入事故等時における使掘時の値

(注2)公務億    
｀

(捜3)1・ 2・ 3・ 4号機ユ専用の子機は、尋号機設嶋である。

学



(7)萄配管の名称(最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚 さ及び材料

以下の設備 の予備 は、既存の 3号機設モ葛 (3号機及び 4号機美用)であ り、本工事計画で 1号機 、 2号機 、 3号機及び 4う争“樵共用 とす

る。

・ 可搬型

等

澄
鶉
ス
ω
＼
↓
（↓
営
や
栽
馬
通
誤
コ
）

変 更 後

取付箇所

保管場所 V`ri,:

取付箇所

材   料厚   さ

(mm)

けⅢ、3,

外   径

(mlm)

(Fr2〕

最高使用

温  度

(℃ )

(lⅢ ,I

最高使用

圧  カ

(MPa)

(Fi l'

名 F方 i

可搬式代答低圧

注水ボンブ

吸水用

■ホース

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変更前



工事計画本文 (原規規発第 1606104号 (平成28年 6月 10日認可)

致

次ページヽ続く

変 更 後

取付箇所

保管場所 く濃3,欝

取付箇所

材  料厚   さ

(Inm)

くれ6,

6、 0

外   径

(lttill)

(工 6〕

最高使用

温  度

(℃ )

(注 1:

最高使用

圧  カ

(MPa)

(rを 1〕

名 渤ミ

可搬式代替低圧

注水ポンブ

可搬式代誉低歴

注水ポンプ

出日接続口

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変更前

婆
一郭
只
ふ
＼
９
（◆
営
】
＝
蔦
れ
誤
コ
）



工事計画本文 (関原発第 121号 (平成 30年 5月 24日 にて軽微変更届出)

亀

次ページヘ続く

(次頁へ続 く)

取付箇所
厚 さ使 用

温度

(MPa

用
　
カ

使

圧

(IШェl)(℃ )(lttn)

個 数材料
外 径

最高最高

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

保管場所

変更な し

(次 買へ続 く)

1保管場所 :

6.0

最高 1最高

使用 使用

圧力 温度

(MPa)(℃ )

(津 10)

取付箇所

(注 とり)

称名

変 更 後

摩 さ外 径

(H11〕).(mm)

個 数材 料

変 更 前

名  称

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

可搬式

代替低圧

注水

ポンプ

出自

接続 回

低圧

注水

可搬式

ポンプ

1代答

遭
募
兵
銀
む
）
（↓
誉
囀
常
臣
れ
誤

口
）



変 更 前 変 更 後

舗
鰯
，麟
⑬

舗
・鰯
励
嗣

最高 1最高

外径 厚 さ
(と 10)

個数

(注 10)

使用 :使用 外径 厚 さ
名  称 材 料 取付箇所   名  称 材 料 個数 取付箇所

(mm) (ェlln)

圧力 1温度

(MPa)|(℃ ) (血m) (mm)

(前貫か らの続き ) (前頁か らの続 き) (前貢か らの続 き) | (前買か らの続 き)

取付箇所 :

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

取付箇所
非
常
用
炉
心
玲
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

可搬式

代替低圧

注水

ポンプ

可搬式

代誉低圧

注水

ポンプ

出口‐

接続 日

ヽ

遭
郭
兵
⇔
＼
鬱

（↓
営
呻常
冨
沌
誤

璽
）

次ベージヽ統く



(注 1)童大事故等時における使用時の値

(注2)メ ‐力にて規定する呼び径を示す。

(注3)メ ーカ仕様によるものとし、完成品として工般産業品の規格及び基準に適合するものであって、使用材料の特性を踏まえた上で、

重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において強度が確保できるものを使用するc

(注4)当該ホニ
掛   (必 要本数)以上を保管する。   

｀

(注5)1・ 2"3・ 4号機共用の予備は、 3号機設備である。      ●

(注6)公称値

(捜8)当該ホース
■ 本

保管する。

(漉9)本数については当該ルー トで最長に敷識した場合を記載

(注 10)実用発電用原子炉の設置、運転等に関する親員J改正に係る適重化

(注 11)可搬式代替低圧注水ポィプの保有数と同じ数量

以上を

亀

湮
一藪
ｒ

（
『
＼
Φ
）
（
↓
義
趣
囀
爺
諄
Ю
沌

や
頓
コ
）



変 更 後

取付箇所

保管場所
1注ド,

取付箇所

材  料ナ撃   さ

(l!lm)

tr,■ )

外   径

(臣」■)

(∫ |:イ J

最高使用

温  度

(C)

,ュ
「 ]〕

最高使用

圧  カ

(MPa)

(ェ 1 1'

名 称

可搬式代誉低圧

注水ホ ンプ

送水
引|}ホ

ース

(フ ランジ継手付、

フランジ継手な し)

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変更前

虫
時

ヨ
郭
只
く
呈
（↓
誉
囀載
馬
ｈ
誤

璽
）

次ベージ
^続
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(注 r)重大事故等時における使用時の値

(注2)メ ーカにて規定する呼び篠を示す。     ´

(注3)メ ーカ仕様によるものとし、完成島として一般産業品の規格及び基準に適合するものであつて、使用材料の特性を踏まえた上でこ

重火事故等時における使用圧力及び使用温療が負荷された状機において強度が確保できるものを使用する。

(注 1)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

(注 3)

当該ホー朴   (必要本教)以上を保管する9

1・ 2・ 3・ 4号機共用の予情は、 3号機設備である。

公称値

当該設心

当該ホース■ 本

保管する。

(注9)本数に″多いては当該ルー トで最長に数設 した場合を記栽

以上を保管する。

以上を

蘇
ゝ
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郭
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く
９
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検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 15

転
Ｎ

特記事項

J返,し

検査立会責任者 串

装決気持,フ x,主響技籍者

Tおみf・ ″カタみ簿省アB

原子力籍課検査官 ロユ

弦 八 彰

検査結果

我

検査年月日

令和 、〕年

′月 ′0ロ



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :1-15

検査年月鐵ツ持静怠 年 ノ 月 /ご 日

検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査た係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準研著されてい

ること。

記録確認 Θ ―

検査 をする工事の工

程“期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 Θ・T

工事計画の認可番号の

記載が適 切で ある こ

とこ

記録確認 @―

どど



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成穂露箕善管理番号 :卜 15

検査年月日!彿 e年  /月 ィど 日
検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査前確認寧項

確認事項 確認方法 結果 備考

申講者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Θ・下

検査用き1器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲.測定精度を有してい

ること。

記録確嘉程 QI―

系統構成が完「
していること。

立会/

∽ Q・ ―

ぢ々



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所舞 l号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :卜 16

検査年月割:俸 e午  /月  ノ0日

検 査 場 所 :闘西篭力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷輝設備その他原子炉注水設備

化学体積制御設備

主配管
ポンプ

蒸気ターピンの附属設備

主配管

計測制御系統施設

ほう駿注人機能を有する設備  |
主配管

原子炉格納施設

歴力低減設備その他の安全設備
主配管 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査
※I

・運転性能検査

・通水検査

設備及び機器が工事計,函に従い製作

され、鵜付けされ、所定の性能を有じ

ており、技術基準に適合するもので

あること。

及
ヨ視

m

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tと二8-0055.Tl-3-0607

※と,別添 2参照

F'



ヽ
転

原子炉冷却系統施設       ・

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)にあつては次の事項
7 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係る久の事項

(7),主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

(次ページに統 く)

遭
郭

騨

含

＼

（↓
蟄

ω
常

騨
湧
Ⅲ工洋

ω ,ド

IEヤ

SUS301TP

SUS304TP

SUS304TF

(注SS

材  料

SUS27TP

1■ 6ユ

(注と,S?)

lと ,1

(注 3.37,OS〕

11.1

(tBIri)

厚   さ

(逮 3,OS'

8.7

(!=9,37〕

8.7

89,1

〔注3〕

(注 争.SS)

89.ユ

(mm)

外   径

1注 3,む 31

60.3

(澁 3】

60.5
注ヽIH〕

▲50

最高使用

温  度

(℃ )

(注 i4)

18.8

最高使用

圧  力

(MPa)

充てん醜管

分岐点

弁 (lV-8579)

充てん配管

合流点

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 後

称名材   料

(olm)(lll■ l)

1厚  さ外  径

最高使用

温  度

(℃ )

最・高使用

匠  力

(MPa)

変 更 前

称名



Ц
〕

変 更 後

材  料

SUS304TF

(注
`5)

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

(mm)

(と 3)

11.1

/
8。 7

(注 31 6Sl

ll.1

/
8.7

(1■ 3)

11.1

/

11.1

/

外  径

(lllm)

(と 3)

89.1

/
60.5

(逃 3,弱 )

89。 1

/
60.5

く注3)

_39,1

/

89.1

/

最高使用

β風  度

(℃ )

(江 11)

150

最高使用

圧  カ

(Pa)

(れ ,4)

18.8

名 称

充てん配管

分岐点

弁 (lV-3579)

売てん配管

合流 J点

井
常
用
炉
Jい

冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料外  径
|
厚   さ

(mm) (m諷 )

最高使用

l風  度

(℃ )

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

遭
郭

滓

（

（◆
轡

∞
増
卜とⅢO
h＼
‐ 卜と

ω ,ド

五正lV



変 更 後

材  料

SUS304TF

SUS304TF

SUS304TI

SUS304TP

厚   さ

(mm)

(連 a)

?.1

(注 a)

5.5

(注 a,舟 ,】

7.1

(林き,

T.1

/

/
5,5

外   径

(mln)

(注寄〕

165。 2

(濾

“

」

89,ユ

く注 制

165.2

く注+)

165.2

/

/
89.1

最高使用

温  度

(℃ )

(注 14)

40

(コに14'

40

晟高使用

旺  力

(MPa)

〈濠,4)

0

(注 ,4〕

1.3

名 称

(連 SS)

復水 タンク

プロー配管

接続 日

鶉卜(lCW-301)

復水タンク

非
常
用
炉
,さ

冷
却
設
備
そ
の

他

原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料外
′

径 厚   さ

(Hu11) (mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

為

(注 1)記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「燃料取換用水タンク～弁 (1-6400A、 B)」 と記載

(注2)SI単位に換算したものである。

(注3)公称値

(注4)エルボについては既工事計画書に記栽がないため記栽の適正化を行う。厚さについては管と同等以上のものを選定する。なお、

記載内容は、設計図書による。

→遭
曽辣
∞ トユ

ー
備 ⌒
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れ ＼
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岸
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ヽ
や

(注5)原 子炉格納施設の うち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)及びその他発電用原子炉の附属施設 (火 災防護設
′
 備)の うち消火設備 と兼用

(注 6)重大事故等時に使用                                  `        ′

(注 7)記載の適正化を行 う。既I事計画書には rsLS27TP」 と記載

(注8)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンクれ逆止弁 (1-8926)」 と記哉

(注9)暁工事計画書に記載がないため記畿の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

(注 10)言十測制御系統施設の うちほう酸注入機能を有する設備 と兼用

(注 と1)記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「逆止弁 (1-8926)～弁 (1-LCV-115D、 E)」 と記裁

(注 12)記載の速五化を行 う。既工事計画書には『格納容器サンプ～弁 (卜881lA.B)」 と記載

(津 13)記較♂)道正化を行 う。誼載内容は、既重事計画書 r原 子炉格納容器1に よる苺

(注 14)重大事故等時にお tす る使用時の値

(注 13)記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (1-8sと たA、 B)～弁 (lr8812A、 3)」 と記載

(注 16)記載の適正化を行 う。既工事計画書に1ま rsus32TP」 と記載

(注 17)記載σ)適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～逆止弁 (1-8958)」 と記載

(注 18)記哉の適 1に化を行 う。跳工事計画書には「逆止弁 (1-8953)｀弁 (1-3809A、 お)」 と記載

(注 19)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～弁 (1-5400)」 と記載

(泣20)記載 f′)遭正化を行 う。既工事計画書には f充てん/高圧造入ポンプ出口連絡管分岐点～レジュ●サ (4X3)」 と記載

(注 21)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (lX3)～ レジェrサ (4X3)Jと 記裁

(注22)記載の適下化を行う。雖工事計画書には「レジュ‐サ (4X3)～弁 (1-8803A、 8)」 と記載

(注23)記載の適正化を行うし既_工事計画書には「弁 (卜8803A、 B)～ほう酸注入タンク入ロレジューサ (6X3)」 と記載

(注21)記載,)適工化を行う。既工事計画書には「ほう酸注入タンク鵡ロレジューサ (6X3)～弁 (1-8801A、 B)Jと 記載

(逮25)記栽の道正化を行う。既工事言「画書には「弁 (1‐8801A、 B)～格納容器」と記哉

(注26)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「充てん/高圧遠入ポンプ出口連絡管分岐点～ レジューサ (4X3)」 と記載

瀬
竜
邦

牌
入
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ゞ

(注27)

(注 28)

(注29)

(注30)

(注 31)

(注 32)

(注 83)

(注34)

(ユ■35)

(注36)

(注 37)

(注 38)

(注 39)

_(注40)

(注 41)

(注 42)

(注 43)

(注 44)

(注 46)

(注46)

(注 47)

(注48)

記載の適正化を行う。
1残監工事計画書には「レジューサ (4X3)～ レジューサ (4X3)」 と記載

誰載の適正化を行う。既I寧静l弱書には「レジューサ (4X3)～弁 (1-8815)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (1-8815)～格納容器」と記載                      
′

記載の遺正化を行う。既正事計画害には
'ほ

う酸注入タンク入白ラインレジューサ (4X3)出 日分岐点～弁 (卜8816)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1=8816)～格納容器Jと記載

記裁の適正化を行う。既工事計画書には「コール ドレグヘの高圧ラインのレジユーサ (lX3)出 口分岐点～弁 (1-3814)Jと 記

載  ´                  ‐

記載の道正化を行う。既工事計画書には「弁 (1…8814)～格納容器」と記載

記載の邁正化を行う。既工事計画書には「弁 (1-881SAゝ B)～格納容器」と記載       ‐

余熱除芸設備と兼用

記載の適重化を行う。既工事計画書には「コール ドレグヘの注入母管分岐点～弁 (1-3819)」 と記載

エルボについては管と同等以上σ)厚 さのものを選定する。

記裁の通正化を行う。既工事計画善には「弁 (1-8819)～格納容器Jと 記載

記載の遺正化を行う。移監工事計画書には「格納容器員通部革229～分岐点」と記載          ′

記載の道正化を行う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (1-8944A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (卜 8944A、 お、C)～主冷却材管ループ低温側佐入ライン合流点」と記載    
｀

記載の適正化を行う。B地 工事計雨書には「 (最小)9,5」 を記載

公称値は既工事計画審t尋 記載がないため記載の適正化を行う。

記載の適 i氏 化を行う。既工事計画書には「 (最小)9,も/(最小)9.3/― 」と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「格納容器員通都 #262～分岐点」と記載               ′

記載の遺正化を行う。BttT_事 計画書には「分岐点～逆止弁 (1-8942A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「逆止弁年合流点」と記載

エルボ亀示す。

d〉渡
掛郭
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(注49)記載♂)適正化を行う。既工事計画書には「格納容器貫追部#261～ 分岐点1と 記,較

(注50)記載の適正化を行う。既工事計画書 tこ は 「分岐点～逆4弁 (1-8939A(B、 C)」 と記載                ‐

(注 51)記載の適正化を行うと既工事計画書には「格納容器貫通部#276～ 分岐点」と記載

・(注 52)記載め適王化を行う。Bを工事計画書には「分岐点～越止弁 (1-3937A、 B、 C)」 と記載

(注53)記載の道正化を行う。既工事計画書には「逆止弁～合流点およびレジューサ (6X2)Jと 記載   
‐

(注心4)記載の適I化を行う。既工事計画書には「弁 (1-8937C)及び弁 (1-8939C)～ 弁 (1-8940C)」 と記載

(注55)記載の通正化を行う。既工事計画書には「 (最小)9,心/(最小)9,5/(最小)9.6」 と記載

(注66)乱載の道正化を行う。既工事計画書には「格納容器貫通蔀 #263、 224～分岐点」と記載

(注57)記載の適正化を行う。班工事計画書には 「分岐点～弁 (1-8973A、 C)お よび弁 (1-3972A注 8)を経て弁 (1-89733)」 と記載

(注58)記載の道正化を行う。既工事計画書には「弁 (1-397,A、 Bi C)～弁 (1-894SA、 B、 C)」 と記載 _

(注59)余熱除去設備及び計測制御系縦施設のうちほう酸注入機能を有する設備と兼用

(注60)記載の速正化を行う多既工事計画書には「格納容器質通都#238～ 分岐点」と記載

(注61)記載の道正化を4fう c既工事計朧i善には「分岐点～弁 (1-8935A、 8)」 と記載

(注62)語載あ道正化を行う。既工事計画書には「弁 (1‐8935A、 ぃ)一弁 (1拳 8940A、 B)」 と記載

(注68)記載の道正化を行う。既工事計画書には「アキュムャータA、 8、 C～弁 (1-8808A、 B、 C)」 と記載

(注64)記裁の適正化を行うa既工事計画書には「弁 (1-3803A、 B、 C)～弁 (卜8948A、 B、 C)」 と記載

(注65)本設備は既存の設備である3

(注 66)原 子炉格紳施設のうち圧力爆減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

(注 67)SじS32TP画等材 (SUS316TP)への取替えを行 う。

(性68)蒸気タービンの附属設備及び原子炉格納施設のうち圧力低減設構その他の安全設備 (格納容器安全設備)と兼用

(注 69)Sと S27TP同等材 (SむS304TP)へ♂)取替えを行う。
道>翌
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変 更 後

充てん/高圧注入ポンプ (注 け

変更な し

変更なし

~~‐

|‐

~~ド ~―

―
―

、 _______―

_._
変 更 前

充てん/高圧注入ポンプ名 称

種 類

容 量
(と 2) m3/h/

揚 程 は酎
m

最 高 用 圧 力 MPa

℃

mm

吐  出  回 径 ∬llB

髄El

た て  | ェun

I  Blm

局 さ

ケ ー シ ン グ |

最 高 使 用 温 度

Π及 込  口 径

ケー シ ン グ厚 さ

ケ ー

カ

シ ン グ

ノミ     ーー

個 数

主
要
寸
法

材
料

ポ
ン

プ

甫
Ｎ

8 化学体積制御設備 に係 る次の事項
(2)ポンプσ)名 称、種類、容量、揚程又は吐出圧力、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料及び個数並びに原動機の種類、

出力及び個数 (1/2)

遇>遭
営郭
∞ トユ

1甘⌒
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(次ページに続 く)



(2112,

弩
〕

変 更 前 変 更 後

C充 てん/
高lす 注入ポンプ

じ充てん/
高圧注入ライン

変更な し

ボ ンプ と「
辞li'

B充 てん/
高圧産入ボンプ

B充 てん/
高,王 注入ライン

A充 てん/
高圧虚入ポンプ

A充 てん/
高圧注入ライン

kW/1圏

系   統   名

(ラ イ t/名 )

小

メ

長

“
付
鶴

設   置   床

種 類

出 ゴJ

個 数

取  付  毎i 騨マiイ

環
動
機

d〉と愛
替郭

‖⌒
諄ユつO

とB＼

ω ふ

口
V
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日
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１

１

／
月

９
１

て
年

１
３

添
和

朋
令

クタ



変 更 後

材  料

変貝
‐
なし

SUS304TP

変更なし

外  径1厚  さ

(1鵬■) (即団〉

(注 2)

88,9

/
88,9

/
(と 23)

60.5

(注♂,

11:1

/
11.1

/
〔遊郷〕

8,7

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

(と lS)

充てん/高圧

注入 ポンプ

A、 B、 C

充てん/高圧

注入ポ ンプ

下流 レジューサ

(4X3)

化
学
体
績
制
御
設
備

変 更 前

材   料

SUS27TP

〔注 4'〕

SUS304TP

(ユLll'

SuS32TP

厚   さ

(ml破 )

(注 P,13)

ll.1

(洋 2.43)

11.1

(注 2,11'

11,1

/
11i l

外  径

(mm)

く澁2,

8&9

(注 2.43)

88.9

(注 2.H)

li4.3

/
88,9

最高使用

温  度

(℃ )

150

最高使用

圧  カ

(MPa)

(れ 12)

18,8

名 称

(選 22)

充てん/高圧

注入ポンプ

A、 8、 C

充てん/高圧

注入ポンプ

ド流 レジューサ

(4X3) ‐

化
学
体
積
制
御
設
備

せ
貯

(7)主西己管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

(次ページに続 く)
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嗚
嵌

変 更 後

材  料

(と 1

充てん/高圧

注入ポンプ

A、 B、  C

変更なし

充てん/高圧

注入ポンプ

下流 レジューサ

(4X3)

厚   さ

(ぼ題l)

高使用1最高使用

名 称 圧 力 温

(Pa) (℃ ) (lBt■ )

化
学
体
積
制
御
設
備

変 更 前

財  料

(注 41〕

SUS316TP

(ユ I,電〕

SuS27TP

(注 H)

SUS27TP

厚   さ

(mm)

('と 2,11)

11,1

/
11.1

(村12,14)

11.1

/
11.1

/

(↑■2.11)

11.‐ 1

/

/
11.1

外   径

(llェl)

(■ 2.11)

114,3

/
88.9

(|':2,11)

88.9

/1
88,9

/

(デ

'ε

.14〕

38.9

/

/
88.9

最高使用

温  度

(℃ )

1,0

最高使用

匡  カ

(MPa)

(注 12)

18.8

名 称

(ユ 1:22)

充てん/高圧

注入ボ ンプ

A、 B、 C

充てん/高圧

注入ポンプ

下流 レジューサ

(4X3)

化
学
体
積
制
御
設
備

瀬
韓

（◆
轡郭
∞ 岸

―付⌒

hコ トェ

トと＼
∞ トユ

コ |ド



変 更 後

材  料

変更なし

高使用

度

(℃ )

外 径 厚 さ

(inttl〉 (」盟l)

名 称

化
学
体
積
制
御
設
備

変 更 前

材  料

ASTM

A482

F304

(SuSF304

相当〉

暉   さ

(口由コH)

(最小 )

9,4

/

/
(歳小)

9,4

(浅を〕

(9_4

/

/
9,4)

外  径

(141n)

(Iを″〉

(差し賜

部め内衛

61.1

/

/

(歳し醐

部の内径)

61.1

晟高使用

温  度

(℃ )

343

最高使用

匡  カ

(挿Pa)

17.16

名 称

注ヽ11)

弁

(lAOV-8146)

弁

(lV-8377)

化
学
体
積
制
御
設
備

いＷ、尊

(注 1)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-8149A、 B、 C)～抽出水非再生ターラJと 記載

(注2)公称値

(注3)エルボについては管と同等以上の厚 さのものを選定する。

(注4)記載の適正化を行う。既工事計画書には 「 (最小)6.lJと 記載

(江5)公称値燃既工事計画書に記載がない燕め記載の道正化を行 う心

J〉遭
誉郭
∞ トエ

‐臼⌒

沌 憎
トエ＼
ω トエ

コ ・
ド



葛

(注6)記載の適正化を行 う。既工事計画書には rsじsF304相 当 (ASTM A182F304)」 と記載

(注7)記載の適五化を行 う。既工事計画書には |(最小)6.1/(最小)6.1/(最小)6、 1」 と記載

(途8)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「 (最小)6,1/(最小)6.1/一 むと記載

(注9,本設備は記載の適正イとのみ行 うものであり、手続き対象外である。

(注 10)記栽の遠正化を行 うと既工事計画書には 「SUS27TP」 と記載

(注 11)記載の適正化を行 う。既工事計画書に1ま 「弁 (1-LCV-1よ るこ)～ レジューサ (3× 4)J、 「レジューサ (8X4)～えてんポンプ入

ロライン集合母管」と記載

(注 12)SI単 位に換算した t)のである。           
′

(注 13)エルボについて|ま既工事計画書に記載がないため盈裁の適正化を行 う。厚さについては管と同等以上のものを選定する。なお、

記載湘容 1ま 、設計図書によるЭ    I

(注 14)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計園書による。

(注 i5)記載の連五化を行 う。既工事計画書 |こ は
'充

てんボンプ入自ライン集合母管」と記載

(注 16)非常用炉心冷却設備その仙原子炉注水設備及び計測制御系統施設のうちはう酸注入機能を有する設備 と兼用

(注 17)記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (1-8706A、 B)～充てんボンプ入コライン集合母管」と記載    ~

(注 13)非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備 と兼用

(注 19,記載の適正化を行 う。既工事計画書には
「弁 (卜LCV-115B、 D)～充てんポンプ入ロライン集合母管」と記載

(注2C)記戦の適 iこ化を行 う。磯工事計画書には 「充てんポンプ

^ロ

ライン集合母管～充てんポンプA、 おこと記載

(注21)記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (8X6)～充でんポンプC」 と記載               、

(注,2)記載Ol)適 1に化を行う。日猛工事計画書には「充て
～

ポンプA、 B、 C～封水ラインと充てんラインの分岐点」と記載

(注 23)奪 l‐ 大事故等時に使用

(連24)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4X3)～ レジューサ (4X8)」 と記載

(注25)記載の道正化を行う。既工事計画書には「レジユーサ (4× 3)～弁 (1-8107)」 と記載

(注2o)記載の適正化を行うЭB猛工事計画書にtま
「レジューサ (4X3)～弁 (lr1805)Jと 記載

削
韓

（◆
営郭
∞ 卜と
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油 ∞
牌＼
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常
ゃ

(注 27)

(注 28)

(注29)

(注80)

(注 31)

(注 32)

(注33)

(注 34)

(注 35)

(注 36)

(注37)

(注38)

(注 39)

(注40)

(注41)

(注42)

(注43)

(送と44)

(注4S)

記載の適正化を行 う。瞬工事計画書には 「弁 (1-1305)～ レジューサ (3X2)」 を記載

記載ヴ)適正化を行 う。既I事計画書には 「レジユーサ (3X2)～封水注入フィルタ～レジューサ (3X2)」 と記載

記載の適正化を行 うc既工事計画書には 「レジュ●サ (3X2)～ レジューサ (3X2)」
・と記載            :

記較の道正化を行う。既工事計に西封書には「冷却材ポンプA、 Bへの分岐点及びレジ■―サ (3X2)年 レジューサ (2Xl)」 と記載

記載の適正化を行う.既工事計画書には「弁 (1-8107)～抽出水再生クーラ人口」と記載

童人事故等時における使用時の値

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl)～弁 (1-8369A、 B、 C)」 と記載

エルボを示す。

記載の適正化を行う。既五事計画書には「弁 (1-8369A、 B、 C,～ レジューサ (2Xl)Jと 記載

記載の邁正化を行う。瞬正二事計画書とこは
'レ

ジューサ (2Xl)～ レジューサ (2Xl 1/2)」 と記蛾

記載の適五化を行 う。既工事計画書には
'レ

ジュエサ (3× 2)～封水フィルタ、封水クーラ～弁 (卜8484、 ユー3482)」 と記載

記致の道正化を行う。既工事計画書には「抽出ライン弁 (1-LCV460)～ 抽出水再生ターラJと 記載

記裁の適正化を行う。既工事計画書には 野抽出水再生ク▼ラ～弁 (1-8146)」 と記載

記載て
')適

正化を行う。既工事計画書には「弁 (1-3146)～弁 (1-8378A)と と記哉

記載。,適正化を行う。既五事計画書には「充てんライン分岐点～弁 (1…3145)」 と記載

記載の適正化を行うぅ既工事計画書には 「 (最小)9,5/― /(最小)9.5Jと 記載

SuS27TP同 等材 (StS304TP)への取替えを行う。 ｀

SUS32TP同 等材 (SCS316TP)への取答えを行 う。             ォ

記載内容 は、斑五事計画認可申請書 (平成23年 ■月21日 付 け関原発第380号 工事計画認可申語書、平成23年 12月 26日 付け平成

23・ 11・ 21原 第20号にて認 可)に よる。なお、本工事計画は、認可された工事計画に対 して、基本設計方針の変更を行 うことに

伴い申請するものである。

」〉湮
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領 書番 号  :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :卜 16

令和 2年 /θ 月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

l発電所名    関西電力株式会社高浜発電所舞 1号機

2検査串講    検査革講一覧表のとおり

3検査期日 自   令和 二 年)D tt rF日

至   奉和 二年′ρ月′ど日

4検査場所    使用前検套記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

17添
付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :卜 16



検査申請書番号

(中講年月日)

関原発第299号 (平成 28年 10月 7自 )

関原発第434号 (平成 30年  3月 20日 )

関原発第 46号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第202号 (平成 30年  7月  4距 l)

関原発第259号 (平成 310年  8月 20日 )

関原発第 415号 (平成 39年 12月  5掛 )

関原発第504号 (平成31年  2月  1日 )

関原発第 512号 (平成 31年  2月  6日 )

関原発第582号 (平成 31年  3月 18日 )

関原発第  3号 (平成31年  4月  4日 )

関原発第 68号 (2019年  5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年  6月 24局 )

関原発第204号 (2019年  a月 23日 )

闘原発第478号 (2020年  生月23日 )

関原発第510号 (2020年  1月 31日 )

関原発第542号 (2020年  2月 26日 )

関原発第609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2029年 4月  7霞 )

関原発第236号 (2020年 8月 21B〉

成績書管理番号 :1-16

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認じ表眸に連記する。

>



検査結果一覧表

成績書管理番号 1輩

鈷

特記事項

与 し/

検査立会責任者 岳μ

奔 茂 傘
頑と 予r夕 主任技術警

芹イクータ下ソ芝ゴ■脚切

原子力施設検査官 言科

ネ焔`豚考

検査結果

R

検査年月日

令和 2年
ノD tt rど R



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
′

共通事項
戒績書管理番号 :1■ 6

-               
検査年月日 :令和 二 年 /◆ 月 ♂必 日

検 査 場 所 i関西電力 (株)蔑浜尭篭所

検査前確認事項                   ′               !
使用前検査申請書の弔確認            .               

′

確認事項 確認方法 確認結果 結考

本検査に係る使用講検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準l浦されてい

ること。

記録確認
⑧

・
T

検査をする :工 事のエ

程、期回及び場所が申

請書どおりであるご

と。

記録確認 9-

工事計画の認可番号の

記載が適切であ る こ

と。

記偽主確 l認 Oi―

γ



9

′     添付資料3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

|   (三 号検査) .
成績書管理番号 :卜 16

検査年月謝:令不Rユ 年 ′つ月 /ど 口

検 査 場 所 :関西電力 (株)高浜発電所

検査舶確認事項

確認事項 確認方法 結果 l薦考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ⑧・

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 ◎

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 ⑧・二

系統構成が完了していること。
け
ω

@・ 二

年



添付資料3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

戒績書管理番号 il-16

検査年鳥目:令和 二 年 ′っ 月 rど 甲

検 査 場 所 :関西電力 (株)畠浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統舵設

非常用炉心冷却設備そ(′♪他原子炉注水設備

ポンプ       ・

原子炉格納施設

(1)格納容器安全設備

主配管            別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

・運転性能検査

系統性能検査

・通水検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、縮付けされ凸所定の性能を有し

ており(技術基準に適合するもので

あること。

疑

備考

・記録確認は、工事計画に基づき中講者が行つた試験 。検査の品質記録 (※)による。

※ 適含雄確認検査成績書の識男け番号 l Tl-3-0005           、

・日視で確認した範囲 :添付資料3-3参照

む



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :卜 16

検査年月日:今和二年 /p周 ノbH
検 査 場 所 :関西電力 (株)高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 鶏 測定値等 検査結果 検査方法

ポンプ※と

系統機能検査

・運転性能検査 R
圏視

主配管X2
系統性能検査

・通水検査 k
備考

※ 1:原子炉下郡キャビティ注水ポンプ

※2:対象守患p樹 は別添 2参照 (原子炉キャビティ注水ポンプ士titI隠管分岐点～弁 (Iヽ10V-5429、 子0(と 1ヽ0V-5420)～ 格納容器

貫通郎 PEN孝 30と 、格納容器貫通都 PEN傘 301年 弁 (lV-5421)、 分 (lV… 5421)～注V-5489

7



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
′
   検査用計器一覧表

1     成績書管理番号 :卜 16

検査年月麟IⅢ布1二 年 r,月 /√ 日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定絶整H 測定結度
校正年月目

有効期限

備

考

運転性能検査
圧力言:

(人 口圧力)

2018.3.21

次固定期事業者検査

運転性能検査
圧力計

(出 J歴力)

2018.8.21.

次観定理事業者検査

運転性能検査 流敏吾r

2018.8,27

次固定期事業者検査

以下余白

〕



工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10‐ 日 認可)

原子炉冷却系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気夕‐ビンに係るものを除く。)にあっては次の事項

7 非常用炉心冷却設備そめ他原子炉注水設備に係る次あ事項

(1)ポンプの名称、種類、容量、揚程又は吐出圧力、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、個数及び取付箇所
並ぴに原動機の種類、出力、個数及び取付箇所

・常設                                     ・ (1/2)

ヽo

謎
郭

解
　

（帯＼
ｅ

変 更 前 変 更 後

原子炉下部キャビティ注水ポンプ 建1)

うず巻形

2.7

95

1

名 称

m3/h/4目

翻

MPa

℃

mm

mm

【應m

鷹il■

!nm

laln

種 類

容 盈 (注労

揚 程
(れ 2)

最 高 使 用 圧 力 (注 2)

最 高 使 用 温 度 (濠労

吸  込  日 径

吐  出  口 径

ケ ー シ ン グ厚 さ

た て

横

高 さ

ケ シ ン グ

ケーシングカバー

個 数

主
要
寸
法

材
料

ポ

ン
プ

(次ベージに続く)



(2/2)

変 更 後

原子炉下部キャビティ連水ライン

二相誘導電動機

1

変 更 前

kW/個

系 統 名

(ラ イ ン 名 )

設   置   床

途 水 防 護 上 の

区 画 番 号

拌盆 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

種 類

出 カ

個 数

取 付 箇 所

取
付
箇
所

ポ
ン
プ

原
動
機

(注 1)

(注2)

(注 3)

(注4〕

(注 5)

(注6)

原子炉格納施設の うち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安企設備 )

重大事故等時における使用時♂)値

公称値

原子炉下部キャビティに注水する場合の値

原子炉格納容器内にスプレイする場合の値

復水タンクの水を燃料取替用水タンクに供給する場合の値

と兼用

ヽ
ｑ

選
募

岸　
・
Ｓ
＼
ｅ



ヽ
＼

原子炉格納施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあつては、次の事項

3 圧力低減設備その他の安全設備に係る次の事項

(1)格納容器安全設備に係る次の事項

ジ 主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

・常設

変 更 後

材   料

(注281

SビS27TP

SUS304TF

SUS304TF

SUS304TF

SUS304TF

厚   さ

(1lm)

(速 3.14,2働

5.5

く,とB,

5,5

(ユ !13:

5.6

く注 3.14〕

7.1

(注司

7.1

/
5,5

外   径

(81田 )

(注 3,28)

88.9

(泣 3)

88.9

(ユ Ⅲi3)

89.1

(注 3)

165,2

(造E

165。 2

/
89,ュ

最高使用

温  度

(℃ )

(注 9〕

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 9)

2.7

名 称

原子炉下部

キャビテ ィ注水

ポンプ出日配管

分岐点

弁 (lMOV-5420)

格
納
容
器
安
全
設
備

変 更 前

材   料外 後
|

厚   さ

(mm) (Ilm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

称

翌
郭

牌
　

（中
＼
こ

(次ページに続 く)



＼
Ｙ

変 更 後

料

〈遊3)

5。 5

/
04TF

/
5.5

7,1

/
TF

/
7。 1

外   径

(阻)

t逮 31

88.9

/

/
89.1

(注制

165.2

/

/
165,2

最高使用

温  度

(℃ )

(注9,

96

最高使用

圧  力

(よTa)

(江引

2.7

名 称

原子炉下部

キャピティ注水

ボンプ出日配管

分岐点

弁 (lMOV-5420)

格
納
容
器
安
全
設
備

―変 更 '前

材 料名 称

選
琳

騨
　

（卜
＼
ｅ



＼
”

変 更 後

財   料

SUS304TF

SUS304TF

[早  .さ

(闘 )

(‖ 8,11'

5.5

くれ3,1刺

5.5

外   径

(Il田,)

く,113,

88.9

くれ3〕

88.9

最高使用

温  度

(℃ )

(亨li9け

138

(注9)

138

最高使用

匠  カ

(MPa)

tイ19)

2,7

(ギ19〕

2.7

名 称

夢,(lMOV-5420)

格納容器貫通部
｀
  PEN#301

格納容器貫通部

PE.対#301

弁 (lV-5421)

格
納
容
塁

安
全
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(ШB) (田隠)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匪  力

(MPa)

名 称

選
郭

ド
　

（い
＼
ｅ



変 更 後

材  料

SUS304TI

(注 2S

SUS27TP

SUS304TI

SuS304TI

・)US304TI

厚   さ

(脚 l)

(注g

S.3

〔注3.11,2刷

6i0

(゛ 13,こ ■
'

6.0

〔産3.IE

〈注3〕

-6.0

/
5,5

外   径

(■m)

《注3'

88.9

(滋3.28)

114.3

(P,ial

114.3

(温創

16S.2

(滋 31

114.3

/
88.9

最高使用

温: 度

(℃ )

(遠9,

138

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 9〕

2.7

名 称

夢件(lV… 5421)

下部キャビティ

験合点  ´

格
納
容
器
安
全
設
備

変 更 前

材   料厚   さ

(□罹)

婦t高使用

温  度

(℃ )

外  径

(閾m)

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

ヽ
く

(次ページに続 く)

翌
郭
騨
　

（０＼
９



変 更 後

材   料

SUS304TI

SUS304TP

厚 さ

(llttl)

〈滋3〕

7.1

/
6,0

(起 3〕

6.0

/

/
6.0

外 径

(■ lal)

(注 3〕

165.2

/
114,3

(注 3〕

l14,3

/

/
114.3

最高使用

温
~度

(℃ )

く,1〔 9,

138

最高使用

圧  カ

(MPa)

('1を 9,

2,7

名 称

弁 (lV-5421)

下部キャビテ ィ

取合点

格
納
容
器
安
全
設
備

変 更 前

材   料外 径 1厚 さ

(1出1) (l■ m)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

ヽ
各

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注4)

(注 5)

(注6)

(注 7)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には『弁 (1-6400A、 B)～内部スプレポンプ (SP一 二、A、 B、 C、 D)への分岐点まで」と記載

SI単位に決算 したものである。

公称値

原子炉冷却系統施設の うち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備及びその他発電用原子炉の附属施設 (火災防護設備)の う

ち消火設備 ど兼用

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「格納容器サンプB～弁 (1-6408A、 B)Jと 記哉

記栽の適正化を行 う。記載内容は、既工事計画書「原子炉格納容器Jの記載による。 遭
郭

μ
　

（ミ
＼
９



ヽ
ふ

(注3)原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注本設備 と兼用

(注9)重大事故等時における使用時の値

(注 10)記栽の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-6408A、 B)～内部スプレイポンプヘの合流点jと 記載

(注 11)エルボにr)ぃ ては既工事計直書に記載がないため記載の適正化を行 う。厚 さについては管 と同等以上のものを選定する。なお、

記載内容は、設計図書による。

(注 12)記載の適工化を行 う。既正事計画書には「内部スプレポンプヘの分岐点～内部スプレポンプ入 ロレジューサ (10X3)」 と記載

(注 13)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「内部スプレポンプ出ロレジューサ (8X6)～内部スプレクーラヘの合流点」と記載

(注 14)エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

(注 15)記載の適正化を行 う。既正事計画書には「内部スプレターラ入日合流点～内部スプレターラ出口分岐点」と記載

(注 16)重大事故等時に使用

(注 17)記栽の道正化を行 う。既工事計画書には「内部スプレクーラ出自分岐点～外部 しゃへい監貫通部」と記載

(注 18)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-64i7A、 B)～エダクタ」と記載

(泣 19)エルボを示す。

(注 20)記載の適正fと を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ出日分岐点～エダクタ～内部スプレポンプ入口管」と記載

(注21)記載の適正化を行う。既工事計画書には「よう素除去薬品タンク～弁 (1-6417A、 B)」 と記載            .
(注22)記栽め適正化を行う。既工事計画f書には「内部スプレクーラ出自分岐点～弁 (1-641lA、 B)」 と記載

(注23)認載の適正化を行う。既正事計画書には「外部しゃ←い壁～レジューサ (3X6)」 と記載

(注24)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (8× 6)および分岐点～オリフィス」と記栽

(注25)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「オリフィス～内部スプレジングヘンダ (lA、 2A、 4A、 lB:2島、13)」 と記載

(注26)記載の適正化を行う。既工事計画書には「オヅフィス～内部スプレジングヘッダ (3A、 38)」 と記載

(注 27)SUS27TP画 等材 (SじS304TP)への収替えを行 う。

(注23)本設備は既存の設備である。                                   |
渡
郭

騨
　

（∞
＼
ｅ
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